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１．本書は、大阪府松原市三宅西７丁目地内に所在する三宅西遺跡（調査番号：D ２−１−４）の発掘

調査報告書である。
２．調査は、株式会社島田組の委託を受けた公益財団法人大阪府文化財センターが、松原市教育委員会

と合同で行なった。整理作業及び本書の編集は公益財団法人大阪府文化財センターが行ない、令和
７年５月 30 日の本書刊行、及び松原市への資料の移管をもって一連の事業を完了した。
調査番号・契約名称・契約期間・現地調査期間などについては以下のとおりである。

　　̡ 調	 査	 ൪	 ߸ 　r三宅西遺跡 D ２−１−４
【委託事業名称  　松原市三宅西土地区画整理事業地内物流倉庫建設計画に伴う

　（現地調査）】　三宅西遺跡発掘調査
【委託契約期間】　令和５年 11 月１日  ～  令和７年５月 30 日
【現地調査期間】　令和５年 11 月１日  ～  令和６年６月 30 日
【遺物整理期間】　令和６年 ７ 月１日  ～  令和７年２月 28 日
【印刷製本期間】　令和７年 ３ 月１日  ～  令和７年５月 30 日

３．現地調査及び整理作業は以下の体制で実施した。 
【松原市教育委員会】
　〔令和５・６年度〕教育総務部次長 兼 文化財課長  小玉哲章、同 課長補佐 兼 係長  大矢祐司、
　　　　　　　 同 係員  樫木則秀、芝田和也

【公益財団法人大阪府文化財センター】
　〔令和５年度〕事務局次長  亀井 聡、総務企画課長  島谷美穂、同 主査  永野 仁

調査課長  佐伯博光、同 課長補佐  後藤信義、同 主査  伊藤 武、
　　　　　　　 同 副主査  若林幸子（令和５年 12 月）、同 副主査  信田真美世（令和６年１月～）

　　　ʤྩ࿨６年度ʥࣄ຿局࣍長		ُҪ	૱、総຿اը՝長		ౡ୩ඒึ（～ྩ࿨６年６月）・Ӭ໺	ਔ（ྩ࿨
                           ６年７月～）、同 主査  永野 仁（～令和６年６月）、同 課長補佐  新田康博（令和

													　　														６年７月～）、調査՝長		ࠤഢതޫ、同	՝長ิࠤ		後藤信ٛ、同	主査		伊藤	෢、
　 　 　 　 　同 副主査  信田真美世（～令和６年６月）

４．現地での調査に際し、清水建設株式会社（松原市三宅西土地区画整理組合 業務代行者）にご協力
いただいた。

５．遺構出土の流木・木葉・炭について、株式会社古環境研究所、及び株式会社パレオ・ラボに委託し、
放射性炭素年代測定、及び前者 2 種については樹種同定（大型植物遺体同定）を合わせて実施した。

６．本書の執筆・編集は伊藤が行なった。なお、第 6 章の自然科学分析の成果については、納められ
た報告書を、伊藤が本書用に編集し直したものである。

７．遺構の写真撮影は、各調査区の担当者が、遺物の写真撮影は、公益財団法人大阪府文化財センター
写真室が行なった。

８．本調査に関わる出土遺物及び写真・図面などの記録類は、松原市教育委員会において保管している。
９．本書に掲載した実測図や写真などにかかわる著作権については、報告書刊行後に公益財団法人大阪

府文化財センターが松原市教育委員会に譲渡しており、図１～４の背景に使用した国土地理院発行
の地図、及び写真１に使用した航空写真を除き、松原市教育委員会に帰属する。また、これらを除
き「クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際（https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/）」
に基づき、出典の表示を条件として自由な二次利用を許諾する。
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１．遺構図及び断面図に示した標高は、東京湾平均海面（T.P.）を基準にしている。単位はすべて

メートルである。

２．発掘調査での使用測地系は、世界測地系（測地成果 2000）である。遺構図に記載した座標値の単

位はすべてメートルである。

３．本書で用いた北は、いずれも平面直角座標系第Ⅵ系の座標北を示す。

４．現地調査及び整理作業は、公益財団法人大阪府文財センターの『遺跡調査基本マニュアル』、及び

松原市教育委員会作成の「松原市発掘調査現場作業記録取扱い基準」に準拠して進めた。

５．断面図で使用した土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』 農林水産省農林水産技術会議

事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修に準拠した。

なおその記載順は、記号・土色・土質とした。　例：10YR5/6 黄褐 シルト

６．遺構番号は、遺構であることを示す大文字のアルファベット「Ｓ」に続いて、遺構の種類に関係な

く４桁の通し番号を振った。例 ：「S0015」・「S2024」

　　ただし、どの調査区の遺構であるのか混乱しないよう、全調査区通しでの番号は振らず、以下のと

おり事前に調査区ごとに番号を割り振った。

　　　Ａ区：S0001 ～　　　Ｂ a 区：S1001 ～　　　Ｂ b 区：S2001 ～　　　Ｂ c 区：S3001 ～

　　また、壁溝と柱穴・炉などの遺構で構成される「竪穴建物」のような集合体の場合には、上記の遺

構番号とは別に集合体独自の番号を付した。この場合、遺構名称の後に番号を付けた。

　　　例：「竪穴建物１」

７．遺構図における断面位置は、平面図中に「 」形によってその位置を示したが、ピットのよう

な小規模な遺構については、煩雑となるため明示していない。代わりに断面図中に断面を観察した

方向がわかるように方位を示した。縮尺は各図のスケールバーを参照されたい。

８．遺物実測図の縮尺は、土器・木製品については４分の１、石鏃など小型のものは 2 分の 1 を基本

とした。各々の縮尺については、スケールバーに明示しているのでそちらを参照されたい。なお、

サヌカイト製の石器については、石鏃や石錐などの製品はこれまでどおり実測図を掲載したが、剥

片は、本書では実測図に代えて写真のみ掲載することとした。その縮尺はすべて２分の１である。

９．遺物実測図の断面については、縄文土器・弥生土器・土師器・埴輪は白抜き、須恵器は黒塗り、石

製品はグレーとした。木製品の断面は、木取り位置がわかるように模式的な年輪を表現しており、

実際の年輪とは異なる。また弥生土器についてのみ、胎土から生駒山西麓産と判断できるものは、

遺物番号にアンダーバーを付けた。

10．写真図版中の遺物番号は挿図の遺物番号と対応する。また遺物写真のうち、俯瞰撮影を行ない縮尺

率が判明しているものについては、写真の隅に縮尺率を記したが、カメラ（レンズ）の特性上正確

な縮尺にはなっていない。本文中に掲載したサヌカイトの剥片についても同様である。

11．遺構埋土については、本文中では何層もあるものを簡潔にまとめて説明しているため、挿図記載の

土色とは表現が微妙に異なっている。詳細については挿図を参照されたい。なお、土色の表現方法

は調査担当者によって異なる。本書ではある程度の統一をはかったが、内容までは変更していない。
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൶：人ྗ掘削風ܠ（Ｂｂ区		S2038）

写真図版１　Ａ区遺構

１ɽ中央部第７ｃ面検出遺構ʤ北からʥ

２ɽS0001

３ɽS0002

４ɽS0004

５ɽS0005

写真図版２　Ａ区遺構

１ɽS0014

２ɽS0015

３ɽS0020

４ɽS0021

５ɽ第８面検出遺構全ܠʤ東からʥ
																																																（υローンよりࡱ影）

写真図版３　Ａ区遺構

１ɽS0022ʤ北からʥ

２ɽS0022 断面と埴輪出土状況ʤ南からʥ

写真図版４　Ａ区遺構

１ɽS0022 西肩部断面

２ɽS0022

３ɽS0022 埴輪出土状況

４ɽS0023

５ɽS0016・S0017

６ɽS0016

７ɽS0019

８ɽ第８面土器出土状況

写真図版５　Ａ区遺構

１ɽ第９面検出遺構全ܠʤ東からʥ

２ɽ第９面検出竪穴建物・掘立柱建物

　　　　　　　　　　　　　ʤ北東からʥ

写真図版６　Ａ区遺構

１ɽ竪穴建物１ʤ南からʥ

２ɽS0046

３ɽS0050

４ɽS0051

５ɽS0056（右は S0058）

写真図版７　Ａ区遺構

１ɽ竪穴建物２ʤ東からʥ

２ɽS0060

３ɽS0073

４ɽS0074

５ɽS0078

写真図版８　Ａ区遺構

１ɽ掘立柱建物１ʤ南からʥ

２ɽS0089

３ɽS0091

４ɽS0095

５ɽS0101

写真図版９　Ａ区遺構

１ɽS0025（手前）・S0026（Ԟ）

２ɽS0028

３ɽS0027

４ɽS0027 土器出土状況

５ɽS0033（右）・S0034（左）

６ɽS0036

７ɽS0039

８ɽ下層確認トレンチ



写真図版 10　Ｂａ区遺構

１ɽ西端部第７ａ面検出遺構ʤ東からʥ

２ɽ東半部第７ａ面検出遺構全ܠ

３ɽS1001

４ɽS1103

５ɽS1103 西肩部断面

写真図版 11　Ｂａ区遺構

１ɽ第８面検出遺構全ܠʤ北西からʥ

２ɽ西半部第８面検出遺構全ܠʤ北東からʥ

写真図版 12　Ｂａ区遺構

１ɽ東半部第８面検出遺構全ܠ
															（手前は７ａ面検出 S1103）ʤ東からʥ

２ɽS1020 断面（東側）

３ɽS1020 断面（西側）

写真図版 13　Ｂａ区遺構

１ɽS1015

２ɽS1025

３ɽS1031

４ɽS1084 土器出土状況

５ɽS1091

６ɽS1092

７ɽS1095

８ɽS1100

写真図版 14　Ｂｂ区遺構

１ɽ西端部第７面検出遺構ʤ南東からʥ

２ɽ西半部第７面検出遺構全ܠʤ東からʥ

写真図版 15　Ｂｂ区遺構

１ɽS2003

２ɽS2004

３ɽS2005

４ɽS2006

５ɽS2010

６ɽS2012

７ɽS2013

８ɽS2014・S2015

写真図版 16　Ｂｂ区遺構

１ɽ東端部第７面検出遺構ʤ南西からʥ

２ɽS2017

３ɽS2020

４ɽS2018（南側）

５ɽS2018（北側）

写真図版 17　Ｂｂ区遺構

１ɽS2022 全ܠʤ南西からʥ

２ɽS2022 東肩部土器出土状況

３ɽS2022 西肩部断面

４ɽS2029 検出状況

５ɽS2029 完掘状況

写真図版 18　Ｂｂ区遺構

１ɽ第７～９面検出遺構全ܠ

												（中央部は S2023ɼԞは S2022）ʤ東からʥ

２ɽS2023 東肩部ʤ南からʥ

写真図版 19　Ｂｂ区遺構

１ɽ東端部第９面検出遺構ʤ南東からʥ

２ɽ西端部第８面検出遺構

３ɽS2023 東肩部下層断面

４ɽS2031

５ɽS2038



写真図版 20　Ｂｃ区遺構

１ɽ７ａ層下面検出遺構全ܠʤ北西からʥ

２ɽ東半部７ａ層下面検出遺構全ܠʤ北からʥ

写真図版 21　Ｂｃ区遺構

１ɽS3002

２ɽS3003

３ɽS3004

４ɽS3005

５ɽS3009

６ɽS3012

７ɽS3023

８ɽS3040

写真図版 22　Ｂｃ区遺構

１ɽS3027

２ɽS3033 木材出土状況

３ɽS3038 ～ 3041

４ɽS3041

５ɽ７ｃ層下面検出遺構全ܠʤ北東からʥ

写真図版 23　Ｂｃ区遺構

１ɽS3045

２ɽS3046

３ɽS3048

４ɽS3049

５ɽ７̳層下面検出遺構全ܠʤ北西からʥ

写真図版 24　Ｂｃ区遺構

１ɽ東半部７̳層下面検出遺構（S3059）

																																																	全ܠʤ北からʥ

２ɽS3055（左）・S3056（右）

３ɽS3058

４ɽS3059

写真図版 25　Ｂｃ区遺構

１ɽS3061・S3062

２ɽS3061

３ɽ東半部７ｅⅰ層下面検出遺構

４ɽS3064	

５ɽ７ｅ JJJ 層下面検出遺構全ܠʤ東からʥ

６ɽS3068

７ɽS3077

写真図版 26　Ａ区出土遺物

　1,		5,		6,		8,		9,		38,	41,	42,	43,	56,	57,	58,	61,		

64

写真図版 27　Ａ区・Ｂ a 区出土遺物

　2,	 14,	15,	19,	20,	21,	60,	62,	65,	66,	67,	69,			

105,	107, 108,	115,	148,	186,	190,	196,	198,		

199,	209

写真図版 28　Ｂ a 区出土遺物

　194,	200,	201,	203,	206,	211,	214,	216,	221,		

222,	226

写真図版 29　Ｂ a 区・Ｂｂ区出土遺物

　223,	224,	225,	230,	231,	232,	234,	236,	238,		

244

写真図版 30　Ｂｂ区・Ｂｃ区出土遺物

　24,	26,	27,	29,	30,	32,	33,	36,	240,	241,	242,	

243,	245,	246,	248,	249,	250,	253,	254,	255,	

256,	257,	259,	261,	264,	266,	267,	269,	270,	

272,	277,	278



第１章	 調査のܦҢとܦ過

第１節	 調査に至るܦҢ
　本調査は、ਗ਼水建設ג式ձࣾによってਐめられている、দ原ࢢ三宅西土地区ը整ཧۀࣄ地内の物流૔ݿ

建設計ըに伴うものである。

　この土地区ը整ཧۀࣄがਐめられている三宅西地区は、দ原ࢢの北端に位置し、すぐ北側には大阪ࢢが

接している。ここはもともと大࿨઒左岸に広がる水田地帯であったが、近年、౎ࢢ計ըಓ路ࡖদ原線や大阪

ઍ早線（国ಓ 309 ߸）、阪ਆ高଎ಓ路 14 ߸দ原線・６߸大࿨઒線などの交௨໢の整උがਐみ、非常にར

ศ性の高い地域となった。このため、これらのʮװ線ಓ路を׆かした物流施設や工場౳の産ܥۀ土地ར用

を༠கすることで、地域産ۀの׆性化を図り、ྗ׆ある良޷な֗ࢢ地の形成を図ることを目標ʯ
1）

とした౎ࢢ

計ըがܾ定された。

　平成 29 年（2017）12月23೔にはʮ三宅地区まちͮくりٞڠձʯが設置され、ཌ年９月には、三宅地

区まちͮくりのۀࣄ化に関するఏҊืूが行なわれた。同年 12月９೔のެ開プレθンテーシϣン及び৹査

ձにおいてఏҊ内容の৹査が行なわれ、同年 12月23೔の上記ٞڠձ第３回総ձにて、ఏҊۀاとして

ਗ਼水建設ג式ձࣾ関西ࢧళ・ג式ձࣾ新౎ࢢ二े一がঝ認された。その後、より本֨的なまちͮくりをਐめ

ᯇཎᕷ

኱㜰ᕷ

රᗜ┴

ி㒔ᗓ

࿴ḷᒣ┴

ዉⰋ┴ 0 (1:30,000) 䠍㼗㼙

ᯇ䚷ཎ䚷ᕷᯇ䚷ཎ䚷ᕷ

⥺⥺

川川川川࿴࿴኱኱

㏆㏆

㕲㕲

኱኱

㜰㜰

༡༡

 㜰
 ⚄
 㧗
 ㏿
 14
  ྕ
   ᯇ
　  ཎ
　   ⥺

 㜰
 ⚄
 㧗
 ㏿
 14
  ྕ
   ᯇ
　  ཎ
　   ⥺

ㄪ㻌ᰝ㻌ᆅㄪ㻌ᰝ㻌ᆅ

 㜰⚄㧗㏿ 6 ྕ኱࿴ᕝ⥺ 㜰⚄㧗㏿ 6 ྕ኱࿴ᕝ⥺ ୕Ꮿ㻶㻯㼀୕Ꮿ㻶㻯㼀

Ἑෆኳ⨾㥐Ἑෆኳ⨾㥐

▮⏣㥐▮⏣㥐

㛗ᒃබᅬ㛗ᒃබᅬ

㏆㏆

⮬⮬
ືື

␥␥

㌴㌴
㐨㐨

኱䚷㜰䚷ᕷ኱䚷㜰䚷ᕷ

（ሜᯇཎ⥺）（ሜᯇཎ⥺）

ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝

䪮
኱
䪮
኱

⥺
䪯
⥺
䪯

᪩᪩
༓༓
㜰㜰

ਤ̍　ௐࠪ஍Ґஔ

― 1 ―



るため、ྩ ࿨２年（2020）３月29೔の総ձにおいて、ʮদ原ࢢ三宅土地区ը整ཧ४උ૊合ʯが設立され、

同年６月にۀࣄのۀ຿代行予定者をืूした。同年９月12೔のプレθンテーシϣン及び৹査ҕһձにおい

てఏҊ内容の৹査を行ない、同年９月26೔の上記૊合第２回総ձにて、ۀ຿代行予定者としてਗ਼水建設

三宅西土地区ը整ཧ૊合ʯがࢢళがঝ認された。ྩ࿨４年（2022）7月23೔にはʮদ原ࢧ式ձࣾ関西ג

設立され、ਗ਼水建設ג式ձࣾ関西ࢧళがۀ຿代行者としてܾ定した。
2）

　この区ը整ཧۀࣄ地の範囲は約 21.1Ia に及んでおり、そのほぼ全体が周஌の埋ଂ文化財แଂ地ʮ三宅

西遺跡ʯと重複する。遺跡内には阪ਆ高଎ಓ路６߸大࿨઒線が東西に௨っており、この高଎ಓ路建設に伴

うൃ掘調査の成果から、今回のۀࣄ範囲においても同様の埋ଂ文化財が広く分布することが予想された。こ

のためদ原ڭࢢҭҕһձ（以下、ʮڭࢢҕʯ）は、ྩ࿨３年（2021）２月１೔から３月26೔の期間でࣄ

、地内の試掘確認調査を実施し、ൃ掘調査のඞ要な範囲を確定した。この試掘確認調査の成果に基ͮきۀ

ྩ࿨４年（2022）９月１೔からྩ࿨５年（2023）９月29೔までの期間で、先ずは水路・ಓ路・ஷ留૧

が建設される７箇所にわたって、ڭࢢҕとެӹ財団法人大阪府文化財センター（以下、ʮセンターʯ）が合

同で本֨的なൃ掘調査を実施。今回の調査はこれに続く本֨的なൃ掘調査で、物流૔ݿ建設計ըに伴い、

地盤վ良などが及ぶ範囲について実施した。

　ൃ掘調査の実施にあたって、ڭࢢҕは現状の体੍では調査਱行が困難であることから、大阪府ڭҭҕһձ

（以下、ʮ府ڭҕʯ）に調査のྗڠをґཔʤʮদ文第 220−2 ߸ʯྩ࿨５年（2023）10月４೔付けʥ。府ڭ

ҕはڭࢢҕに対し、センターがྗڠするࢫ回౴ʤʮڭ文 2253 ߸ʯྩ࿨５年（2023）10月６೔付けʥ。同

時にセンターに調査を実施するよう௨஌したʤʮڭ文 2253 ߸ʯྩ࿨５年（2023）10月６೔付けʥ。これに

より、文化財อޢ法第 99 条に基ͮくൃ 掘調査が、ڭࢢҕとセンター合同でਐめられることとなった。調査に

先立ち、ڭࢢҕ、ਗ਼水建設ג式ձࣾ、ג式ձࣾౡ田૊、センターの࢛者は、ྩ࿨５年（2023）10月19

೔、ద正׌つ円׈なൃ掘調査を図ることを目的としたڠ定を交わし、ྩ ࿨５年（2023）10月31೔付けで、

て、三宅西遺跡のൃ掘調査が開始ܦ約をక結。以上をܖ式ձࣾౡ田૊とセンターがൃ掘調査に係るҕୗג

されることとなった。

　現地でのൃ掘調査期間は、ྩ ࿨５年（2023）11月１೔からྩ࿨６年（2024）６月30೔まで。調査面

積は、ڭࢢҕより調査不要と判断された箇所を一部調査範囲から除外したたため、当初計ըより若干減り

4,973ᶷとなった。

第２節	 ԟの調査ط
　三宅西遺跡の本֨的なൃ掘調査は、遺跡内を東西に؏く౎ࢢ計ըಓ路大࿨઒線（阪ਆ高଎ಓ路６߸大

࿨઒線）、及び౎ࢢ計ըಓ路ࡖদ原線の建設工ࣄに伴い始まる。平成 15 年（2003）10月から平成 16 年

（2004）６月には、計ը路線内の遺跡の有無や内容を確認するための確認調査が、国ಓ 309 ߸から府ಓ

大阪狭山線までの約２Lmの区間で実施された。この調査によって路線内まで遺跡が広がっていることが判

明し、遺跡の範囲が֦大されることとなった。この成果に基ͮき、平成 16 年（2004）11月から平成 18 年

（2006）９月までの期間で、路線内の本֨的なൃ掘調査がセンターによって実施され（三宅西遺跡 04−１・

04−２・04−３）、平成 19 年（2007）から平成 20 年（2008）にかけては、ॾࣄ৘によりண手できず、未

調査箇所として残っていた部分や、今Ҫށ઒取水施設整උ工ࣄに伴う小規模な調査が、遺物整ཧ作ۀと併

行して実施された（三宅西遺跡 07−１・07−２）。この一連の調査では、調査地の東端部で弥生時代中期

前葉のू落を検出し、中央部では流路からローリンάをほとんど受けておらず、炭化物が厚く付ணする遺存
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状態の非常に良い縄文時代後期中葉の土器がൃ見され、流路に近接した調査地南側に、この時期のू落の

存在が推定されるなど、大きな成果を得ることができた。引き続き、平成 20 年（2008）から平成 22 年

（2010）にかけて、今Ҫށ઒の付け替えや取水施設の整උなど、ಓ路建設に関連する付帯工ࣄに伴う調査

が実施され（三宅西遺跡 08−１・09−１・09−２）、縄文時代後期中葉の土器をแ含する流路を検出する

など、04−１～ 04−３調査の成果を௥認する成果を得ることができた。

　前節で記したとおり、その後この周辺の整උ計ըがܾ定するが、これまでに実施された上記ൃ掘調査の成

果から、この整උۀࣄが計ըされている範囲においても埋ଂ文化財が広く分布することが予想された。この

ためڭࢢҕは、ྩ ࿨３年（2021）２月から３月の期間で、ۀࣄ地内の19 箇所において試掘確認調査を実

施した。その結果、弥生時代の方形周溝ุの可能性があるʮＬʯ字状に屈曲する溝などを検出し、阪ਆ高

଎ಓ路６߸大࿨઒線の北側に接した部分に、弥生時代後期から古代・中世の遺構が広がっていることが確

認された。この試掘確認調査の成果に基ͮき、ྩ࿨４年（2022）９月からྩ࿨５年（2023）９月までの

期間で、水路・ಓ路・ஷ留૧が建設される７箇所において、ڭࢢҕとセンターによる本֨的なൃ掘調査が

実施された。結果、遺跡北方に設定した調査区で、遺跡内からは初めて弥生時代後期後半から古墳時代初

頭の水田が検出された。また古墳時代中期の流路内から、水流の੍ޚが試みられたと考えられる杭列がൃ

見されるなど、当時の開ൃの特௃を示すڵ味深い成果が得られた（Ｄ 2−１−2 調査）。

　今回の調査は、これに続く本֨的なൃ掘調査で、04−１～ 04−３調査に近接する東西に長い調査区（Ｂ

区）と、やや北方に離れた調査区（Ａ区）の２箇所で実施した。
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04-1 ・ 04-2 ・ 04-3 ㄪᰝ 㻰2-1-1 ㄪᰝ

㻰2-1-2 ㄪᰝ

㻰㻞㻙㻝㻙㻠 ㄪᰝ
䚷䚷䠄௒ᅇ䛾ㄪᰝ䠅

ᅜ土ᆅ⌮㝔㻴Pのᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝ᅜ土ᆅ⌮㝔㻴Pのᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝
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註

１）দ原ࢢϗーϜϖーδʮ地区計ըに関することʯ（更新೔：2022 年６月 10 ೔〈2025 年１月Ӿཡ時点〉）

	 　 IUUpT�//XXX.cJUZ.maUTVbaSa.MH.Kp/dPcT/paHe13395.IUmM

	 　ʮ三宅西地区計ըʯ（ྩ࿨４年３月 28 ೔ࢢ告第 85 ߸）―ʮ南部大阪౎ࢢ計ը地区計ըのܾ定（দ原ܾࢢ定）ʯ

	 　 IUUpT�//XXX.cJUZ.maUTVbaSa.MH.Kp/GT/1/8/0/1/3/2/@/2022032802.pdG

２）দ原ࢢϗーϜϖーδʮ三宅地区のまちͮくりについてʯ（更新೔：2023 年４月４೔〈2025 年１月Ӿཡ時点〉）

	 　 IUUpT�//XXX.cJUZ.m ａ UTVbaSa.MH.Kp/dPcT/paHe4080.IUmM

ݙɾҾ༻จߟࢀ

・財団法人 大阪府文化財センター　2009　『三宅西遺跡』　

・財団法人 大阪府文化財センター　2010　『三宅西遺跡ᶘ』

・財団法人 大阪府文化財センター　2010　『池内遺跡』

・দ原ڭࢢҭҕһձ　2021『（Ծশ）দ原ࢢ三宅土地区ը整ཧۀࣄ埋ଂ文化財試掘確認調査』（未ץ）

・দ原ڭࢢҭҕһձ・ެӹ財団法人 大阪府文化財センター　2024　『三宅西遺跡』

᫛࿴23ᖺ（1948）⡿㌷᧜ᙳの✵中෗┿（㼁㻿㻭-㻹18䠉䠍䠉95）をຍᕤ
（ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᆅᅗ・✵中෗┿㜀ぴ䝃ー䝡䝇より䝎䜴䞁䝻ー䝗） 
᫛࿴23ᖺ（1948）⡿㌷᧜ᙳの✵中෗┿（㼁㻿㻭-㻹18䠉䠍䠉95）をຍᕤ
（ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᆅᅗ・✵中෗┿㜀ぴ䝃ー䝡䝇より䝎䜴䞁䝻ー䝗） 

川川川川࿴኱

ㄪ㻌ᰝ㻌ᆅㄪ㻌ᰝ㻌ᆅ

㻿䍦1/15㻘800㻕㻿䍦1/15㻘800㻕

中
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街

道

中

高

野

街

道
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第２章　位置と؀境

第１節	 地ཧ的؀境
　三宅西遺跡が所在するদ原ࢢは、大阪府のほぼ中央に位置し、大阪ࢢࡖ・ࢢ・ീඌࢢ・藤Ҫࢢࣉ・Ӌ

Ӫ໺ࢢが隣接する。ࢢの規模は東西約 5.9Lm、南北約５Lmの逆三角形で、面積は 16.66Lᶷである。ࢢ

の北端部には、流路付け替え後の大࿨઒が大阪湾に向けて西流する。

　今回の調査地は、この大࿨઒左岸の大阪ࢢとのࢢ境に位置する。東側には三宅ू落がのるՏ内台地が北

に向かって張り出し、西側には西除઒によって形成されたࣗ然堤๷が南北に連なるが、両者ともに比高はそ

れほどなく、起෬に乏しい。実際にาいてみても、認識できるほどの段差や斜面はなく、ほぼ平ୱな地形が

ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗに
ྠじくᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬の䛂ᩘ್ᆅᅗ25000（土ᆅ᮲௳䛃の一部をト䝺ー䝇・╔色䛧䛶ྜᡂ
ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗに
ྠじくᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬の䛂ᩘ್ᆅᅗ25000（土ᆅ᮲௳䛃の一部をト䝺ー䝇・╔色䛧䛶ྜᡂ

Տ಺୆஍Տ಺୆஍

࿨࿨େେ

ㄪ㻌ᰝ㻌ᆅㄪ㻌ᰝ㻌ᆅ

川川

自
然
堤
防

自
然
堤
防

㸯Nm(1:25,000)0

東東

除除

旧旧

川川

河河

道道

西西

除除

川川

旧旧
河河
道道

ಮ૔ਆࣾಮ૔ਆࣾ

ʢ׬৽ੈஈٰ໘ʣʢ׬৽ੈஈٰ໘ʣ ʢߋ৽ੈஈٰ໘ʣʢߋ৽ੈஈٰ໘ʣ
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広がっている（写真２）。遺跡はその台地とࣗ然堤๷とに挟まれた標高 10メートル以下の低平な平໺部に

立地しており、周辺には、古代条ཬ੍に伴うޟ盤目状の規則正しい水田が広がっている（写真１）。

なお、周辺の地形や地質については、『三宅西遺跡』
1）

に詳しいので、そちらをࢀরされたい。

第２節	 ྺ࢙的؀境
　三宅西遺跡周辺は、古代にՏ内国୮比܊と呼ばれた地域にあたる。その中のʮ三宅ڷʯに属しており、調

査地東側の台地上には、その中心であった三宅ू落が広がっている。高໺山へのܮࢀಓの一つである中高

໺֗ಓがू落の中を南北に௨過し、その脇にはʮಮ૔ਆࣾʯが௟座する（写真２）。古代にはʮಮ૔ʯが

置かれた地と推定されているが、これまでの調査ではそれを示す成果は得られていない。三宅西遺跡のこれ

までの調査成果については、前章で記したとおり、縄文時代後期のू落の存在を示すࢿ料が得られるなど、

徐々に周辺の様相が明らかとなってきている。以下、周辺に点在する遺跡について֓観する（図４）。

஑಺Ҩ੻　三宅西遺跡の西側に続く遺跡である。弥生時代前期中葉の水田や流路などからなる生産域と、そ

れよりも若干新しい時期の平地建物・竪穴建物・掘立柱建物からなるॅډ域が確認されている。ॅډ域の

周囲には、２条一対の溝がめぐっており、ू߼؀落であったと考えられている。また、遺跡西端では方形周

溝ุもみつかっており、ุ域も広がっていたことがうかがえる。古墳時代の顕著な遺構はないが、平҆時代

になると再び開ൃされ、区ը溝で囲まれた大規模な԰ෑが築かれる。԰ෑの中からは、廂付きの大型掘立

ಮ૔ਆ͔ࣾΒ౦ํΛ๬Ήಮ૔ਆ͔ࣾΒ౦ํΛ๬Ή

Տ಺୆஍੢੄ʢࡾ୐+$5ʣ෇͔ۙΒ౦ํͷ୆஍্Λ๬ΉՏ಺୆஍੢੄ʢࡾ୐+$5ʣ෇͔ۙΒ౦ํͷ୆஍্Λ๬Ή Տ಺୆஍౦੄෇͔ۙΒ੢ํͷ୆஍্Λ๬ΉՏ಺୆஍౦੄෇͔ۙΒ੢ํͷ୆஍্Λ๬Ή

ಮ૔ਆࣾ੢ଆͷதߴ໺֗ಓಮ૔ਆࣾ੢ଆͷதߴ໺֗ಓʢࡱӨɿҏ౻ʣʢࡱӨɿҏ౻ʣ

ࣸਅ̎　Տ಺୆஍্ͷݱঢ়
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瓜破北遺跡瓜破北遺跡

瓜破廃寺瓜破廃寺

成本廃寺成本廃寺

三宅東遺跡三宅東遺跡

池内遺跡池内遺跡

城蓮寺遺跡城蓮寺遺跡

城蓮寺東遺跡城蓮寺東遺跡

天美南遺跡天美南遺跡

天美西遺跡天美西遺跡

天美北
 ６丁目南遺跡
天美北
 ６丁目南遺跡

 天美北
  ６丁目北遺跡
 天美北
  ６丁目北遺跡

東新町遺跡東新町遺跡

照ヶ丘矢田遺跡照ヶ丘矢田遺跡

矢田２丁目所在遺跡矢田２丁目所在遺跡

矢田部遺跡矢田部遺跡

矢田遺跡矢田遺跡

住道寺跡住道寺跡

住道矢田遺跡住道矢田遺跡

中臣須牟知神社境内遺跡中臣須牟知神社境内遺跡

大和川今池遺跡大和川今池遺跡

堀遺跡堀遺跡

蔵重遺跡蔵重遺跡

蔵重西遺跡蔵重西遺跡

阿保遺跡阿保遺跡

三宅遺跡三宅遺跡

権現山古墳跡権現山古墳跡

三宅古墳跡三宅古墳跡

南花田遺跡南花田遺跡

東花田遺跡東花田遺跡

高木遺跡高木遺跡

狐塚古墳跡狐塚古墳跡
天美東
   １丁目遺跡
天美東
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三宅西
  ４丁目遺跡

船堂東遺跡船堂東遺跡

清水遺跡清水遺跡

布忍遺跡布忍遺跡

鍵田遺跡鍵田遺跡

高見の里遺跡高見の里遺跡

南新町遺跡南新町遺跡

上田町遺跡上田町遺跡

山ノ内古墳跡山ノ内古墳跡

河合遺跡河合遺跡
新堂遺跡新堂遺跡

長 尾 街 道長 尾 街 道

ゴマ堂山古墳ゴマ堂山古墳

喜連東遺跡喜連東遺跡

丹比大溝丹比大溝
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高
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瓜破遺跡瓜破遺跡

三宅西遺跡三宅西遺跡

ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝ᅜ土ᆅ⌮㝔䠤䠬のᇶ┙ᆅᅗ᝟ሗ/ᇶᮏ㡯┠より䛂513574・513564䛃༊⏬を䝎䜴䞁䝻ー䝗䛧䛯ᆅᅗを౑⏝
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柱建物とそれに付随する小型の掘立柱建物・Ҫށ・土ᆮุなどが検出されている。遺物も๛෋で、ӽ༼青

࣓・྘ᬵಃ器・灰ᬵಃ器などのほか、ݛ・䦏帯も出土している。

ӝഁҨ੻　弥生時代前期の土器ฤ年ではֶ࢙に残る著໊な遺跡である。大阪ࢢの南端、三宅西遺跡の北東

側に隣接し、その範囲は大࿨઒Տ床も含め東西約 1.7Lm、南北約 1.6Lmに及ぶ。ত࿨ 14 年（1939）に

Ӧӝ破ྶԂの建設に伴い弥生土器が出土し、ཌ年には大࿨઒Տ床で採取された弥生土器がֶձで঺հさࢢ

れるなどしたことにより、広く஌られることとなった。その後、今ཬ幾࣍や೔本考古ֶڠձによるൃ掘調査が

実施され、前期土器のฤ年が大きくਐむこととなった。ত࿨ 24 年（1949）には採ूされたʮઘ՟ʯがࢽ

上で঺հされている。1970 年代以߱、開ൃに伴う本֨的なൃ掘調査がਐみ、西地区では弥生時代前期の

土ᆮุや方形周溝ุが検出されている。北東地区では古墳時代中期の土器やಸ良時代のנが大量に出土

し、周辺に古代ࣉӃの存在が推定されるようになった。東南地区では遺跡内で２ྫ目のʮઘ՟ʯが出土し、

またඈௗ時代の溝やࡤに囲まれた掘立柱建物群が検出され、有ྗ߽଒のؗډと推定されている。大࿨઒以

南の当遺跡に近接する地区では、弥生時代中期前葉のॅډ域やุ域が確認されており、当調査Ａ区で検出

したू落との関連が注目される。

େ࿨઒ࠓ஑Ҩ੻　দ原ࢢࡖ・ࢢ・大阪ࢢにލる東西約１Lm・南北約 1.45Lm の遺跡である。これまでの

調査で、縄文時代૲૑期の有ઉ尖頭器が数点出土している。弥生時代の遺構・遺物は少ないが、古墳時代

になると、竪穴建物や掘立柱建物で構成されるू落が広がる。またՈ形埴輪をもつ方墳もみつかっている。

この遺跡で特に注目されるのは、ඈௗ時代に整උされたʮ難波大ಓʯが確認されたことである。前期難波ٶ

（難波長ฑ๛ٶ࡜）から南方に直ਐする׭ಓで、現在までに総延長 285 ｍが明らかとなっている。このൃ見

は、周辺の古ಓや条ཬ੍に関するڀݚを大きく前ਐさせることとなった。このほか、ח૔時代後期から南北

ே時代に築かれた߼をめぐらせた߽଒ؗډがみつかっている。その近くでは平҆時代後期のנが大量に出

土しており、ؗډに隣接して、ʮ観Իಊʯと呼ばれたࣉӃの存在も推定されている。

্ాொҨ੻　ত࿨ 39 年（1964）の小規模なൃ掘調査で出土した土器群について、ʮ上田ொᶗ～ᶙ式ʯと

してൃ表し、古式土師器の標識遺跡として஌られることとなった。その後の調査では、弥生時代後期の水ף

田が検出され、縦横に૸る小ܣ൞と水口のほか、無数のҴג痕もみつかっている。また、古墳時代前期の

竪穴建物やҪށなどとともに、両時期にわたるՏ઒もみつかっており、Ҫԃの跡も確認されている。遺物は

弥生時代後期の打製石݋や木製܃、古墳時代前期の竹でฤんだ࿜などがみられる。近年では、８世紀の掘

立柱建物や土坑を検出し、掘立柱建物の柱穴からは׈石製ӓۄが 49 点も出土している。

ೆ৽ொҨ੻　８世紀の土師器・須恵器が多く出土したҪށが検出されている。またۚಔ製のࣖ輪や水晶な

どو重な遺物も出土している。

୐Ҩ੻　弥生時代から中世の掘立柱建物や土坑・溝などが検出されているが、未だ大規模調査は行なわࡾ

れておらず、ʮಮ૔ʯに関わるような遺構はൃ見されていない。また遺物も少ない。

ѨอҨ੻　三宅遺跡の南側に隣接する遺跡で、三宅遺跡と同じく遺跡の中央付近を南北に中高໺֗ಓが௨

る。これまでの調査では、弥生時代後期のՏ઒や古墳時代前期の掘立柱建物・Ҫށ、古墳時代後期の水田

や水路、ඈௗ時代から平҆時代にかけての掘立柱建物、中世のҪށや溝など、長期にわたる多くの遺構が

確認されている。特にւઘ池の南方では、ඈௗ時代から平҆時代にかけての大規模な掘立柱建物群跡が多

数ൃ見されており、׭ᦰや古代ࣉӃがあったと推定されている。遺物もόラΤテΟーに෋み、土器やנのほ

か、下ବやṟ・曲物などの木製品、砥石など石製品、またۚ属製品などが出土している。

෍೜Ҩ੻　中世の大ࣉӃʮӬࣉڵ（ようこうじ）ʯがあったとされる遺跡。ত࿨ 54 年（1979）に小規模調
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査が実施され、平҆時代後期のݢ丸נを含むנ片が多数出土している。

のほか、ಸ良時代前期にさかのぼる可能性がށ໦Ҩ੻　弥生時代中期から後期にかけての竪穴建物やҪߴ

ある条ཬ੍水田や、ಸ良時代後半から平҆時代初頭の条ཬを意識した大型掘立柱建物やҪށ、溝などが検

出されている。ւ्෤ಒڸやݛが出土しており、׭ᦰ、あるいは߽଒のؗډと考えられている。また、大࿨

઒今池遺跡で検出されているʮ難波大ಓʯから東に１ཬに合கするཬ境の溝や、水田跡には௶境に相当す

る大ܣ൞も検出されており、ࢢ域の条ཬ੍施行の起ݯを考えるうえでو重なࢿ料となっている。また、中世

の԰ෑと考えられる溝によって囲まれた掘立柱建物群や、曲物を積み重ͶたҪށなどもみつかっている。

ງҨ੻　上記高木遺跡の東側に近接する遺跡である。高木遺跡同様にಸ良時代後半から平҆時代初頭の掘

立柱建物群が検出されており、׭ಓ沿線の߽଒のؗډ、あるいは׭ᦰと考えられている。このほか同時期の

条ཬ੍水田や中世のҪށなどもみつかっている。

౦৽ொҨ੻　弥生時代中期の溝、古墳時代前期の方形周溝ุ・溝・Ҫށ、古墳時代後期のᕲᕱ用水路や

ಓ路側溝と思われる溝などのほか、ญで囲まれた平҆時代末期の掘立柱建物などが確認されている。また、

縄文時代晩期から弥生時代前期の間に起こった地震による෾砂の痕跡もൃ見されている。

ਗ਼ਫҨ੻　高木遺跡・布೜遺跡に接する遺跡。溝で囲まれた古墳時代後期の掘立柱建物群跡がൃ見されて

おり、߽଒のؗډと考えられている。また、条ཬの௶境と考えられるಸ良時代の溝が検出されており、ࢢ域

の条ཬ੍施行の起ݯをཪ付けるو重なࢿ料となっている。

。溝などがൃ見されている・ށͷཬҨ੻　弥生時代中期のՏ઒跡のほか、中世前半の掘立柱建物やҪݟߴ

縄文時代の石࡬や弥生時代中期の磨製石݋などの石器ྨも出土しているほか、平҆時代末期のᐩが出土し

ていることは注目される。
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第３章	 調査の方法

第１節	 現地調査
　現地でのൃ掘調査は、当センターの『遺跡調査基本ϚχϡΞル』、及びদ原ࢢのʮদ原ൃࢢ掘調査現場

作ۀ記録取扱い基४ʯを併用してਐめた。

ௐࠪ൪߸　ۀࣄ者とのܖ約໊শとは別に、দ原ࢢの調査台ாで管ཧするʮ調査൪߸ʯを付した。当センター

では௨常、調査年࣍がわかるような൪߸をৼるが、今回の調査は、দ原ࢢの基४に४拠し、ʮদ原ࢢಓ路台

ா地図ʯにおける図郭割を基४とした記߸を用いた。ʮ大地区໊−小地区໊―順൪߸ʯで構成されるもので、

今回の調査はʮ三宅西遺跡Ｄ 2−１−ûʯである。遺物取り上げラϕルや写真ࡱ影用ラϕル、また遺物への

注記など、すべてこの調査൪߸を用いることとした。

ௐׂࠪ۠Γͱௐࠪॱ　調査区はۀࣄ地の北方と南方の２箇所に分かれる。北方の約960ᶷの調査区をＡ区

とし、南方の東西長約 270 ｍに及ぶ調査区をＢ区とした。このうちＢ区については、調査担当者を分けて

ਐめられるよう三分割し、西からＢａ区、Ｂｂ区、Ｂｃ区とした。調査はＡ区から開始し、Ｂ区については

。者の要๬により、西側のＢａ区からＢｂ区、Ｂｃ区へと調査時期を重複させながらਐめたۀࣄ

஍ׂ۠Γ　遺物の取り上げに用いる区ը割りで、これについては当センターのϚχϡΞルに४拠した。世ք

測地ܥに則った平面直角座標ܥ第ᶜܥを基४としたもので、大阪府内全域をᶗ～ᶛの大小５段階に区ըし

ている（図５）。第 * 区ըは大阪府の南西部を௨る̭＝−192,000 ｍ・Ｙ＝−88,000 ｍを起点に、府域を

東西９区ը（̌～８）、南北 15 区ը（Ａ～̤）に分割したもので、一区ըは東西８Lm、南北６Lmとな

る。第ᶘ区ըは第ᶗ区ըを東西、南北各４分割の、計 16 区ը（１～ 16）に分けたもので、一区ըは東

西 2.0Lm、南北 1.5Lmとなる。第ᶙ区ըは第ᶘ区ըを東西 20 分割（１～ 20）、南北 15 分割（Ａ～̤）

する一辺 100 ｍの区ըである。第ᶚ区ըは第ᶙ区ըをさらに東西、南北ともに10 分割（東西１～ 10、南

北ａ～ K）した一辺 10 ｍの区ըで、出土遺物については、基本的にこの区ը͝とに取り上げることとした。

第ᶛ区ըは第ᶚ区ըをさらにʮ田ʯの字状に４分割（ᶗ～ᶚ）した一辺５ｍの区ըであるが、今回の調査

では遺物が稀薄であったため࢖用しなかった。

　上記の方法で区ըした場合、この調査の第ᶗ区ըはʮ̜５ʯ、第ᶘ区ըはʮ４ʯとなり、第ᶙ区ըはʮ15

̣・15 ̤・16 ̣・16 ̤・17 ̤ʯの５区ըに分かれる（図６）。なお遺物取り上げ用ラϕルや遺物台ா

への記入は、൥雑となるため第ᶗ・ᶘ区ըはলུし、ʮ15 ̣−９Īʯのように第ᶙ区ը以߱のみとした。

掘ه・࡟࿥・ຒΊ໭͠　これまでの調査の成果をࢀ考に、機械掘削により現代の表土・盛土から近世以߱

のߞ作土などを除去し、機械掘削完了面からεコップやঅ簾などを用いて人ྗ掘削を行ない、遺構を検出し

た。Ａ区とＢａ区の機械掘削開始時には、দ原ڭࢢҭҕһձも立ち合い、深度を確認した。掘削で生じた

土砂はϕルトコンϕϠーなどを࢖用して調査区外へと搬出した。検出した遺構については、柱穴などの小さ

なものは片手用૲削りやҠ植ΰテなどを用いて৻重に掘り下げた。埋土の堆積状況など観察がඞ要な遺構

については、二分割するなど断面を残して掘削し、順࣍遺構平面や埋土堆積状況などの図面作成と写真ࡱ

影を行なった。

　埋め戻す前には、দ原ڭࢢҭҕһձの確認を受け、下層の確認など、その後の調査指示をڼいだ。

ࣸਅࡱӨ　遺構写真については、ϑΟルϜカメラによるࡱ影は行なわず、すべてϑルサイズデδタル一؟レ
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ϑカメラによりࡱ影した。࢖用したデδタルカメラは、当初ʮS0/Y Ћ７R ᶚʯの１台であったが、二つの調

査区を同時並行で調査したため、途中からʮ/JLPO D610ʯも併用した。記録写真のデータはRA8データ

と+P&(データの 2 छྨとし、その際のϑΝイル໊は、カメラの初期設定のままʮDS$ ʓʓʯとした。

　なお、調査区の全ܠ写真については、小型υローンによるࡱ影を計ըし、Ａ区で一度実施したが、記録

写真として଱え得るようなը質に達していなかったことが判明したため（写真図版５−２）、その後は取り止
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め、高所作ंۀをར用して高位置からのࡱ影をすることとした。そのࡱ影は上記カメラを用いて調査担当者

が行なった。

Ҩߏਤ　平面図・断面図ともに、すべてג式ձࣾౡ田૊が作成した。トータルεテーシϣンと$ADιϑトを

用いて図化したものを、調査担当者が確認・म正、及び土色・土質などの記入を行ない完成させた。

方位は座標北を࢖用し、水४はすべて東ژ湾平均ւ面（T.P.）を用いた。

Ҩ໊ߏ　遺構൪߸は、基本的にদ原ࢢの基४にしたがって付した。遺構であることを示す大文字のΞルϑΝ

ϕットʮ̨ʯに続いて、遺構のछྨに関係なく４桁の௨し൪߸をৼった。ʮS0015ʯ・ʮS2024ʯという具合

である。なお、前述のとおり調査区を分割し、一つの調査区に一人の担当者を張り付けて、二つの調査区を

同時ਐ行で調査したため、相手の調査区で何൪まで遺構൪߸を࢖用したのかなど、お互いに೺握することが

できず、全調査区௨しの൪߸をৼることが困難となった。このため、ࣄ前に調査区͝とに൪߸を割りৼること

とした。最初に調査を開始したＡ区は 0001 から、Ｂａ区は 1001 から、Ｂｂ区は 2001 から、Ｂ c 区は

3001 からとしている。またこれらの൪߸とは別に、壁溝と柱穴、࿍などの遺構で構成されるʮ竪穴建物ʯの

ようなू合体の場合には、上記のような遺構൪߸とは別にू合体ಠࣗの൪߸を付した。この場合ʮ竪穴建物

１ʯのように、遺構໊শの後に൪߸を付けた。

第２節	 整ཧ作ۀ
　整ཧ作ۀのうち、報告書のฤू作ۀは、基本的には当センターが定めた『遺跡調査基本ϚχϡΞル』に

४拠してਐめたが、出土遺物や記録ྨは、最終的にࢢにҠ管することとなるため、遺物や遺構写真の台ா、

遺物の収ೲ方法などについては、দ原ࢢの様式・基४にしたがった。
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　現地調査期間中は、現場٧所において出土遺物のચড়や注記、現地でࡱ影した遺構写真の整ཧなど、基

ૅ的な整ཧ作ۀを現場作ۀと並行しながら実施し、現地調査終了後のྩ࿨６年７月から同７年２月までは、

。及び報告書の作成をਐめたۀ所在の当センター整ཧࣨにおいて、本֨的な遺物整ཧ作ࢢࡖ

Ҩ物　整ཧ作ۀの対৅となった遺物は、弥生時代から古墳時代の土器・石器が中心である。現場ఫ収時の

遺物量は、収ೲコンテナ（দ原ࢢ仕様：内寸 54 × 34 × 20cm）に17 ശで、内容は縄文土器、弥生土

器、土師器、須恵器、埴輪、נ器、ಃ࣓器、נ、石᭲や剥片などの石器ྨ、木製品などである。

　出土遺物は、原則出土した೔付順にొ録൪߸を付し、ブラシやハケを用いてચড়した。ס૩後は台ாと

র合できるよう注記作ۀを行なった。ただし木製品や石製品には注記していない。注記は面相චを用いて遺

物の端に小さな文字でొ録൪߸を墨書した。その注記には、ొ録൪߸の前に調査൪߸も入れ、ʮＤ 2−１−û

−ొ録൪߸ʯとした。注記後は、調査区・出土遺構・出土層位・出土年月೔・遺物の内容などを記入した

遺物台ாを作成した。

　本֨的な整ཧ作ۀが始まった段階で、遺物を遺構͝とに広げて接合作ۀを行ない、出土した遺物の内容

を確認しながら、実測可能な遺物をந出した。ந出したものはඞ要にԠじて石ߣを用いた復ݩ作ۀを行ない

ながら順࣍実測作ۀを行なった。また縄文土器や弥生土器、埴輪などの文様は実測図にషり込めるよう୓本

をとった。

　上記の手順で作成した遺物実測図は、εキャナーで原図を取り込み、描ըιϑト（AdPbe *MMVTUSaUPS）を

用いてトレーεし、ඞ要にԠじてデδタル化した୓本などのデータをషり込み、ૠ図を作成した。本書に掲

載した遺物は最終的に278 点となった。

Ҩߏ　各遺構面の全体平面やݸ々の遺構平面・断面、遺物出土状況、調査区の地層断面については、ג

式ձࣾౡ田૊による作図によってすべてデδタル化されていたため、報告書作成時には、そのデータを加工

してૠ図を作成した。

ࣸਅ　現地でࡱ影した遺構写真は、調査区͝とに分けてอ存し、調査区・ࡱ影対৅遺構・ࡱ影内容・ࡱ影

方向・ࡱ影年月೔などを記入した記録写真台ாを作成した。

　報告書写真図版のうちの遺構写真については、デδタルカメラでࡱ影したRA8データを色調ิ正して࢖

用した。遺物写真については、ૠ図のレイΞ΢トがほぼܾまった段階で、大まかに図版レイΞ΢トを૊み、当

センターの写真ࣨへ遺物を搬入してࡱ影を行なった。

ใࠂॻฤू　これらの作ۀがਐみ、ૠ図や写真図版が大まかに仕上がった段階から、並行して本文のࣥච

に取りかかった。また文章量と調整しながらૠ図の૊み׵えや遺物൪߸の入れ替えなどを行ない、写真図版

と併せて報告書のฤू作ۀもਐめた。

ऩೲ・อ؅　整ཧ作ۀを終えた遺物は、報告書掲載遺物とそれ以外の非掲載遺物に分け、দ原ࢢの様式に

したがって収ೲコンテナに収ೲした。掲載遺物には水色、非掲載遺物には黄色のコンテナを࢖用し、各コン

テナには内༁を記したラϕルをష付した。最終的なコンテナ数は、掲載遺物 10 ശ、非掲載遺物 13 ശとなっ

た。また、その内容を記載した遺物収ೲ台ாもあわせて作成した。

　図面のうち遺構実測図については、調査区͝とに分けて左上隅に௨しの図面൪߸を赤Ԗචで記入し、調

査区・記録内容・縮ईなどを記した図面台ாを作成した後、Ａ３サイズのϑΝイルに収ೲした。遺物実測図

の収ೲにもＡ３サイズのϑΝイルを用いた。

　各छ台ாやデδタルカメラでࡱ影した遺構写真、報告書原ߘなどのデδタルデータは、外付けハーυデΟ

εクに֨ೲした。
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第４章	 基本層ং

第１節	 層໊と遺構面の呼শ
　前章で記したとおり、南側のＢ区については、東西方向に長い調査区であったため、三分割して調査をਐ

めた。調査区໊শは、ࢬ൪を用いて西からＢａ区・Ｂｂ区・Ｂｃ区とした。調査区内の層ংは、Ａ区・Ｂ

区ともに基本的にס૩しにくい南辺の調査区壁面で観察し、写真ࡱ影や図面作成を行なった。また特௃的な

層ংについてはదٓ北辺の壁面でも記録をとった。
1）

　当遺跡が立地する地域は、古代に設定された条ཬの痕跡をとどめる水田、あるいはിとして長い間ܧ続し

てར用されている。このため、近世以߱のߞ作によって、古代・中世のߞ作面はもちろん、それ以前の遺構

面にも攪፩が及んでおり、古代から中世の時期の遺構は、深いもの以外ほとんど残っていない。

　機械掘削により、これら近世以߱のߞ作土を除去し、暗褐色や黄褐色などの暗色を呈する地層の上面から

人ྗ掘削を開始した。௨常ならば、この暗色層をʮ１層ʯとして調査をਐめるが、今回の調査では、この暗

色層がこれまで周辺で実施された調査のʮ７層ʯにあたるであろうと判断できたことから、いずれの調査区も

このʮ７層ʯを起点に調査を開始することとした。ただし、最初に調査にண手したＡ区とＢａ区では、ڑ離

も離れており、地層の堆積状況も異なっていたことから、ʮ７層ʯを基४に、それ以下はその調査区͝とに地

層に൪߸を付けた。これはＢｂ区・# ｃ区についても同様で、ྫえばＢｂ区ではʮ７層ʯ、ʮ８層ʯと上か

ら単७に൪߸をৼっているが、Ｂｃ区では、Ｂｂ区でʮ７層ʯとした地層より上の面でも遺構が遺存してい

ることが判明したため、ʮ７層ʯの中をΞルϑΝϕットやローϚ数字を用いて細かく分けて対Ԡした。このた

め、Ｂｂ区でʮ７層ʯ、ʮ８層ʯとしていた地層が、Ｂｃ区ではʮ７ｅ層ʯとなり、さらにその中がʮⅰ～

ⅲʯの３層に細分されるなど、一つの地層に、調査区͝とに異なる層໊が付くこととなってしまった。本書で

は、調査区͝とに異なる層໊を整ཧし、౷一した໊শで報告すべきであったが、遺物の取り上げや、遺構写

真などにもこの層໊が࢖われており、म正・౷一することが難しいため、本書内でも現地調査の際に付けた

層໊のまま報告する。それぞれの地層の対Ԡ関係については図 15に示した。

　なお、機械掘削で除去した１～６層（Ｂｂ区は１～５層）については、壁面を分層し、記録もとっては

いるが、調査対৅外の地層であったため、どの地層が何層なのか一つ一つに層໊を付けて対Ԡさせることを

লུした。

　遺構面の呼শについては、Ａ区・Ｂａ区・Ｂｂ区では、７層を除去して現れた８層の上面をʮ第８面ʯ

のように、9 層の上面をʮ第 9 面ʯとしたが、Ｂｃ区では、７ａ・７ｂ・７ｃ層が上部からの攪፩によっ

て削られていたため残りがѱく、ほかの調査区のような呼び方ができなかった。７ａ・７ｂ・７ｃ層は東半

の一部には残っているが、西半部までは分布しておらず、機械掘削完了面が、どこも第７ａ面となる༁では

なく、また７ａ層除去後の面が第７ｂ面となる範囲もあれば、７ｂ層や７ｃ層もなく、直ちに第７̳面とな

る箇所もあった。このためＢｃ区のみ、７ａ層除去後の面をʮ第７ｂ面ʯではなく、ʮ７ａ層下面ʯのよう

に遺構面を呼শすることとした。なおこれは、あくまでも単にどの地層掘削後の遺構面なのかを表したもので

あり、検出した遺構の帰属面を表現したものではない。	

　以下、調査区͝とに基本層ংについて報告する。
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第２節　Ａ区の層ংと遺物
　三宅西遺跡の北端部に位置し、すぐ北側にはӝ破遺跡が近接する。

　現地表面下約0.4～0.6ｍで７ａ層に達する。７ａ層は極粗～中粒砂が混じる黄褐色の粘土質シルトで、

厚さは東半部では厚い箇所でも0.1 ｍ程度であるが、西半部に向かって徐々に厚くなり、0.2 ｍ程度となる。

土質もシルトが少なくなり、細礫～中粒砂となる。７ａ層からは６世紀の須恵器杯片が２点出土している。

　７ａ層と７ｃ層の間には、シルト質粘土の偽礫が混じる粗～中粒砂が堆積する。この砂層を７ｂ層とした

が、薄い堆積であるため、調査区全体に広がるものではなく、部分的な分布である。

　７ｃ層は砂粒を多く含む褐色や黄褐色・黒褐色などの粘土質シルトや、小礫～粗粒砂、粗～中粒砂など

の互層で、複雑に重なりながら堆積する。東端の溝 S0022 周辺は砂が多いが、調査区中央付近はシルトが

多いなど、場所により土色・土質が大きく異なる。それぞれの含有具合によって７ｃⅰ層と７ｃⅱ層とに大

きく分けたが、時期差を示すような顕著なҧいではない。厚さは約 0.25 ～ 0.55 ｍで、特にS0022 東側の

調査区北東隅がもっとも厚く、砂も多い。この７ｃ層やその下面からは弥生土器、土師器、須恵器（１）が

出土している。１は6 世紀後半のᙀથで、７ｃ層の下面（第８面）から出土した。頸部から肩部にかけて１

条のヘラ記߸がみられる。このほかサヌカイトの剥片が２点出土している。8 世紀代の土師器甕も１点みら

T.P.+9.00m
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1. ᨩ஘
1-2. ⌧代表土
2. 2.5Y5/3 黄褐 砂㉁シルト 㻔粗～細粒砂多く含む㻕【ᗋ土】
3. 2より粗粒砂多く含み、㕲ศ多くỿ╔する【ᗋ土】
4. 7.5YR4/4 褐 砂㉁シルト 㻔㕲ศỿ╔䛧◳化、極粗～細粒砂多く含む㻕【3a層】
5. 2.5Y6/3 にぶい黄 砂㉁シルト 㻔極粗～細粒砂多く含む㻕【3b層】
6. 2.5Y6/4 にぶい黄 砂㉁シルト 㻔極粗～細粒砂多く含む㻕【3c層】
7. 2.5Y6/4～6/6 明黄褐～にぶい黄 砂㉁シルト 㻔粗～細粒砂混じる㻕【4層】
8. 2.5Y6/3  にぶい黄 シルト 㻔細～極細粒砂混じる、䝬䞁䜺䞁ᩬ多い㻕【5層】
9. 10YR6/6 明黄褐 粘土㉁シルト 㻔中～粗粒砂ᑡ㔞混じる㻕【6層】
10. 10YR5/6 黄褐 粘土㉁シルト 㻔極粗～中粒砂混じる㻕【7a層】
11. 細礫～中粒砂【7a層】
12. 粗～中粒砂 㻔シルト㉁粘土ഇ礫混じる㻕【7b層】
13. 10YR5/4 にぶい黄褐 㻔部ศⓗに10YR5/6 黄褐㻕 粘土㉁シルト【7ci層】
14. 10YR4/4 褐 粘土㉁シルト 㻔極粗～中粒砂ᑡ㔞混じる㻕【7ci層】

14-2䠊小礫～粗粒砂（特に上層に小～細礫多い）【7ci層】
15. 10YR4/3～2.5Y4/3 にぶい黄褐～オリーブ褐 粘土㉁シルト（極粗～中粒砂多く含む）【7ci層】
16. 10YR3/2～2/2 黒褐 粘土㉁シルト（極粗～中粒砂多く含む）【7cii層】
17. 粗～中粒砂（໭➃部の下層は細～極細粒砂䛷、10YR5/8 黄褐にኚ色䠕）【7cii層】
18. 10YR3/1 黒褐 粘土【8層】
18-2䠊10YR4/1 褐灰 粘土【8層】
18-3䠊10YR4/2 灰黄褐 粘土㉁シルト（中～細粒砂混じる）【8層】
19. 10YR3/1 黒褐 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫多く含む）【8層】
20. 2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土【9層】
20-2䠊10YR6/6 明黄褐 シルト（上部は10YR5/2～4/2 灰黄褐にኚ色）【9層】
20-3䠊2.5Y5/1～4/1 黄灰 粘土（下層の小礫ᑡ㔞混じる）【9層】
20-4. 2.5Y5/4～4/1 黄褐～黄灰 粘土（下層の小ഇ礫ᑡ㔞混じる）【9層】
21䠊10YR2/1 黒 粘土（粗～中粒砂ᑡ㔞混じる）【10層】
21-2. 10YR2/1 黒 粘土（粗～中粒砂ᑡ㔞混じる）【10a層】
21-3. 10YR2/1 黒 シルト㉁粘土（下層の小ഇ礫混じる、粗～中粒砂多く含む）【10b層】
22. 7.5Y5/1～2.5GY5/1 灰～オリーブ灰 シルト㉁粘土（極粗～中粒砂㠀ᖖに多く含む、
　　　　　　　　下部は砂粒ᑡない粘土、すഃは砂粒多く2.5Y5/3 黄褐にኚ色）【11層】

②

③④

①
̖区̖区

④

③②①

下層確認0 (1:20) 50cm

ୈ 7c 面

ୈ̕面

ୈ̔面

ਤ̓　̖区جຊ層ংஅ面
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れるが、古代の遺物はこの１点のみであり、混入品の可能性がある。

　８層は黒褐色や褐灰色の粘土などで、東端では約 0.2 ｍの厚さがあるが、西に向かって薄くなり、0.1 ｍ

ほどの厚さとなる。また一部が７ｃ層上面までౡ状に盛り上がる箇所もみられた。この盛り上がりは、おそら

く７ｃ層の形成過程で、８層が削られずに残った部分と考えられる。８層からは、弥生土器（３～９）が出

土している。３は壺で、４～９は甕。いずれも中期前葉（第ᶘ様式）のものである。このほか、サヌカイト

製の石᭲（２）１点と剥片がे数点出土している。須恵器小片も２点含まれていたが、これは混入品と思

われる。この８層除去後の面（第９面）で、弥生時代中期前葉の遺構を多数検出した。この面は東に向かっ

て緩やかに下がっており、標高はT.P.+7.8 ～ 8.1 ｍ前後である。

　９層以下については、調査区周囲の側溝壁面や調査区西寄りに設定した下層確認用のトレンチ（図 21）

によって確認した。９層は厚さ約 0.15 ｍで、下層確認トレンチ部では黄褐～黄灰色の粘土を呈する。10 層

の上半（10 ａⅰ層）は粗～中粒砂が少量混じる黒色の粘土、下半（10 ａⅱ層）は下位層の小偽礫や、粗

～中粒砂を多く含む黒色のシルト質粘土で、厚さは上下合わせて約 0.2 ～ 0.3 ｍである。

第３節　Ｂａ区の層ংと遺物
　Ｂ区は、阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の北側に並行する東西方向に長い調査区で、Ｂａ区はその西端約 3 分

の１の範囲にあたる。

　東端部では現地表面下約 0.5 ｍ、西端部では約 0.25 ｍで７ａ層に達する。この面（第７面）は高低差

もなく、東から西まで比ֱ的平ୱである。７ａ層は土色のೱ୶によって上下２層に分けた。上層（７ａⅰ

層）は粗粒砂～小礫が混じるにぶい黄褐色のシルト～極細粒砂。下層（７ａⅱ層）は粗粒砂～小礫が混じ

る黒褐色のシルトや、粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐のシルト～極細粒砂である。厚さはほほ一定で、７a ⅰ・

７a ⅱ層合わせて0.2 ～ 0.25 ｍ程度である。７ａ層の上面や７ａ層からは、古墳時代前期（庄内式期後

葉～布留式期前葉）の土師器片（10 ～ 21）が多数出土している。須恵器は、７ａ層上面から甕の体部片

が１点出土しているのみである。10 ～ 16 はいずれも甕である。弥生形甕や庄内形甕から布留形甕まで、

若干の時期差が認められるが、大きくは庄内式期後葉から布留式期前葉に収まるものばかりである。17は

小型器台脚部。18は鉢か。体部外面には板状工具によるࡲ過痕がみられる。19 ～ 21の各छ壺も同時期

5cm0 (1:2)
石鏃

10cm0 (1:4)
土器

1：7cϹ層、㸰～ 5：➨ 8㠃、

6～ 9：8層
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④
1䠊10YR6/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
2䠊2.5Y6/6 明黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】※༡䐤の2とྠ一層か
3䠊10YR6/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含む シルト
4䠊10YR5/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含む シルト～極細粒砂
5䠊10YR3/2 黒褐 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含む シルト～極細粒砂【第7ai層】
6䠊10YR3/1 黒褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7aii層】
7䠊10YR7/1 灰白 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂
8䠊10YR7/2 にぶい黄橙 細粒砂～粗粒砂・小礫

②
1䠊2.5Y7/3 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
2䠊10YR6/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫を多く含む シルト ※䐢の䠏・䠐層にᑐᛂか
3䠊10YR7/4 にぶい黄橙 シルト　
4䠊10YR7/3 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含む【シルト䐠の3とྠ一層】
5䠊10YR6/6 明黄褐 シルト【䐠の4層とྠ一層】
6䠊10YR4/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7ai層】
7䠊10YR4/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7aii層】 　　
8䠊2.5Y7/4 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂 ※第8面ᇶ┙層

①
1. 2.5Y5/1 黄灰 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【⌧代耕土層】
2. 2.5Y7/4 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
3. 2.5Y7/4 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
4䠊10YR6/6 明黄褐 シルト
5. 2.5Y6/2 灰黄 シルト～細粒砂
　　　　　（細粒砂～小礫の薄層を含む 第7a層⏤᮶のブ䝻䝑䜽を含む）【㻿1103ὶ㊰】
6. 10YR6/2 灰黄褐 極細粒砂～粗粒砂・小礫（ラミナあり）※上᪉粗粒化【㻿1103ὶ㊰ 】
7. 10GY6/1 緑灰 シルト～極細粒砂【㻿1103ὶ㊰ 】
8. 10YR5/4 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂
9. 10YR5/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7ai層】
10. 10YR3/1 黒褐 粗粒砂～小礫混じるシルト【第7aii層】
11. 10YR5/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【㻿1020ὶ㊰】
12. 2.5Y7/2 灰黄 シルト～極細粒砂
13. 2.5Y5/1 黄灰 粗粒砂～小礫を多く含むシルト【土ተ層】　
14. 2.5Y6/2 灰黄 シルト混じる中粒砂～粗粒砂、小礫

③
1. 2.5Y7/4 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂
2. 2.5Y6/6 明黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト 【耕土層䐢の1とྠ一層】
3. 2.5Y7/3 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂 【耕土層】 ※䐠䐡の䠍とྠ一
4. 10YR5/4 にぶい黄褐 シルト
5. 10YR6/6 明黄褐 シルト
6. 10YR4/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂 【第7ai層】
7. 10YR4/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂 【第7aii層】
8. 10YR6/3 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト～細粒砂 【第8面ᇶ┙層】
9. 10YR7/2 にぶい黄橙 極細粒砂～細粒砂混じる中粒砂～粗粒砂・小礫
10. 10YR5/3 にぶい黄褐 細粒砂～中粒砂混じるシルト～極細粒砂
11. 2.5Y8/4 ῐ黄 シルト
12. 2.5Y4/1 黄灰 粘土～シルト 【土ተ層】
13. 2.5Y6/1 黄灰 シルト
14. 2.5Y3/1 黒褐 粗粒砂混じるシルト～極細粒砂 【土ተ層】
15. 2.5Y6/1 黄灰 粗粒砂混じるシルト～細粒砂

①②③

④

Ba 区Ba 区

④

③
②

①

0 (1:20) 50cm

ୈ̔面

ୈ̓面

10 ～ 17：㸵a層上㠃、18 ～ 21：㸵a層

10cm0 (1:4)
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のものである。

　7 ａⅱ層除去後の面（第８面）の標高はT.P.+8.85 ｍ前後で、顕著な起෬もなく平ୱである。この面で古

墳時代前期の遺構を多く検出した。8 層は粗粒砂～小礫が混じる浅黄色のシルト～極細粒砂や、粗粒砂～

小礫が混じるにぶい黄橙色のシルト～細粒砂であるが、調査区西端部は含まれる砂粒が粗く、粗粒砂～小

礫が混じる灰ന色のシルト～極細粒砂や、にぶい黄橙色の細～粗粒砂・小礫となる。

　平面的な調査は第 8 面までとしたが、部分的に下層の地層堆積状況も確認し、記録をとった。その結果、

８層よりもさらに下層のT.P.+8.25 ～ 8.55 ｍ付近に、暗色層が確認できた（図９のᶅ）。黄灰色のシルト層

を挟んで、その上層に黄灰色の粘土～シルト、下層に黒褐色の粗粒砂混じりシルト～極細粒砂の２層があ

り、これが調査区全体に広がっている。なお場所によって間層が薄く、上下の暗色層 2 層が連続している箇

所も認められた。

第４節　Ｂｂ区の層ংと遺物
　Ｂ区の中央約 3 分の１を範囲とする調査区である。

　調査区中央部には幅の広い流路（S2022・2023）が位置しているため、調査区の西端と東端では、地層

の状況が大きく異なる。西端部では、現地表面下約 0.4 ｍで、Ｂａ区の７ａ層に対Ԡする７層に達する。こ

の７層上面では、幾筋もの溝を検出している。７層はకりのある黒褐色の粘土質シルトで、一部ではＢａ区

のように土色のೱ୶によって上下２層に分層可能であったが、その差はＢａ区ほど明瞭ではない。厚さは約

0.3ｍである。この７層からは土師器の小片が９点、上面からは古墳時代の須恵器小片が２点出土している。

　７層の下には８層とした極粗～粗粒砂が混じるにぶい黄褐～褐色の中粒砂～シルトがあり、さらにその下

には、粘性が強く、細～極細粒砂が僅かに混じるにぶい黄褐～褐色の粘土質シルトの９層と続く。この西端

部の８・９層は、東端部で８・９層とした地層とは、流路を挟んで完全に分断されており、まったく様相が

異なっている。調査をਐめる上で同じ層໊を付すこととしたが、それぞれが連続するものかどうかは検証でき

ていない。西側９層下の T.P.+8.2 ～ 8.3 ｍ付近には、ߗ化した褐色や黒色のシルト偽礫を多く含む灰黄褐

色の粘土質シルトの暗色層が確認できる。この暗色層はＢａ区の下層で確認した暗色層に対Ԡするものかも

しれない。

　Ｂａ区から続く上記７層は、調査区の東方まで分布する地層であるが、調査区中央西寄りに位置するS2022

によって、Ｙ＝− 41,585ｍ付近からＹ＝− 41,555ｍ付近までは、完全に削られて存在しない。ちΐうどこの

S2022の範囲にのみ、S2022の埋土上面に６層がみられる。粗～中粒砂が混じるにぶい黄褐～暗褐色の粘

土質シルトで、厚さは約0.1ｍである。これはS2022が埋まった後にできた上面の窪みにたまった地層と考え

られる。この６層からは、古墳時代の土師器・須恵器の小片のほか、8世紀の須恵器蓋（22）と杯（23）、

。の小片が出土しており、S2022が古代には埋まり切っていたことがうかがえるנ

　S2022 東側の調査区中央部では、６層がなくなり、７層との間に灰黄色の細～極細粒砂の堆積が現れる。

これは S2022の東側にのみ分布する地層で、調査区の壁面では、S2022の埋土から続いているように観察

できたことから（図 12のᶅ 14− 2）、S2022 埋土との関係を何度もਫ਼査して検証したが、この地層を S2022

が切っているような状況は認められなかった。この地層は東方に向かってシルトが多くなり、土色もにぶい黄

10cm0 (1:4)
22 23
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(1:40) 1㹫0

(1:20)

50cm

T.P.+9.00m

T.P.+8.00m

T.P.+9.00m

T.P.+8.00m

1㸬⌧௦⾲土・┒土
2㸬5<5�2～5�8�ᬯ⅊㯤～㯤〓࠸ࡪ࡟�6�4～6�3>�2�5ࡣ࠸ࡿ࠶�㯤�⢒⢏◁～ࢺࣝࢩ
3㸬10<55�8�㯤〓ࢺࣝࢩ�～⢓土㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧
4㸬2�5<5�2�ᬯ⅊㯤�⢓土㉁ࢺࣝࢩ�㸦⥾ࡾ࠶ࡾ、࣐ࣥ࢞ࣥᩬከ࠸、⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧
5㸬10<55�6～2�5<6�4�㯤〓～࠸ࡪ࡟㯤�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⢒～୰⢏◁ከࡃΰࡿࡌ㸧
5�2㸬10<54�2�⅊㯤〓ࢺࣝࢩ�㸦㒊ศⓗ53�3>10࡟�ᬯ〓㸧㸦⣽♟～୰⢏◁㠀ᖖ࡟ከࡴྵࡃ㸧
6㸬10<55�3࠸ࡪ࡟�㯤〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧
7㸬10<54�3～3�3࠸ࡪ࡟�㯤〓～ᬯ〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧࠙6層ࠚ
8㸬10<56�6ࢺࣝࢩ�㸦⢒～୰⢏◁ከࡴྵࡃ㸧
������������������������������㸦下㒊56�2>10ࡣ�⅊㯤〓�⣽⢏◁～ࢺࣝࢩ㸧
9㸬ᴟ⢒～୰⢏◁㸦ࢺࣝࢩ～⢓土ΰࡿࡌ㸧
10㸬⣽♟～୰⢏◁㸦10<53�2�㯮〓ࢺࣝࢩ�ΰࡿࡌ㸧࠙%c༊7ࡢd層ࠚ
11㸬7�5<54�4～10<53�3�〓～ᬯ〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⥾ࡾ࠶ࡾ㸧࠙7ai層ࠚ
12㸬7�5<53�2～2�3�㯮〓～ᴟᬯ〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⥾ࡾ࠶ࡾ㸧࠙7aii層ࠚ
13㸬7�5<53�2～10<53�2�㯮〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⥾ࡾ࠶ࡾ㸧࠙7a層ࠚ
14㸬10<55�2～3�3�⅊㯤〓～ᬯ〓ࢺࣝࢩ�㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧
14�2㸬2�5<6�2�⅊㯤�⣽～ᴟ⣽⢏◁㸦ᮾ᪉ࡀࢺࣝࢩ࡚ࡗ࠿ྥ࡬ከࡾ࡞ࡃ、
ኚ໬㸧࡜࡬〓㯤〓～㯤࠸ࡪ࡟�5�4>2�5～55�4>�10ࠉࠉ�������������������������
15㸬10<53�2～3�3�㯮〓～ᬯ〓ࡸࡸ�⢓土㉁7࠙ࢺࣝࢩ層ࠚ
15�2㸬10<54�2�⅊㯤〓ࢺࣝࢩ�～⢓土�࠙7層ࠚ��
16㸬10<53�2�㯮〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧࠙8層ࠚ
17㸬10<54�3～4�4࠸ࡪ࡟�㯤〓～〓�୰⢏◁～ࢺࣝࢩ㸦ᴟ⢒～⢒⢏◁ΰࡿࡌ㸧࠙8層ࠚ
17�2㸬62038ࡢ上㒊࠸ࡪ࡟�55�3>�10ࡣ㯤〓�⣽～ᴟ⣽⢏◁
18㸬10<55�4～5�6࠸ࡪ࡟�㯤〓～〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ
��������������������������㸦⢓ᛶᙉ、⣽～ᴟ⣽⢏◁ഹ࡟࠿ΰࡿࡌ㸧࠙9層ࠚ
19㸬10<54�2�⅊㯤〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ
�������������㸦7�5<54�4�〓52�1>10ࡸ��㯮ࡢ�◳໬ࢺࣝࢩࡓࡋഇ♟ከࡴྵࡃ㸧
20㸬2�5<5�2～7�5<5�1�ᬯ⅊㯤～⅊�⣽～ᴟ⣽⢏◁
21㸬ᴟ⢒～୰⢏◁㸦上㒊ࡴྵࢺࣝࢩ�〓�54�4>10ࡣ࡟㸧
22㸬2�5<4�1～4�2�㯤⅊～ᬯ⅊㯤ࢺࣝࢩ�㸦⣽⢏◁ΰࡾ࠶ࡾ⥾、ࡿࡌ㸧
23㸬10<55�2～2�5<5�3�⅊㯤〓～㯤〓�⣽⢏◁～ࠚ62005࠙ࢺࣝࢩ
24㸬2�5<6�3࠸ࡪ࡟�㯤�⣽～ᴟ⣽⢏◁࠙62005ࠚ
25㸬10<55�2～4�2�⅊㯤〓�⣽～ᴟ⣽⢏◁࠙62005ࠚ
26㸬⣽♟～୰⢏◁㸦ᑠ♟ΰࡿࡌ㸧࠙9層ࠚ
27㸬⢒～୰⢏◁࠙9層ࠚ
28㸬2�5*<5�1�⅊࣮࢜ࣜࣈ�⢓土㸦上㠃ࡣỈศࡢᙳ㡪࡛10<55�8�㯤〓࡟ኚⰍ㸧
29㸬上㒊54�1>10ࡣ�〓⅊、下㒊52�1>10ࡣ�㯮�⢓土
30㸬ᴟ⢒～୰⢏◁㸦ᑠ♟ΰࡿࡌ㸧࠙62017ࠚ
31㸬10<54�4～4�6�〓ࢺࣝࢩ�㉁⢓土㸦⢒～୰⢏◁ΰࡿࡌ㸧࠙62010ࠚ
32㸬ᴟ⢒～୰⢏◁㸦ࢺࣝࢩ～⢓土ഇ♟ΰࡿࡌ㸧࠙62010ࠚ
33㸬7�5<53�1�㯮〓�⢓土࠙62029ࠚ
34㸬10<54�3～4�4࠸ࡪ࡟�㯤〓～〓�⢓土࠙62029ࠚ
35㸬7�5<54�1～10<54�1�〓⅊�⣽⢏◁～ࢺࣝࢩ
ࠚ㸧࠙62029ࡿࡌ⢒～୰⢏◁ΰ࡜♟ഇࢺࣝࢩ�⅊〓�㸦10<56�1ࠉࠉࠉࠉࠉ
36㸬⣽♟～ᴟ⣽⢏◁࠙62029ࠚ
37㸬୰～ᴟ⣽⢏◁㸦10<53�1�㯮〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩഇ♟ΰࡿࡌ㸧࠙62029ࠚ
38㸬10<53�1�㯮〓�⢓土㉁ࢺࣝࢩ
ࠚ㸧࠙62029ࡴྵࡃከ࡟⣽～ᴟ⣽⢏◁㠀ᖖ、ࡴྵࡃ�㸦᳜≀㑇యከࠉࠉࠉ
39㸬10<55�3࠸ࡪ࡟�㯤〓�⣽⢏◁～ࠚ62022࠙ࢺࣝࢩ
40㸬10<56�2�⅊㯤〓�⣽～ᴟ⣽⢏◁࠙62022ࠚ
41㸬2�5<6�3࠸ࡪ࡟�㯤�⣽～ᴟ⣽⢏◁࠙62022ࠚ
42㸬5<4�1�⅊�⣽～ᴟ⣽⢏◁㸦7�5<54�1�〓⅊�⢓土ഇ♟ΰࡿࡌ㸧࠙62022ࠚ
43㸬10<55�6�㯤〓ࢺࣝࢩ�㉁⢓土࠙62022ࠚ
44㸬10<56�6～2�5<6�3�᫂㯤〓～࠸ࡪ࡟㯤�⣽～ᴟ⣽⢏◁
������������������������������������㸦上㒊୍ࡢ㒊ࡸࡸ⢓土㉁㸧࠙62022ࠚ
45㸬2�5<5�3�㯤〓�⣽～ᴟ⣽⢏◁࠙62022ࠚ
46㸬10<52�1�㯮�⢓土࠙62022ࠚ
47㸬10<54�1・10<56�6・5<6�2�〓⅊・᫂㯤〓・⅊࡝࡞�୰～ᴟ⣽⢏◁ࢼ࣑ࣛࡢሁ✚࠙62022ࠚ
48㸬47ࠚ62022࠙ࡌྠ࡜
49㸬10<52�1�㯮�⢓土ഇ♟ࡢ࡜48・47࡜ΰྜ࠙62022ࠚ
50㸬7�5<6�1�⅊㸦上㒊56�6�᫂>10ࡣ㯤〓㸧⢓土࠙62038ࠚ
51㸬10<55�8～2�5<6�1�㯤〓～㯤⅊�⢓土㸦୰⢏◁ᑡ㔞ΰࡿࡌ㸧࠙62038"ࠚ
���������������������������������㸦50ࡢ51࡜ቃࡣ୙᫂░࡛ศ層࡛࠸࡞ࡁ㸧
52㸬10<55�3～5�6࠸ࡪ࡟�㯤〓～㯤〓�ᴟ⣽⢏◁～ࢺࣝࢩ㸦10<54�2�⅊㯤〓ࢺࣝࢩ�ഇ♟ΰࡿࡌ㸧࠙62023ࠚ
53㸬10<54�3࠸ࡪ࡟�㯤〓�ᴟ⣽⢏◁～ࠚ62023࠙ࢺࣝࢩ
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54㸬10<53�1�㯮〓ࡸࡸ�⢓土㉁ࢺࣝࢩ
ࠚ㸧࠙62023࠸࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡾࡌΰࡢ⢏◁ࡣ�㸦上層ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ
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褐～黄褐色へと変化する。厚さは0.15 ｍ程度である。この地層の下に、Ｂａ区から続く７層が広がる。７

層は調査区中央付近では黒褐～暗褐色のやや粘土質シルトで、約 0.2 ｍの厚みとなる。７層以下は、すべ

てS2023の埋土である（図 12のᶆ）。

　調査区東端部では、７層の上にみられた上記細～極細粒砂が薄くなり、Ｂｃ区との境付近では完全になく

なる。それに代わってその上面には、Ｙ＝− 41,520 ｍ付近から東側に、黒褐色のシルトが混じる細礫～中
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T.P.+7.50m
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④
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33-4

34-2
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③
盛土

2

4

5

11 12

13

15

17
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20
21

22

24

30-2

31

18

23

32

33

②

①
⑤

⑤ ② ①③

 Bc 区 Bc 区

④

下層確認
下層確認

30-3

1. 10YR4/1 褐灰 粗粒砂～小礫混じるシルト～細粒砂【旧表土層】
1-2. 2.5Y5/1 黄灰 粗粒砂～小礫混じるシルト～細粒砂【旧耕土層】
2. 10YR6/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫を多く含む シルト～極細粒砂【耕土層】
3. 2.5Y7/4 浅黄 粗粒砂～小礫混じるシルト～細粒砂【耕土層】
4. 10YR6/3 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫を下部程多く含むシルト【耕土層】
5. 10YR4/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫を多く含むシルト【耕土層】
5-2. 10YR4/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7a層より上位の耕土層】
6. 10YR6/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
7. 10YR7/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【耕土層】
8. 10YR6/6 明黄褐 粗粒砂～小礫を含む 極細粒砂と
    2.5Y7/3 浅黄 極細粒砂を含む 粗粒砂～小礫の互層 
　                                                （一部ラミナあり、下面に踏み込みのような凹凸あり）
9. 10YR6/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト【耕土層】
10. 10YR5/1 褐灰 粗粒砂～小礫混じるシルト【第7a層より上位の耕土層か】
11. 10YR3/2 黒褐 粗粒砂～小礫混じるシルト【第7a層】※古墳時代後期
12. 10YR6/4 にぶい黄橙 粗粒砂～小礫混じるシルト【第7b層】
12-2. 10YR6/6 明黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト【第7b層】
13. 10YR5/1 褐灰 粗粒砂～小礫混じるシルト～極細粒砂【第7c層】
14. 10YR6/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫混じるシルト～細粒砂【第7d層】
15. 10YR7/2 にぶい黄橙 極細～粗粒砂（小礫を含む、ラミナあり）【第7d層】
16. 10YR7/2 にぶい黄橙 極細～細粒砂（粗粒砂・小礫を含む、ラミナあり）【第7d層】
17. 10YR7/2 にぶい黄橙 中～粗粒砂・小礫【第7d層】
18. 10YR7/2 にぶい黄橙 極細粒砂【第7d層】
19. 10YR7/1 灰白 シルト（下部に細粒砂の薄層を含む）【第7d層】
20. 10YR7/2 にぶい黄橙 シルト（極細粒砂の薄層を含む）【第7d層】

21. N3/0 暗灰～N4/0 灰 シルト（炭化物の薄層を含む）【第7d層】
22. 10YR5/2 灰黄褐 極細～粗粒砂・小礫【第7d層】
23. 10YR6/2 灰黄褐 粗粒砂～小礫を含む極細～細粒砂（ラミナあり）【第7d層】
24. N5/0 灰 シルト（炭化物の薄層を含む、植物遺体を含む）【第7d層】
25. 10YR8/1 灰白 シルト～極細粒砂（細～粗粒砂・小礫の薄層を含む）【第7d層】
26. 10YR 8/1 灰白 シルトを含む 粗粒砂～小礫（ラミナあり）【第7d層】
27. 5PB5/1 青灰 シルト【第7d層】
28. 10YR4/3 にぶい黄褐 粗粒砂～小礫を多く含む シルト【第7d層】
29. 10YR5/1 褐灰 粗粒砂～小礫を含む シルト【第7d層】
30. N2/0 黒 粗粒砂～小礫を多く含むシルト【第7ei層】
30-2. N3/0 暗灰 シルト【第7ei層】
30-3. N4/0 灰 シルト【第7ei層】
31. 7.5Y5/1～6/1 灰 シルト～極細粒砂【第7eii層】
31-2. 2.5Y6/1 黄灰 シルト（極細粒砂を含む）【第7eii層】（場所により暗色を呈する）
32. N4/0 灰 シルト～極細粒砂【第7eiii層】
33. 5GY7/1 明オリーブ灰 シルト～極細粒砂
33-2. 5Y4/2 灰オリーブ シルト～粘土
33-3. 7.5GY7/1 明緑灰 シルト～極細粒砂
33-4. 2.5GY6/1～5/1 オリーブ灰 シルト～粘土
34. 10YR2/1 黒 シルト（中粒砂混じる、締まりあり）
34-2. 10YR5/1～2.5Y5/1 褐灰～黄灰 粘土
35. 2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土
36. 10YR5/1～2.5Y5/1 褐灰～黄灰 粘土（中～細粒砂混じる、下部は特に多い）
37. 5Y3/1～10Y4/1 オリーブ黒～灰 粗粒砂～シルト（下層はシルト）
37-2. 5GY5/1 オリーブ灰 粗～中粒砂
37-3. 5GY5/1 オリーブ灰 粘土（中～細粒砂混じる）
38. 10YR4/1 褐灰 シルト～粘土 
38-2. 10YR4/1 褐灰 粘土
39. 2.5GY5/1 オリーブ灰 シルト～粘土（締まりあり）
39-2. 10YR4/1 褐灰 シルト～粘土（締まりあり）

7d 層下面

7a 層下面

7c 層下面

7eⅰ層
　　下面

7eⅲ層
　　下面

50cm0 (1:20)
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粒砂が現れる。この砂層はＢｃ区の７̳層に対Ԡする地層で、東に向かって徐々に厚みを૿し、Ｂｃ区と

の境付近では0.2 ｍ弱の厚みとなる。７層の下には、西方で８層としたものとはまったく様相の異なる８層

が分布する。粗～中粒砂が混じる黒褐色の粘土質シルトで、厚さは約 0.25 ｍである。Ｂｃ区の７e ⅱ・ⅲ

層に続く地層であるが、Ｂｂ区では分布範囲が狭く、分層できなかった。調査区中央部で検出したS2023

上には、この8 層は及ばないが、７層には覆われるという状況である。8 層からは遺物は出土していない。

　東端部の８層の下には、９層とした小礫が混じる細礫～中粒砂が厚く堆積し、その下のT.P.+7.80 ｍ付近

には灰オリーブ粘土の暗色層が約 0.1 ｍの厚みで分布する。９層は８層と同じく西端の９層とはまったく様

相が異なるものである。この上面でピットを数基検出している。

第５節　Ｂｃ区の層ংと遺物
　東西に長いＢ区の東端約 3 分の１を範囲とする調査区である。

　西半部では、７̳層とした砂層まで、現地表面から１ｍほど機械掘削したが、東半部では、７̳層よりさ

らに上に、７ａ～７ｃ層とした遺構を伴う地層が存在していたため、東側に向かって機械掘削を徐々に浅く

した。調査区東端部では現地表面から0.2 ｍ程度で７ａ層に達する。７ａ層は粗粒砂～小礫が混じる黒褐

色のシルトで、厚さは0.05 ｍ程度と非常に薄い。また分布範囲も狭く、東端からＹ＝− 41,435 ｍ付近まで

しか分布しない。この下面で、古墳時代後期の遺構を検出している。この下に７ｂ層・７ｃ層と続く。

　７ｂ層は粗粒砂～小礫が混じるにぶい黄橙色や明黄褐のシルト、７ｃ層は粗粒砂～小礫が混じる褐灰色

のシルト～極細粒砂で、両層合わせても厚い箇所で0.1 ｍほどの厚さしかない。この７ｂ層・７ｃ層も、西

半部までは広がっておらず、東端からＹ＝− 41,465 ｍあたりまでの分布であり、７ａ層とともに、上部のߞ

作に伴い削平されたものと考えられる。７ａ層やその直上の層からは、土師器、須恵器（25 ～ 29）、埴輪

（24）などが出土している。すべて小片である。土師器には甕・壺・高杯・似、須恵器には蓋杯（26 ～

28）・壺（25）・ᙀથ・甕などがある。いずれも６世紀中頃から後半のものである。24は円筒埴輪小片であ

る。ম成はೈ質。突帯は断面台形を呈する。このほかサヌカイトの剥片も１点出土している。７ｂ・７ｃ層

からは、土師器の小片が数点と、サヌカイトの石᭲（30）が１点、剥片が４点出土している。

　７ｃ層の下には、７̳層とした厚い砂礫が堆積する。砂礫の中にはラミナ堆積が観察でき、砂礫層の最

下部には青灰色のシルトがたまるなど、൙ཞ堆積層であったことがうかがえる。厚さは、西端部で0.2 ｍ程

度であったものが、東に向かって0.4 ～ 0.5 ｍと厚くなる。調査区が隔てているため検証はできていないが、

24 ～ 28：7a 層直上層、29：7a 層、30：7b ～ c 層、31 ～ 33：7d 層、34・35：7d 層最下層、36：7ei 層

土器
10cm0 (1:4)

石鏃
5cm0 (1:2)

24

30

25

26

33

32

36

31
34

27

35

28

29
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このＢｃ区の７̳層とＡ区の７c ⅰ・ⅱ層とが対Ԡしているのではないかと考えている。７̳層からは弥生

土器（31 ～ 35）、土師器の小片のほか、サヌカイトの剥片が１点出土している。弥生土器はいずれも中期

前葉のものである。32と33の広口壺は、口縁部下端が剝がれた破片で、同一ݸ体である可能性が高い。

35は櫛描直線文を施す鉢。

　砂礫層の下には７e 層とした暗色層が堆積する。３層に分層でき、上から７ｅⅰ・７ｅⅱ・７ｅⅲ層と

した。７ｅⅰ層は灰～暗灰色のシルトで、Ｂｂ区の７層に対Ԡする。その下面の標高は、調査区西半部で

は T.P.+8.6 ｍ付近でほぼ平ୱであるが、東半部は流路 S3059 に向かって徐々に下がる。中期前葉の弥生

土器片（36）が僅かに出土している。７ｅⅲ層は灰色のシルト～極細粒砂で、７ｅⅱ層は、その両層に挟

まれたやや色が୶い灰～黄灰色のシルト～極細粒砂である。この３層合わせた厚みは約 0.3 ～ 0.4 ｍであ

る。７ｅⅲ層下面はＢｂ区の第９面に対Ԡする面で、小ピットを多数検出した。

　なお、調査区南壁寄りの２箇所で下層確認を行ない、断面の観察を行なった（図 13のᶃ・ᶅ）。結果、

７ｅ層より下層に大きく２つの暗色層が広がっていることを確認した。そのうち下部の褐灰色のシルト～粘土

は、東に向かって徐々に上がっていることが明らかとなった。

註
１）地層の土色・土質は、同じ内容を表していても、ʮブロックʯと表現するかʮ偽礫ʯと表現するか、ʮ粗粒砂～小礫ʯとするかʮ小

礫～粗粒砂ʯとするかなど、調査担当者によってその表現方法がඍົに異なっていた。本書では、ྫえばʮඍ砂ʯと記録され

ていたものをʮ極細粒砂ʯへ、ʮ粗砂混粘質細砂ʯと記録されていたものをʮ粗粒砂混じり粘土質細粒砂ʯへ書き׵えるなど、

ฤू段階である程度の౷一をはかったが、ʮブロックʯとʮ偽礫ʯを౷一するなど、それぞれの表現を大きく変更するようなम

正までは行なわず、担当者の表現をできるݶり׆かし、採用した。これは第５章においても同様である。
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第５章　各調査区の成果

第１節	 Ａ区の遺構と遺物
第１項　第７ｃ面検出遺構
　調査区西端に溜池の堤と溝（攪乱）がある。その東側で溝とピットを検出した。

S0001　調査区中央に位置する溝である。蛇行しながら調査区を南北に横断する。幅は0.6 ～ 1.35 ｍ、深

さは深い箇所で0.3 ｍを測る。埋土は、上層が粗～中粒砂が少量混じる灰黄褐色のシルト質粘土、下層は中

粒砂が少量混じる褐灰～黒褐色の粘土である。７ｂ層の砂層がこの遺構を覆っていることを断面で確認した。

　土師器小片が５点出土している。

S0002　調査区の中央、S0001の東側に位置する溝である。S0001と異なり直線的で、約 22 度西偏する。

幅は0.2 ｍ程度と細く、深さも約 0.05 ｍと浅い。埋土は極粗～中粒砂を多く含む灰黄褐～暗褐色のシルト

質粘土である。

S0003　調査区西半に位置するピットである。平面形は直径 0.2 ～ 0.25 ｍ程度の円形で、深さは0.11 ｍ

を測る。埋土は極粗～中粒砂を多く含む灰黄褐～黒褐色の粘土質シルトである。

S0004　調査区の西半、S0003の南西側に位置するピットである。平面形は長径 0.45 ｍ、短径 0.35 ｍの

楕円形で、深さは0.15 ｍを測る。埋土は S0003と同じである。

　土師器小片が１点出土している。

S0005　調査区の西半、S0004 の南西側に近接するピットである。平面形は直径 0.4 ｍ足らずの円形で、

深さは0.11 ｍを測る。埋土は S0003と同じである。

S0006　調査区の西半、S0001の西側に位置する溝である。S0001と異なり直線的で、約 22 度東偏する。

幅は約 0.3 ～ 0.5 ｍで、深さは約 0.05 ｍである。浅いため、途中が途切れ検出できない箇所がある。埋土

は粗～中粒砂が混じるにぶい黄褐色の粘土質シルトや粗～中粒砂である。

　土師器小片が１点出土している。

S0007　調査区の中央、S0001と0002との間に位置するピットである。平面形は直径 0.25 ～ 0.3 ｍ程度
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の円形で、深さは0.05 ｍを測る。埋土は細礫～中粒砂が混じる灰黄褐色の粘土質シルトである。

S0008　調査区の中央、S0007の南側に位置するピットである。平面形は長径 0.4 ｍ、短径 0.3 ｍの楕円

形で、深さは0.12 ｍを測る。埋土は灰黄褐色のシルト質粘土を多く含む粗～中粒砂である。

S0009　上記 S0008の西側に近接するピットである。平面形は直径0.5 ｍ足らずの円形で、深さは0.13 ｍ

を測る。埋土は S0008と同じである。

S0010　上記S0009の西側に近接するピットである。S0001と重複し、S0001を切る。平面形は直径0.4ｍ

強の円形で、深さは0.07 ｍを測る。埋土は S0008と同じである。

S0011　調査区の東半、南壁際に位置するピットである。平面形は直径 0.3 ｍ足らずの円形で、深さは

0.06 ｍを測る。埋土はにぶい黄褐色のシルト質粘土偽礫が混じる粗～中粒砂である。

S0012　上記 S0011の南側に近接するピットである。平面形は直径約 0.2 ｍの円形で、深さは 0.03 ｍを

測る。埋土は S0011と同じである。

S0013　上記 S0012の南側に近接するピットである。平面形は直径 0.3 ｍ足らずの円形で、深さは0.1 ｍ

を測る。埋土は S0011と同じである。

S0014　調査区の南壁際、S0002の南端部に近接するピットである。平面形は長径 0.35 ｍ、短径 0.28 ｍ

の楕円形で、深さは0.09 ｍを測る。埋土は S0011と同じである。

　底から土師器の小片が１点出土している。

S0015　調査区の西半、南壁際に位置するピットである。調査区南壁にかかっていた遺構で、平面的な検

出はできていない。直径は約 0.4 ｍで、深さは0.24 ｍを測る。埋土は粗～細粒砂を非常に多く含む暗褐～

黒褐色の粘土質シルトである。７ｂ層の砂層がこの遺構を覆っていることが断面で確認できた。

S0020　調査区南東隅に位置する土坑である。７ｃ層上面では、認識できなかったが、７ｃ層上半の掘削

途中で、７ｃ層上面から掘り込まれた遺構であったことが確認できた。曲がった短い溝状の土坑で、幅は約
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0.5 ～ 0.6 ｍを測る。深さ約 0.1 ｍで、埋土は粗～中粒砂が僅かに混じる褐灰色の粘土である。

S0021　上記 S0020の北側に位置するピットである。７ｃ層上面では未検出であったが、S0020と同じく

この面に伴う遺構である。平面形は直径 0.4 ｍ足らずの円形で、深さは0.08 ｍを測る。埋土は粗～中粒砂

が僅かに混じる褐灰色の粘土である。

　土師器小片が１点出土している。

第２項　第８面検出遺構
　調査区の東西両端で流路や溝、ピットを検出した。

S0016　西端攪乱の西肩部に位置する溝である。南西―北東方向に斜行する。東端は攪乱によって削られ、

西端は後述の S0017と重複し、S0017に切られる。幅は約 0.4 ～ 0.5 ｍで、深さ0.1 ｍ弱である。埋土は

極粗～中粒砂を非常に多く含む灰黄褐～にぶい黄褐色の粘土質シルトである。

　土師器小片が１点出土している。

S0017　調査区南西隅に位置する流路である。幅は３ｍ以上あるが、西肩は未検出。検出面から約 0.8 ｍ

掘り下げたが、底は検出できなかった。埋土は細礫～中粒砂や褐灰～灰黄色の細粒砂～シルトなどで、こ

れより下層にも、厚く砂が堆積する。

　弥生時代後期の壺と思われる底部片（37）が１点出土している。外面は磨滅するが、辛うじてハケ目が

確認できる。

S0019　調査区西端に位置するピットである。この面に伴う遺構と考えているが、攪乱の法面で検出してい

るため、正確な帰属面は明らかでない。平面形は直径 0.51 ～ 0.55 ｍの円形で、深さは0.45 ｍを測る。埋

土は黒褐色の粘土偽礫が混じる黄褐～暗灰黄色の極粗～中粒砂や、黒褐色の粘土、粗～中粒砂が混じる黒

褐色のシルト質粘土などである。

　底から庄内式甕（38）がほぼ完形な状態で出土した。ハケ調整の前に施された右上がりのタタキは、ハ

ケ目と誤認するほど非常に細かい。

S0022　調査区東端に位置する溝である。やや西偏する南北方向の溝で、Ｄ 2− 1− 2 調査の７ａⅱ層下面

で検出したS0093 へとつながる溝と考えている。この遺構の上部の第７c 面は、砂やシルト・粘土が折り重

なるように複雑に堆積しており、遺構の検出が非常に困難な状況であった。そのため、遺構はないだろうと
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思い込み、調査では７ｃ層を除去した第８面でこの溝を検出しているが、調査区北壁の断面を観察すると、

溝東肩はやはり立ち上がりが不明瞭であったが、西肩部は明らかに７ｃ層の上面から掘り込まれているよう

に観察できた（図 19、写真図版４−１）。したがって、本来はこの第８面の遺構ではなく、第７ｃ面で検出

すべき遺構であったと考えている。

　第８面での溝幅は2.2 ～ 4.2 ｍ、深さは、南半では第８面から約 0.9 ～ 1.0 ｍで底に至るが、北半では、

湧水のためぬかるみ、1.0 ｍ掘っても底を確認することができなかった。南端部では２条の溝が重複してい

るように、高低差 0.3 ｍ程度の段ができていた。埋土は細礫～細粒砂、灰～黒色の粘土偽礫の混合土、細
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礫～中粒砂を多く含む黒褐色粘土、砂粒やシルト偽礫・植物遺体を多く含む褐灰色粘土、黄灰色粘土など

である。

　弥生土器（39・40）、須恵器（41）、埴輪（42・43）などが出土している。39は弥生時代中期前葉の

広口壺。40は有孔鉢。39と同時期か。41は６世紀後半の杯蓋。42・43は５世紀前半の円筒埴輪。両

者ともに須恵質で、外面には赤色顔料の塗布がみられる。タテハケ後、ヨコハケを施すが、静止の痕跡は認

められない。突帯は断面台形である。42には透孔が認められる。43はやや開き気味の口縁部片で、端部

も細く外反させる。内面も、口縁端部から約 11cm 下までヨコハケを施す。外面のハケ一単位の幅は８㎝以

上あり、一単位の中でも下方ほど目が細かい。

S0023　調査区の北東隅、S0022 の東側に位置する溝である。S0022 から分岐し、北へのびる。幅は約

1.3 ～ 1.8 ｍで、深さは深い箇所で0.3 ｍ程度であるが、北壁際では非常に浅く、輪郭が不明瞭となる。

S0022に比べ浅く、人為的な遺構ではない可能性が高い。S0022にも伴わない７c ⅱ層形成時にできた溝

状の窪みと考えた方がよいかもしれない。埋土は中～細粒砂が僅かに混じる褐灰色粘土と細礫～細粒砂で

あるが、これは７c ⅱ層が流れ込むように堆積したものである。

第３項　第９面検出遺構
　もっとも遺構密度が高い遺構面である。竪穴建物２棟、掘立柱建物１棟のほか、多くの土坑やピット、溝

を検出した。

S0024　西端攪乱の東肩部に位置する土坑である。平面形は長径 1.7 ｍ、短径 1.25 ｍのやや長い五角形

で、深さは平面規模の割に浅く、0.1 ｍ程度である。埋土は粗～中粒砂が混じる黒褐色の粘土で、炭も多く

含んでいる。

　弥生土器（44 ～ 50）が出土している。いずれも弥生時代中期前葉のものである。44 ～ 46 は甕、47

～ 49は壺、50は高杯、あるいは台付鉢の脚部。

S0025　調査区の西半、S0024の東側に位置する土坑である。S0026とS0027と重複し、両者に切られ

る。平面形は楕円形で、短径は約 1.7 ｍ、長径は約 2.7 ｍに復原できる。深さは0.27 ｍで、埋土はオリー

ブ灰色の粘土偽礫が混じる黒色粘土である。

　弥生土器（51 ～ 55）が出土している。いずれも弥生時代中期前葉のものである。51は壺の頸部片で、

37：60017、38：60019、39 ～ 43：60022

10cm0 (1:4)
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非常に雑な櫛描波状文と直線文が施されている。52 ～ 54は甕、55は壺と思われる。54の外面は縦方向

のヘラケズリである。

S0026　S0025の東側に重複する土坑で、S0025を切る。平面形は長径 2.45 ｍ、短径 1.9 ｍの隅丸長方

形で、深さは 0.4 ｍを測る。埋土は下層から、灰色の粘土偽礫を多く含む褐灰色粘土、オリーブ灰色の粘

土偽礫と炭を多く含む黒色粘土、粗～中粒砂や炭・明黄褐～にぶい黄色の粘土偽礫が混じる灰黄褐色の粘

土である。

　弥生土器片が多数と、サヌカイトの剥片（72・73）が２点出土している。

S0027　S0025の北側に重複する土坑である。平面的にも、また南北方向に設けた断面の観察によっても

S0025を切っていることを確認した。平面形は長径 1.5 ｍ、短径 1.15 ｍの楕円形で、深さは0.6 ｍを測る。

埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫や炭が混じる黒褐～黒色の粘土である。

　弥生土器（56 ～ 60）と、サヌカイトの剥片（74 ～ 76）が３点、敲石（77・78）が出土している。い

ずれも弥生時代中期前葉のものである。56 ～ 58は壺、59は甕、あるいは鉢か。60は鉢。内外面に密に

ヘラミガキを施すものが多い。77は端部に敲打痕がみられる。78には顕著な敲打痕は認められないが、両

者ともに被熱している。

S0028　調査区の西半、S0027の北側に近接する土坑である。平面形は長径4.4ｍ、短径1.3～ 1.8ｍの長

い楕円形で、深さは0.25ｍを測る。埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫や炭が混じる黒褐～黒色の粘土である。

　弥生土器（61 ～ 66）が多数と、サヌカイトの剥片（79）が１点出土している。いずれも弥生時代中期

前葉のものである。61は甕で、外面は縦方向のヘラケズリ。61 以外は広口壺。65は横方向のヘラミガキ

の後、肩部に５条の櫛描直線文を施す。そのうちの下から２条目には、一部に扇形文を入れ、疑似流水文

とする。もっとも上の直線文から約４㎝隔てて、頸部にも櫛描直線文を施すが、その隙間には、直線文に先

行する縦方向の櫛描波状文とヘラミガキが認められる。ただしこれは、直線文の隙間全体にみられるもので

はなく、一部分にのみみられる施文である。

S0029　調査区の西半、S0028の西側に近接する土坑である。平面規模は長径 0.8 ｍ、短径約 0.4 ｍで、

第 9 面検出の土坑の中ではもっとも小さい。平面形は不整形で凹凸がある。深さは約 0.1 ～ 0.2 ｍと、底に

も凹凸がある。埋土は灰色の粘土偽礫と炭が混じる黒色の粘土である。

　弥生土器小片が１点出土している。

44 ～ 50：60024、51 ～ 55：60025

10cm0 (1:4)
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56 ～ 60：60027、61 ～ 66：60028、67 ～ 70：60033、71：60035

10cm0 (1:4)
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S0030　調査区の西半、S0026の南側に近接する溝である。南西―北東方向に斜行する。幅は0.2 ｍ程度

であるが、南壁際で若干広がり約 0.5 ｍとなる。深さは0.05 ｍ足らずで浅い。埋土はオリーブ灰色の粘土

偽礫が混じる黒褐色粘土である。

　弥生土器小片が５点出土している。

S0031　調査区の中央、南壁際に位置する土坑である。周囲に深さ0.1 ｍ足らずの浅い落ち込みがあり、そ

の埋土除去後に検出した。平面形はおそらく楕円形を呈すると推定できるが、南側が調査区外のため明らか

でない。平面規模は短径約 0.95 ｍ、長径１ｍ以上である。深さは約 0.45 ｍで、埋土は灰色の粘土偽礫が

混じる黒色粘土や、炭が混じる褐灰～黒色の粘土である。

弥生土器小片が４点出土している。

S0032　調査区の西半、S0028の北東側に近接する土坑である。平面形は長径 1.15 ｍ、短径 0.7 ｍの楕

円形で、深さは0.05 ｍを測る。埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫と炭が混じる黒色の粘土である。

　弥生土器小片が１点出土している。

S0033　調査区の西半、S0028の北側に近接する土坑である。下記 S0034と重複し、S0034を切る。平

面形は長径 1.3 ｍ、短径 0.9 ｍの楕円形で、深さは0.4 ｍを測る。埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫や炭・

中粒砂などが混じる黒褐～黒色の粘土である。

　弥生土器（67 ～ 70）が多数と、サヌカイトの剥片（80）が１点出土している。いずれも弥生時代中期

前葉のものである。67は鉢か。底部の内側と外側から穿孔が試みられた痕跡がある。69の鉢は内外面共

に密なヘラミガキを施す。

S0034　上記 S0033の西側に重複する土坑で、S0033に切られる。平面形は長径 1.1 ｍ、短径 0.6 ｍの

楕円形で、深さは約 0.2 ｍを測る。埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫や炭が混じる黒色の粘土である。

　弥生土器小片と、サヌカイトの剥片（81）が１点出土している。

S0035　調査区の西半、S0034の北側に近接する土坑である。平面形は長径 1.15 ｍ、短径 0.7 ｍの楕円

形で、深さは0.26 ｍを測る。埋土は、下層が炭を非常に多く含む黒色粘土で、上層が炭を多く含む粗～中

粒砂混じりの褐灰色粘土である。

72 ・ 73 䠖 㻿0026、 74 ～ 78 䠖 㻿0027、 79 䠖 㻿0028、 80 䠖 㻿0033、 81 䠖 㻿0034、 82 ～ 84 䠖 㻿003572 ・ 73 䠖 㻿0026、 74 ～ 78 䠖 㻿0027、 79 䠖 㻿0028、 80 䠖 㻿0033、 81 䠖 㻿0034、 82 ～ 84 䠖 㻿0035
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S0032

Y
=
-
4
1
,4

9
6

X=-155,822.5

T.P.+8.00m

1

1. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫ᑡ㔞と炭混じる）

S0034

S0033

X=-155,821

Y
=-

41
,4

99

T.P.+8.00m

2

4

5
1

3

1. 10YR3/1 黒褐 粘土（炭多く含む、中粒砂混じる）
2. 10YR3/1 黒褐 粘土（1より炭多く含む、中粒砂混じる）
3. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫ᑡ㔞と炭・粗～中粒砂混じる）
4. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫ᑡ㔞と炭混じる）
5. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫㠀ᖖに多く含む）

S0035

X=-1
55,

819

Y
=-

41
,4

99

T.P.+8.00m
1

2

1. 10YR4/1 褐灰 粘土（炭多く含む、粗～中粒砂混じる）
2. 10YR2/1 黒 粘土（炭㠀ᖖに多く含む）
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1��10<55�1～4�2�〓⅊～⅊㯤〓�⢓土㸦Ⅳ・⢒～୰⢏◁ᑡ㔞ΰࡿࡌ㸧
2��10<53�1�㯮〓�⢓土㸦7�5<5�1～2�5*<5�1�⅊～࣮࢜ࣜࣈ⅊�⢓土ഇ♟ከࡴྵࡃ、Ⅳΰࡿࡌ㸧
3��10<52�1�㯮�⢓土㸦7�5<5�1～2�5*<5�1�⅊～࣮࢜ࣜࣈ⅊�⢓土ഇ♟࡜Ⅳ㠀ᖖ࡟ከ࡟≉、ࡴྵࡃ上㠃࡟Ⅳከ࠸㸧
4��10<53�1�㯮〓�⢓土㸦⢒～୰⢏◁ከࡴྵࡃ、Ⅳΰࡿࡌ㸧
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2��10<52�1�㯮�⢓土㸦Ⅳ㠀ᖖ࡟ከ࡟≦ࢼ࣑ࣛࡳྵࡃሁ✚、10<55�3࠸ࡪ࡟�㯤〓ࢺࣝࢩ�ഇ♟ΰࡿࡌ㸧
3��10<53�1�㯮〓�⢓土㸦2�5*<5�1�࣮࢜ࣜࣈ⅊�⢓土ഇ♟ከࡴྵࡃ㸧

S0031
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Y
=
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T.P.+8.00m
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1. 10YR4/1 褐灰 粘土（7.5Y5/1 灰 粘土ഇ礫混じる）【ⴠ䛱込み】
2. 10YR4/1 褐灰 粘土（炭混じる）
3. 10YR1.7/1 黒 粘土（炭㠀ᖖに多く含む）
4. 10YR2/1 黒 粘土（7.5Y5/1 灰 粘土ഇ礫ᑡ㔞混じる）

1
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　弥生土器（71）が多数と、サヌカイトの剥片（82・83）が２点、敲石（84）が１点出土している。い

ずれも弥生時代中期前葉のものである。71は甕。84は端部に敲打痕がみられる。

S0036　調査区中央に位置する土坑である。平面形は長径 2.4 ｍ、短径 1.2 ～ 1.25 ｍの楕円形で、深さ

は深い箇所で0.5 ｍを測る。埋土は４層に分層できる。上から、炭と粗～中粒砂が少量混じる褐灰～灰黄

褐色粘土、灰～オリーブ灰色の粘土偽礫を多く含む炭混じりの黒褐色粘土、灰～オリーブ灰色の粘土偽礫と

炭を非常に多く含む黒色粘土、粗～中粒砂を多く含む炭混じりの黒褐色粘土である。

　弥生土器（85 ～ 87）が多数と、サヌカイト製の石錐（105）が１点、剥片（88 ～ 104）が 17 点出土

している。いずれも弥生時代中期前葉のものである。85は広口壺で、86・87は甕。85の口縁端部には僅

かにハケ目が認められる。

S0038　調査区の中央、北壁際に位置する土坑である。平面形は長径2.4 ｍ、短径 1.25 ～ 1.3 ｍの楕円形

で、深さは0.43 ｍを測る。埋土は3層に分層できる。上から、炭が混じる褐灰色粘土、炭を非常に多く含

み、にぶい黄褐色のシルト偽礫が混じる黒色粘土、オリーブ灰色の粘土偽礫を多く含む黒褐色粘土である。

　弥生土器（106 ～ 109）が多数と、サヌカイトの剥片（119 ～ 123）が５点出土している。いずれも弥

生時代中期前葉のものである。106は甕、107は高杯、108・109は壺である。108の色調はにぶい黄橙

色（10YR7/2 ～ 7/3）で、肩部に櫛描波状文と刺突文を交互に配す。内面は筋が残る強いナデである。他

地域からの搬入品か。109も肩部の破片で、縦方向のハケの後、櫛描波状文、扇形文、直線文の施文がみ

られる。扇形文は波状文よりも後の施文で、２単位を合わせて円形状の文様とする。

S0039　調査区の東半、S0038の南側に位置する土坑である。下記 S0040と一部重複するが、接する程

度の僅かな重なりであり、先後関係は明らかでない。平面形は長径 1.4 ｍ、短径約 0.85 ｍの楕円形で、深

10cm0 (1:4)
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T.P.+8.20m
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3 3 33

1
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1

1
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1. 10YR4/1～4/3 褐灰～にぶい黄褐 シルト㉁粘土（中粒砂混じる）
2. 10YR4/1～4/3 褐灰～にぶい黄褐 シルト㉁粘土（中粒砂と炭多く混じる）
3. 10YR3/1 黒褐 粘土（7.5Y6/2 灰オリーブ 粘土ഇ礫多く含む）

S0039

1. 10YR4/1 褐灰 粘土（炭と2.5Y6/2 灰黄 粘土ഇ礫混じる）
2. 10YR2/1 黒 粘土（2.5Y6/2 灰黄 粘土ഇ礫混じる、炭㠀ᖖに多く含む）
3. 2.5Y6/2 灰黄 粘土 と 10YR2/1 黒 粘土のഇ礫混ྜ

S0040

1. 10YR2/1 黒 粘土（炭混じる）
2. 10YR2/1 黒 粘土（7.5Y5/1 灰 粘土小ഇ礫多く含む、炭混じる）
3. 10YR2/1 黒 粘土（7.5Y5/1 灰 粘土኱ᆺഇ礫㠀ᖖに多く含む）

S0042

1. 10YR2/1 黒 粘土
　　（5Y6/2 灰オリーブ 粘土ഇ礫混じる、炭㠀ᖖに多く含む）
2. 炭

1. 10YR4/1 褐灰 シルト㉁粘土

S0043

1. 10YR4/1 褐灰 粘土㉁シルト（中粒砂混じる）

S0044

1. 10YR3/2～2/3 黒褐～暗褐 粘土（炭混じる）
2. 10YR2/1 黒 粘土（2.5Y6/2 灰黄 粘土ഇ礫と炭混じる）
3. 10YR2/1 黒 粘土（2.5Y6/2 灰黄 粘土ഇ礫㠀ᖖに多く含む）
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さは0.2 ｍを測る。埋土は、最下層が灰黄色粘土と黒色粘土の偽礫混合土で、その上が灰黄色の粘土偽礫

や炭が混じる褐灰～黒色の粘土である。

　弥生土器（110・111）と、サヌカイトの剥片（124 ～ 126）が３点出土している。いずれも弥生時代中

期前葉のものである。110は甕で、外面は縦方向のヘラケズリ。111は広口壺。内外面共に横位のヘラミ

ガキである。

S0040　上記 S0039の東側に接する土坑である。平面形は歪んだ長い瓢形を呈しており、また底も西半が

若干深いことから、二つの遺構が重複していた可能性が高い。平面規模は最大幅 1.2 ｍ、長さ3.3 ｍで、中

央部では深さは0.15 ｍを測る。埋土は灰色の粘土偽礫を多く含む炭混じりの黒色粘土である。

　弥生土器片が多数出土している。ほかの土坑出土の土器と同じ中期前葉のもので、櫛描直線文を施す破

片が認められる。

S0041　調査区の東半、S0039の南側に位置する土坑である。平面形が僅かにくびれた瓢形を呈していた

ことから、S0040と同様に二つの遺構が重複していると考えられたが、縦断面には、時期差を示す堆積は認

められなかった。平面規模は幅 1.4 ～ 1.7 ｍ、長さ2.9 ｍで、深さは0.2 ｍを測る。埋土は炭が混じる黒褐

～暗褐色の粘土や、灰黄色の粘土偽礫を多く含む黒色粘土などである。

　弥生土器（112 ～ 118）が多数と、サヌカイトの剥片（127・128）が２点出土している。いずれも弥生

時代中期前葉のものである。112 ～ 114は甕、115 ～ 117は広口壺、118は高杯である。115は内外面

ともに密なヘラミガキで、頸部には櫛描直線文、口縁部下端にはキザミを施す。

106 ～ 109：60038、110・111：60039、112 ～ 118：60041

10cm0 (1:4)
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S0042　調査区の東半、S0041のすぐ西側に近接する土坑である。平面形は一辺 0.6 ～ 0.7 ｍの隅丸方形

で、深さは0.06 ｍを測る。埋土は炭を多く含む、灰オリーブ色の粘土偽礫混じりの黒色粘土で、底には薄

く炭が堆積する。

S0043　調査区南東隅、S0022の東肩に重複する土坑である。S0022によって西側を欠くが、おそらく一

辺0.9ｍ程度の隅丸方形を呈していたと推定できる。深さは0.1ｍで、埋土は褐灰色のシルト質粘土である。

S0044　上記 S0043の東側に重複する溝である。断面での検証は行なっていないが、平面検出の段階で

は S0043 が切っていた。幅は 0.3 ～ 0.4 ｍで、西半部の深さは断面図のとおり0.05 ｍ以下と非常に浅い

が、東半部は深さ0.15 ｍ程度と極端に深くなる。遺構が重複していたのかもしれない。西半部の埋土は中

粒砂が混じる褐灰色の粘土質シルトである。

S0047　下記竪穴建物１の中央土坑 S0046の西端に重複するピットであるが、竪穴建物に伴うものかは不

明。S0046 埋土上面から掘り込まれていることが断面観察から明らかである。平面形は直径 0.18 ～ 0.2 ｍ

の歪んだ円形で、深さは0.15 ｍを測る。埋土は灰黄色粘土と褐灰～黒褐色粘土の偽礫混合土である。

　サヌカイトの剥片（137 ～ 139）が３点出土している。

S0061　下記竪穴建物２の南側壁溝 S0063と重複する土坑である。この付近は常に遺構面に水が浮いた

状態で非常にぬかるんでいたため、S0063との先後関係は検証できていない。平面形は長径 1.55 ｍ、短

径 1.0 ｍの楕円形で、深さは0.23 ｍを測る。埋土は最下層にオリーブ灰色粘土と黒色粘土の偽礫混合土が

あり、その上が炭を含む褐灰色や黒褐色・黒色の粘土の互層となる。

　弥生土器（148 ～ 150）と、サヌカイトの剥片（167）が１点出土している。いずれも弥生時代中期前

葉のものである。148～ 150は甕。148の内面には指頭圧痕が無数に残る。外面は目が浅く不明瞭なハケ

で、頸部は内外面ともにヨコナデとする。また口縁端面にはハケ調整用の板状工具による圧痕を刻む。149

の外面はヘラケズリで、150の外面は縦位のハケ。

S0066　調査区の南東隅、S0022の南端西肩に重複する土坑である。S0022によって東側を欠くため、全体

の形状や規模は不明。残存東西幅1.1 ｍ、南北長2.35ｍで、深さは深い箇所0.15ｍを測る。埋土は中粒

砂と炭が混じる褐灰～にぶい黄褐色のシルト質粘土や、灰オリーブ色粘土の偽礫を多く含む黒褐色粘土ある。

　弥生土器小片が３点と、サヌカイトの剥片（169 ～ 171）が３点出土している。

S0080　下記竪穴建物２の中央土坑 S0060の西端に近接するピットであるが、竪穴建物に伴うものかは不

明。平面形は直径約 0.25 ｍの円形で、深さは0.15 ｍを測る。埋土はオリーブ灰色の粘土偽礫が混じる黒

色粘土である。

　サヌカイト製の石錐（186）が１点と、剥片（187・188）が２点出土している。

竪穴建物１　調査区南東隅に位置する。平面形はおそらく直径５ｍ程度の円形になると推定できるが、周

囲の壁溝が残っていないため正確には明らかでない。中央土坑（S0046）を有する建物で、４本主柱

（S0053・S0054・S0055・S0056）のものから、５本主柱（S0048・S0049・S0050・S0051・S0052）

へと建て替えが認められる。４本主柱の柱穴は、平面形が 0.25 × 0.35 ｍ程度の楕円形で、深さは0.2 ～

0.3 ｍ程度である。柱間寸法はどこも2.1 ｍであり、S0046を中心にほぼ正方形に配置されている。５本主

柱の段階でも、柱穴は S0046を中心に整った五角形に配置されている。その柱間寸法はいずれも2.1 ｍで

ある。柱穴は、S0050 以外は４本主柱のものよりはやや大きく、直径 0.35 ～ 0.45 ｍの円形で、深さは0.3

～ 0.45 ｍを測る。４本主柱時の柱穴 S0056と５本主柱時の柱穴 S0052 が唯一重複しており、この断面観

察により、S0052 が切っていること、つまり５本主柱の柱穴が４本主柱の柱穴を切っていることが確認でき
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た。中央の土坑 S0046の平面形は、長径約１.0 ｍ、短径 0.62 ｍの楕円形で、深さは0.17 ｍを測る。埋

土中間層には炭が約 0.05 ｍの厚さで堆積していた。

　中央土坑 S0046 からは弥生土器小片と、サヌカイトの剥片（129 ～ 136）が８点出土している。柱穴

S0050 からはサヌカイトの剥片（140）が１点、S0052 からは弥生土器小片３点と、サヌカイトの剥片（141

～ 145）が５点、S0056 からはサヌカイトの剥片（146・147）が２点出土している。

竪穴建物２　調査区の北東隅、竪穴建物１の北側に約５ｍ隔てて位置する。建物の東側約３分の１が

S0022によって削られているため、全容は明らかでないが、平面形は直径約７×８ｍの楕円形に復原でき

る。周囲には幅 0.3 ～ 0.4 ｍの壁溝（S0062・S0063）がめぐるが、検出できたのは、その一部のみであ

る。さらにその外側からも、湾曲する幅 0.1 ｍ程度の細い溝（S0067）を検出しているが、こちらは周堤の

外側に設けられていた溝であろうか。中央土坑（S0060）を有する建物で、規模を縮小する建て替えが認め

られる。当初はおそらく８本、ないしは９本主柱（S0073・S0074・S0075・S0076・S0077・S0078）で

あったが、７本主柱（S0068・S0069・S0070・S0071・S0072）へと建て替えられている。これは唯一

新旧の柱穴が重複するS0070とS0076 の断面観察によって確認できた。柱穴の平面形は、新旧ともに長

径 0.3 ～ 0.4 ｍ、短径 0.2 ～ 0.25 ｍ程度の楕円形で、深さは竪穴建物１よりも深く、S0074のように0.6 ｍ

以上あるものもある。柱間寸法も新旧ほぼ同じで、2.0 ～ 2.1 ｍであるが、S0069とS0070 間のみ 2.2 ｍ

と僅かに広い。中央の土坑 S0060の平面形は、長径約 1.5 ｍ、短径 1.0 ～ 1.1 ｍのやや歪んだ楕円形で、

深さは0.25 ｍを測る。埋土下層には炭が約 0.05 ｍの厚さで堆積していた。

　中央土坑 S0060 からは弥生土器（151）と、サヌカイトの剥片（154 ～ 166）が 13 点出土している。

151は中期前葉の甕底部片である。壁溝 S0063 からは弥生土器片が３点と、サヌカイトの剥片が１点出土

している。柱穴 S0068 からは弥生土器（152）と、サヌカイトの剥片（172 ～ 175）が４点出土している。

152は中期前葉の壺底部片で、内外面ともにヘラミガキを施す。このほか、S0069 からは弥生土器小片が

２点、S0071 からは弥生土器小片と、サヌカイトの剥片（176 ～ 178）が３点、S0072 からは弥生土器

129 ～ 136 䠖 㻿0046、 137 ～ 139 䠖 㻿0047、 140 䠖 㻿0050、 141 ～ 145 䠖 㻿0052、 146 ・ 147 䠖 㻿0056129 ～ 136 䠖 㻿0046、 137 ～ 139 䠖 㻿0047、 140 䠖 㻿0050、 141 ～ 145 䠖 㻿0052、 146 ・ 147 䠖 㻿0056
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（153）が１点出土している。153 は中期前葉の甕口縁片である。また、S0073 からはサヌカイトの剥片

（179）が１点、S0076 からは弥生土器小片１点と、サヌカイトの剥片（180・181）が２点、S0077 から

はサヌカイトの剥片（182 ～ 184）が３点、S0078 からはサヌカイトの剥片（185）が１点出土している。

掘立柱建物１　調査区中央に位置する。桁行５間（約 4.6 ｍ）、梁間２間（約 3.2 ｍ）の小規模な南北棟

建物で、約 14 度東偏する。切妻造りの建物で、東の側柱は、南からS0089・S0102・S0101・S0100・

S0099・S0098、西の側柱は南からS0091・S0092・S0093・S0094・S0095・S0096であるが、東の

側柱筋より0.5 ～ 0.7 ｍ内側にもう１条の柱列が認められる。S0107・S0106・S0105・S0104・S0103

を柱穴とする４間の柱列であるが、外側の柱筋とは柱間がまったく揃っておらず、また短いことから、東の側

柱のみ建て替えた、あるいは、東面のみ廂が付随していたとは考え難い。柱穴も浅いことから、建物の中を

仕切るような簡易な間仕切りが設けられていたのではないかと考えている。妻柱は南面が S0090、北面が

S0097であるが、両者ともに柱間中央ではなく、やや西側に偏った位置に設けられている。柱穴はいずれも

小さな円形で、柱間寸法はどこも揃っておらず、0.8 ～ 1.15 ｍの範囲でまちまちである。深さもS0091・

S0102のように深く、0.3 ｍ以上もあるものから、S0092・S0093のように0.1 ｍ程度の浅いものまでさまざ

まである。建物の北面西寄りには、Ｌ字状の柱列が付随する。入口などの施設であろうか。その柱穴の規模

は建物の柱穴とほぼ同じで、深さも、深いものでも0.1 ｍ程度である。

　S0095 からはサヌカイトの剥片（189）が１点出土している。また、北西隅の S0096に近接するS0115

からは、弥生土器片が１点出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　		〈現地調査担当：伊藤〉

167 䠖 㻿0061、 168 䠖 㻿0063、 169 ～ 171 䠖 㻿0066、 172 ～ 175 䠖 㻿0068、 176 ～ 178 䠖 㻿0071、 179 䠖 㻿0073、 180 ・ 181 䠖 㻿0076、 182 ～ 184 䠖 㻿0077、 185 䠖 㻿0078、 186 ～ 188 䠖 㻿0080、 189 䠖 㻿0095167 䠖 㻿0061、 168 䠖 㻿0063、 169 ～ 171 䠖 㻿0066、 172 ～ 175 䠖 㻿0068、 176 ～ 178 䠖 㻿0071、 179 䠖 㻿0073、 180 ・ 181 䠖 㻿0076、 182 ～ 184 䠖 㻿0077、 185 䠖 㻿0078、 186 ～ 188 䠖 㻿0080、 189 䠖 㻿0095
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第２節　Ｂ a 区の遺構と遺物
第１項　第７ａ面検出遺構
　流路や溝のほか、僅かに土坑やピットを検出したが、遺構は稀薄である。

S1001　調査区北西隅に位置する溝状の落ち込みである。幅は0.7 ～ 0.9 ｍ程度であるが、北壁際では２

ｍ程度にまで広がる。深さは非常に浅く、0.05 ｍ程しかない。埋土は炭化物や小礫が混じる褐灰色の粘土

質細粒砂である。

　土師器（190）のほか砥石の剥離片が出土している。土師器は弥生形甕など古墳時代前期のものである。

190は布留式期前葉の複合口縁壺で、内外面は横位のヘラミガキである。

S1002　調査区の北西隅、S1001の東側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.4 ｍのやや歪んだ円

形で、深さは0.06 ｍを測る。埋土は小礫混じりの褐灰色粘土質細粒砂や、粗粒砂混じりの粘土質細～中粒

砂である。

　土師器小片が２点出土している。

S1003　調査区の北西隅、S1001の西側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.4 ｍのやや歪んだ円

形で、深さは0.08 ｍを測る。埋土は粗粒砂が混じる灰褐色の粘土質細粒砂である。

　土師器小片が出土している。

S1004　調査区の北西隅、S1001の西側に隣接するピットである。下記 S1005と重複し、S1005を切る。

平面形は長径約 0.5 ｍ、短径 0.35 ｍの楕円形で、深さは0.05 ｍを測る。埋土は細粒砂が混じる褐灰色の

粘土質細粒砂である。
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2. 10YR2/1 黒 粘土（7.5Y5/1～2.5GY5/1 灰～オリーブ灰 粘土ഇ礫混じる）
3. 10YR2/1 黒 粘土（7.5Y5/1～2.5GY5/1 灰～オリーブ灰 粘土ഇ礫混じる䛜2より混じりᑡない）
4. 10YR2/1～1.7/1 黒 粘土（2.5Y5/2 暗灰黄 粘土ഇ礫と炭混じる）
5. 10YR2/1 黒 粘土（2.5Y5/2 暗灰黄 粘土ഇ礫混じる）
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10. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫と粗～中粒砂混じる）
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7. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫多く含む）
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9. 10YR2/1 黒 粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰 粘土ഇ礫混じる）
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S1005　調査区の北西隅、S1001の西側に隣接する土坑である。S1004と重複し、S1004に切られる。平

面形は長径約１ｍ、短径 0.8 ｍ程度の楕円形であったと思われるが、東側の一部がやや張り出し歪む。深

さは0.08 ｍを測る。埋土は粗粒砂が混じる褐灰色の粘土質極細～細粒砂である。

　S1004・1005 からは土師器小片が出土している。ただしどちらの遺構からの出土なのかは不明。

S1006　調査区西半の北東隅に位置する土坑である。平面形は長径 1.9 ｍ以上、短径 1.6 ｍの楕円形を呈

する。深さは約 0.1 ｍで、埋土は、上層が小礫混じりの粘土質中粒砂ブロックや、中粒砂が混じる灰色の粘

土質極細砂、下層が中粒砂混じりの灰色粘土質極細～細粒砂である。

S1007　調査区の中央、南壁寄りに位置する溝である。幅は約 0.3 ～ 0.35 ｍで、約 40 度西偏する。深さ

は約 0.05 ｍで、埋土は粗粒砂混じりの灰黄褐色粘土質シルトである。

S1009　調査区の東半、北壁寄りに位置する溝である。南北方向の溝であるが、南壁までは達しない。幅
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は0.4 ～ 0.5 ｍ程度であるが、部分的に肩部が乱れて広がる箇所もある。深さは約 0.1 ｍで、埋土は粗粒

砂混じりの灰黄褐色粘土質シルトである。

S1010　調査区の東半、S1009 の東側に位置する溝である。南北方向の溝で、調査区を横断する。幅は

0.25 ～ 0.3 ｍで、深さは約 0.1 ｍに満たない。埋土は粗粒砂混じりの灰黄褐色粘土質シルトである。

S1013・1014・1018　調査区の西半、北壁際に位置する落ち込みである。一連の遺構であるのでまとめ

て報告する。南東―北西報告に斜行する溝状の落ち込みで、機械掘削終了段階で、すでに黄灰色の砂層が

明瞭に認識できていた。このため当初は攪乱と誤認して掘削を開始したが、途中で攪乱ではないことが判明

した。断面上部の記録が抜けている（図 39）のはこのためである。幅は約 3.5 ～５ｍ、東壁際の S1018

付近では７ｍ以上となる。深さは S1014としたあたりがもっとも深く、１ｍ前後であるが、これは、第７a 面

で検出できた黄灰色の砂層を完全に掘削した後に観察できた、さらに下層の堆積までも含めた深さである。

その黄灰色の砂層よりも下層には、細粒砂が混じる褐灰色の粘土質シルトと、黄灰色シルトを層状に含む細

粒砂混じりの黄灰色中粒砂がみられる。
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䠍䠊5YR4/1 褐灰 小礫混じり粘土㉁細粒砂㻔炭化物粒ⱝᖸ含む㻕

S1002

1䠊5YR4/1 褐灰 小礫混じり粘土㉁細粒砂
2䠊5YR5/2 灰褐 粗粒砂混じり粘土㉁細～中粒砂

S1006

䠍䠊N5/0 灰 中粒砂混じり粘土㉁極細砂
　　　　　　　　　㻔7.5Y5/1灰 小礫混じり粘土㉁中粒砂ブ䝻䝑䜽含む㻕
䠎䠊N4/0 灰 中粒砂混じり粘土㉁極細～細粒砂　　　　  　　 

S1014a

S1014b

1䠊5YR5/2 灰褐 粗粒砂混じり粘土㉁細粒砂
2䠊5YR4/1 褐灰 細粒砂混じり粘土㉁極細粒砂
3䠊5YR5/1 褐灰 粗粒砂混じり粘土㉁極細～細粒砂

1䠊7.5YR6/3 にぶい褐 粗粒砂混じり細～中粒砂㻔下᪉にྥ䛡䛶粗粒化する㻕【第5層】
2䠊10YR5/1 褐灰 細粒砂混じり粘土㉁シルト㻔೵Ỉᛶሁ✚層㻕
3䠊10YR4/1 褐灰 粗粒砂混じり粘土㉁粗粒砂㻔第7c層にఝる䛜䛭䜜より土ተ化ᙅい㻕
4䠊2.5Y6/1 黄灰 細粒砂混じり中粒砂㻔2.5Y5/1 黄灰 シルトを層≧に含む ὶỈᛶሁ✚㻕

 5䠊10YR5/4 にぶい黄褐 細粒砂混じり中砂
 6䠊5Y4/1 灰 粘土㉁極細砂㻔ⱝᖸ中粒砂混じる 黒化䛧䛶いる㻕
 7䠊10Y6/1 灰 粘土㉁極細砂

㻿㻝㻜㻜㻣䡚㻝㻜㻝㻢　1䠊10YR5/2 灰黄褐 粗粒砂混じり粘土㉁シルト
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　現地調査の段階では、上記のとおり途中から第７ａ面の遺構として調査しているが、実際には第８面で検

出した流路 S1020の影響により第７a 面にできた窪み、あるいは溜りであった可能性が高い。これについて

は後述の S1020の報告で再度触れる。

　S1013・1014 からは土師器（191 ～ 209）が多数と、木製品（200・201）が２点出土している。199

以外は、いずれも庄内式期後葉から布留式期前葉のものである。191は複合口縁壺の体部片か。外面は横

位のヘラミガキ。192・193・204・205は庄内式甕や、布留式傾向甕あるいは布留祖形甕などと呼ばれる

甕である。205はほかの甕よりも若干時期が下る。口縁端部は内面がやや肥厚し、体部内面のヘラケズリも

頸部屈曲部まで達しておらず、屈曲が丸くなる。口縁部外面に籾痕が認められる。206・207は弥生形甕で、

206は体部径に対して器高が低い。195 ～ 197は小型器台。195・196は脚部が接合面できれいに分か

れた受部片で、口縁端部は短く立ち上がる。内面には放射状のヘラミガキを施す。198・202・203は小型

丸底壺。198は体部内面にも横位のヘラミガキを施す。口縁部内側は暗文状の斜め方向のヘラミガキ。これ

に対し203の外面はヘラケズリのままである。199は唯一時期が古い弥生時代後期後半のもので、器台と

思われる。口縁端面には凹線状の筋が僅かに確認できるが、磨滅しており不鮮明である。その上に円形竹管

浮文を付けるが、その竹管は円形ではなく、Ｃ字状である。208は高杯。内面に放射状のヘラミガキを施

す。194は椀型鉢、209は有段口縁鉢である。200・201は木錘で、直径は両者ともに約 6.5 ㎝である。

S1016　調査区西端に位置する溝である。幅 0.15 ｍ程度の細い溝で、長さは２ｍを測る。深さも0.1 ｍに

満たない。埋土は粗粒砂混じりの灰黄褐色粘土質シルトである。

S1103　調査区東端に位置する流路で、04 −３調査７・15 区の７層上面で検出した3125 流路の延長部

にあたる。幅は確認できる箇所で約９ｍを測るが、それ以外の箇所では更に広がっていたと推測される。明

らかに７a 層を切る流路で（写真３−⑤）、機械掘削終了段階で、すでに幅の広い砂の広がりが検出できて

いた。深さは調査設計深度であるT.P.+7.8 ｍまで掘り下げたが、底には達することができず、それ以下にも

更に砂層が続いていた。埋土の大部分は細～粗粒砂・小礫であるが、岸際には植物遺体を含む灰色シルト

～極細粒砂などが堆積する。また北半部では、西側に寄った幅７ｍ程度の新しい段階の流路と、それに切

られるような状況の古い流路の重なりが観察できたが、これは人為的な掘り直しによるものではなく、おそら

く、一旦埋まっては再度砂礫が流入するという状況の繰り返しによるものと推測される。

　この最終段階の砂礫の最下層から、外面タタキを有する庄内式期後葉から布留式期前葉頃のものと思わ

れる甕小片が２点出土している。以前の調査では、布留式期の土師器や６世紀中葉の須恵器などが多く出
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土していたが、今回は上記 2 点のみであった。

　これらの遺構のほか、第７ａ面では、第８面で検出する遺構の影響により上部が窪み、一見遺構のように

見えるものもいくつか認められた。たとえば S1015・1031・1100などのように、第７ａ面の遺構検出の際

に、誤認してすでに掘削したものもあるが、明らかに下層遺構の影響によるものであった。また、調査区北

東隅で検出したS1002 ～ 1005についても非常に浅く、そういった下層遺構（S1025 ～ 1027）の影響で

できた窪みであった可能性が高い。調査区北半の北東隅で検出したS1013・1014・1018などについても、

第７a 面の調査段階にすでに深くまで掘削しているが、実は上記のような窪みであった可能性が高く、そう考

えると、この第７a 面で検出したものは、大半が上層からの攪乱か、下層遺構の影響でできた窪みということ

になり、第７a 面は東端部の S1103 以外は遺構がほとんど分布しない遺構面ということがいえる。

第２項　第８面検出遺構
　調査区西半で、土坑やピット、溝など多くの遺構を検出した。東半は遺構が稀薄である。また、それらよ

りも一時期古い時期の流路も検出している。

S1015　調査区西壁際に位置する土坑である。前記のとおり、この遺構の上部が第７a 面でも窪んでいたた

め、第７a 面の遺構のように思われたが、実際には第８面に伴う遺構である。西端が調査区外のため全体規

模は明らかでないが、平面形は一辺約 1.3 ｍの隅丸方形に復原できる。深さは第７a 面から0.5 ｍを測る

が、このうち上層の 0.25 ｍまでが、灰黄褐色の細～中粒砂などが堆積する第７a 面に現れた窪みである。

その下には同じく窪みに溜まった７a 層と考えられる中粒砂混じりの褐灰色粘土質極細粒砂がみられる。下

1�0㸸610011ࠊ�1 ～ 201㸸61013（1�1 ～ 1��㸸᭱ୖ層）ࠊ
202 ～ 20�㸸6101�（202 ～ 20�࣭20�㸸᭱ୖ層）
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層には中粒砂混じりの褐灰色粘土質極細粒砂や、黄灰色の粘土質シルトブロックや極細粒砂混じりの褐灰色

粘土質細粒砂が堆積しており、これが本来の土坑埋土ということになる。

　若干浮いた状態で、土師器（210 ～ 217）がまとまって出土している。いずれも庄内式期後葉から布留

式期前葉のものである。210 ～ 213は庄内式甕や、布留式傾向甕あるいは布留祖形甕などと呼ばれる甕で

ある。211は生駒山西麓産胎土の庄内式甕。やや小型で、上半のタタキは下半のハケ目と区別できないく

らい細かい。212はやや内湾する口縁で、端部は内面が丸く肥厚する。若干時期が下るか。213は外面に
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ハケ目は認められるが、タタキの痕跡は確認できない。214は直口壺。体部外面はハケ後ナデ、内面はヘ

ラケズリ。口縁部外面は斜め方向のハケで、内面は横位のハケ後、上半はナデ。215・216は小型丸底壺。

216は外面のうち上半にのみ縦位のハケ目が認められる。217は製塩土器か。

S1021　調査区東半に位置する土坑である。下層の S1020 埋土上面で検出できる。平面形は長径約

1.35 ｍ、短径 0.7 ｍの楕円形で、深さは0.15 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を含む黒～黒褐色のシルト

である。

S1022　調査区の東半、北壁際に位置する土坑である。大半が調査区外のため、全体規模は不明。東西幅

は2.3 ｍ以上ある。深さは0.45 ｍで、埋土は、上層がシルトの小ブロックや炭化物・粗粒砂～小礫などを

含む灰黄褐色シルト、下層が基盤層のブロックや炭化物を含む黒色の粘土～シルトである。

S1023　調査区東半に位置するピットである。下層のS1020埋土上面で検出できる。平面形は直径約0.4ｍ

の円形で、深さは0.25 ｍを測る。埋土は黒褐色の粗粒砂～小礫混じりのシルトである。

S1025　調査区北西隅に位置する土坑である。平面形は直径約 0.9 ｍの円形で、深さは0.3 ｍを測る。埋

土は粗粒砂～小礫を多く含む黒色シルトである。

　庄内式甕の口縁片（218）が出土している。

S1027　調査区北西隅、S1025の東側に隣接する土坑である。平面形は幅 0.3 ～ 0.6 ｍ、長さ1.4 ｍの歪

んだ楕円形で、深さは0.15 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒色シルトである。

S1028　調査区北西隅、S1027の南側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.3 ｍの隅丸方形で、深

さは0.17 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色シルトである。

　土師器小片が１点出土している。

S1030　調査区北西隅に位置するピットである。平面形は幅 0.25 ～ 0.3 ｍ、長さ0.5 ｍの瓢形で、深さは

0.2 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルトである。

S1031　調査区北西隅に位置する土坑である。平面形は直径約 1.5 ｍの円形で、深さは0.7 ｍを測る。埋

土は最下層に粗粒砂～小礫を含む灰～黒色のシルト～極細粒砂があり、その上に粗粒砂～小礫を非常に多

く含む黒色のシルト～細粒砂などが複雑に堆積する。

　最下層や中層から土師器（219 ～ 225）が多数出土している。219は鉢。弥生時代中期後半のもので、

ほかの土器とは時期が異なる。生駒山西麓産胎土で、外面に櫛描簾状文を施す。220・221は庄内式甕。

220の外面には頸部付近までハケ目が残る。タタキ目は確認できないが、ハケ目に先行する右上がりの圧

痕がかすかに認められる。221は割れや欠けのない完形品である。体部上半は右上がりのタタキで、下半

は縦位のハケで仕上げる。タタキの目は、ハケの目の幅とほぼ同じで非常に細かい。体部内面は頸部までヘ

ラケズリであるが、頸部の稜はシャープでなく、狭い面を残す箇所もある。頸部から口縁部は最終的にヨコ

ナデで仕上げるが、頸部の屈曲部には、内外面ともに僅かにヨコナデに先行するハケ目が認められる。外面

のそれはタタキの向きとはほぼ 90 度異なり、左上がりである。口縁部を接合する際に、ハケの工具を用い

て形をある程度整えていたのであろうか。底部には１箇所、直径５ｍｍの小円孔が穿たれている。222は

小型丸底壺。底部内面は放射状のハケ。口縁部内面は横位のハケ後、ヨコナデ。体部外面は横位のヘラミ

ガキで仕上げるが、下半には先行するヘラケズリの痕跡が残る。またヘラケズリと重なるように、横位のハケ

目が１箇所にのみ認められる。偶然工具が当たったものかもしれないが、ヘラケズリの前にハケ調整が行な

われていた可能性も考えられる。223は小型器台の脚部。外面にのみ横位のヘラミガキを施すが、上端部

にはそれに先行する縦位のヘラケズリが認められる。224は複合口縁壺。内外面ともに横位のヘラミガキの
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後、やや斜め方向に暗文風の丁寧なヘラミガキを施す。225は尖底であることから、製塩土器と判断した。

外面はタタキ後ナデで、底部付近にのみタタキ目が残る。内面には板状工具による圧痕が明瞭に認められ

る。被熱のためか、表面が赤橙色（10R6/6）に変色している。

S1034　調査区西端に位置する溝である。幅は約 0.4 ～ 0.7 ｍ、長さは約６ｍで、Ｚ字状に蛇行する。深

さは0.1 ｍ程度で、埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒色シルトである。

　土師器小片が出土している。

S1035　調査区の西端、S1034の西側に隣接する土坑である。平面形は直径約 0.8 ～ 0.85 ｍの円形で、

深さは0.27 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒褐色のシルト～細粒砂や、黒色シルトである。

　土師器小片が出土している。

S1036　調査区の西端、S1034の東側に隣接するピットである。平面形は長径 0.3 ｍ、短径 0.25 ｍのや

や歪んだ楕円形で、深さは0.22 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒褐～黒色のシルトである。

S1038　調査区の西端、S1034 の東側に隣接するピットである。平面形は直径 0.38 ｍの円形で、深さは

0.12 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルトである。

S1041　調査区の西端、S1031の南側に隣接するピットである。平面形は長径 0.3 ｍ、短径 0.25 ｍの楕

円形で、深さは0.23 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルトである。
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12. 10YR3/2 黒褐 粗粒砂～小礫を多く含むシルト～極細粒砂
13. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト
14. 10YR1.7/1 黒 粗粒砂～小礫を多く含むシルト～細粒砂
15. 10YR3/1 黒褐 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト
16. 2.5Y5/1 黄灰 シルト（粗粒砂～小礫をᑡ㔞含む）
17. 2.5Y3/1 黒褐 粗粒砂～小礫を含むシルトと
       2.5Y5/1 黄灰 シルト（粗粒砂～小礫をᑡ㔞含む）䛜ブ䝻䝑䜽≧に混ྜ
18. 2.5Y7/2 灰黄 シルト～極細粒砂と 
       2.5Y3/1 黒褐 粗粒砂～小礫を多く含むシルト䛜ブ䝻䝑䜽≧に混ྜ
19. 5Y3/1 オリーブ黒 粗粒砂～小礫を多く含むシルト
20. 5Y4/1 灰 シルト（粗粒砂～小礫をᑡ䛧含む、炭化物をᑡ䛧含む）
21. 5Y6/1 灰 シルト（炭化物の薄層を含む）
22. 5Y4/1 灰 シルト（粗粒砂～小礫の薄層を含む）
23. 5Y2/1 黒 シルト（粗粒砂～小礫の薄層を含む）

1. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫を多く含むシルト
2. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫混じるシルト
3. 10YR4/1 褐灰 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト
4. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～細粒砂 
   （ᇶ┙層のブ䝻䝑䜽を含む）
5. 10YR6/1 褐灰 シルト混じる細粒砂～粗粒砂・小礫
6. 10YR4/1 褐灰 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～細粒砂
   （ᇶ┙層のブ䝻䝑䜽を多く含む）
7. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～細粒砂
8. 5B3/1 暗青灰 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～極細粒砂
9. 10YR5/1 褐灰 粗粒砂～小礫を多く含むシルト～極細粒砂
10. 10YR3/1 黒褐 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～細粒砂
11. 10YR2/1 黒 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト～極細粒砂

X=-155,936

Y
=-

41
,6

76

S1076

S1075

S1092

7

7

10
11

15 19
20

22

23

21

6 7

8

9

7
7

7

10

12

1

2

13

14

1617
18

䠄᩿㠃఩⨨䛿ᅗ 㻠㻞 ཧ↷䠅

ਤ ��　̗̰区ୈ̔面ݕग़Ҩߏฏ面ɾஅ面̎

― 51 ―



S1042　調査区の西端、S1041の南側に隣接するピットである。平面形は長径 0.65 ｍ、短径 0.52 ｍの楕

円形で、深さは0.18 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む褐灰色のシルト～細粒砂である。

S1044　調査区の西端、S1042の南側に接するピットである。平面形は長径 0.52 ｍ、短径 0.34 ｍの楕円

形で、深さは0.28 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒色シルトである。

S1057　調査区の西端、南壁際に位置するピットである。平面形は長径約 0.6 ｍ、短径 0.5 ｍの歪んだ楕

円形で、深さは0.3 ｍを測る。埋土は、下層がシルト混じりの褐灰色細～粗粒砂・小礫で、中層が粗粒砂

～小礫を非常に多く含む黒色シルト～細粒砂、上層が粗粒砂～小礫や基盤層のブロックを含む褐灰色シルト

である。

　土師器小片が出土している。

S1059　調査区の西端、S1057の東側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.4 ｍの円形で、深さは

0.32 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫や基盤層のブロックを多く含む褐灰色のシルト～細粒砂である。

S1061　調査区の西端、S1059 の北側に隣接する土坑である。平面形は長さ約３ｍ、最大幅 1.1 ｍの長

い楕円形で、北側が若干折れ曲がる。深さは0.14 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む暗青灰色や褐灰

色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が３点出土している。

S1062　上記 S1061 の西側に重複するピットである。平面形は長径約 0.6 ｍ、短径 0.35 ｍの楕円形で、

深さは0.3 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒色のシルト～細粒砂で、S1061を切る。

S1066　調査区の西端、S1061の東側に隣接するピットである。平面形は直径 0.4 ～ 0.45 ｍ円形で、深

さは0.25 ｍを測る。埋土は S1062と同じである。

S1068　調査区の西端、S1066 の東側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.4 ｍ円形で、深さは

0.35 ｍを測る。埋土は S1062と同じである。

S1072　調査区の西端、S1068 の南側に位置するピットである。平面形は直径 0.45 ｍの円形で、深さは

0.35 ｍを測る。埋土は S1062と同じである。

S1075　調査区の西端、S1061の南東側に隣接するピットである。平面形は長径約 0.4 ｍ、短径 0.3 ｍの

楕円形で、深さは0.25 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルト～細粒砂である。

S1076　上記 S1075と重複する土坑である。平面形は長径 1.25 ｍ、短径 0.4 ～ 0.6 ｍの楕円形で、深さ

は0.1 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が出土している。

S1084　調査区西壁際に位置する溝状の土坑である。長さは 7.5 ｍ以上で、幅は約 1.0 ～ 1.7 ｍを測る。

深さは0.05 ｍと平面規模の割に浅い。埋土は S1062と同じである。

　古墳時代前期の、器壁が厚い複合口縁壺体部片がまとまって出土している。
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1. N3/0 暗灰 シルトと N4/0 灰 粗粒砂～小礫の互層
2. 7.5Y5/1 灰 シルト ᭱ᗏ部はN3/0 暗灰 シルト
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S1085　調査区の西半、S1084の南側に隣接するピットである。平面形は直径 0.4 ～ 0.45 ｍの円形で、深

さは0.27 ｍを測る。埋土は S1062と同じである。

S1087　調査区西壁際に位置する土坑である。遺構の西半が調査区外のため、全体規模は不明。南北幅は

約1.3ｍで、深さは0.35ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルト～細粒砂である。

　土師器小片が出土している。

S1091　調査区南西隅に位置する溝である。最大幅 0.8 ｍの南北方向の溝で、北側が徐々に細くなる。深

さは0.17 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒褐色のシルト～極細粒砂である。

210 ～ 217㸸610121ࠊ��㸸6102ࠊ�

21� ～ 22�㸸6103122ࠊ�㸸61100
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S1092　調査区の西半中央に位置する土坑である。平面形は長径 1.4 ｍ、短径 0.75 ｍの楕円形であるが、

東肩部が浅く広がる。深さは0.25 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒色のシルト～細粒砂である。

S1095　調査区の西半中央、S1092の南西側に位置する土坑である。平面形は長径 2.2 ｍ、短径 0.75 ～

0.95 ｍの楕円形で、深さは0.1 ｍ前後である。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒褐色のシルトである。

　土師器小片が出土している。

S1099　調査区の西半、S1095の東側に隣接する土坑である。平面形は長径 2.6 ｍ、最大短径 1.9 ｍの

ビーンズ形を呈する。深さは底部に凹凸がみられるが、平均0.15 ｍ程度である。埋土は、最下層が灰黄色

のシルト～極細粒砂と、粗粒砂～小礫を含む黒褐色シルトとの混合土、上層が粗粒砂～小礫を含む黒褐色シ

ルトと黄灰色シルトとの混合土や、粗粒砂～小礫を少量含む黄灰色シルトである。

S1100　調査区の西半、S1099の北側に隣接する土坑である。遺構の東端部が調査区外のため全体規模

は不明。平面形は長方形で、幅は1.7～ 1.8ｍ、長さは3.5ｍ以上である。深さはもっとも深い箇所で0.7ｍ

を測る。

　完形の手焙形土器（226）がやや浮いた状態で出土した。第８面の遺構から出土しているほかの土器と

土坑状変形

S1022

S1103

S1021

S1023

S1020

3125

3128

3152

Y
=
-
4
1
,6

3
0

Y
=
-
4
1
,6

4
0

Y
=
-
4
1
,6

3
0

Y
=
-
4
1
,6

2
0

Y
=
-
4
1
,6

1
0

Y
=
-
4
1
,6

0
0

X=-156,000

X=-155,990

X=-155,980

X=-155,970

X=-155,960

X=-155,950

౦൒෦౦൒෦

0 (1:400) 10ｍ

Ba区

��ʵ� ௐࠪ ̑区

䐟

䐠

ਤ �7　̗̰区౦൒ୈ̔面ݕग़Ҩߏશମฏ面

― 54 ―



同時期の、庄内式期後葉から布留式期前葉頃のものと考えている。平底で、鉢部の口縁部はくの字状に外

側に緩やかに開く。外面は突帯より下がナデで、ハケ目は認められない。突帯より上は縦位のハケ。内面は

下半が縦位、上半が横位のハケ。覆部は鉢部口縁端部よりやや下がった屈曲部に接合する。外面は縦位の

ハケの後ナデ。内面はハケで、開口部の縁は外側に折り曲げる。全体に雑なつくりである。

S1020　調査区東半に位置する流路である。第８面でその痕跡が検出できるものの、上記のピットや土坑な

どの遺構群が形成される古墳時代前期の段階には、すでに完全に埋まっている、明らかに一時期古い遺構

であり、本来ならば、更に１層掘り下げた第９面で検出すべき遺構であったと思われる。下層に位置する流

路の最上層が窪んでいたために、その窪みに溜まった埋土が第８面に伴う遺構のように溝状に検出できた。

この溝状の窪みは、幅５ｍ前後、深さ約 0.1 ～ 0.15 ｍで、東北東―西北西方向に大きく斜行している。そ

の西側延長上には、調査区西半で検出したS1013・1014・1018 が位置しており、関連がうかがわれる。

埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黒褐色のシルト～細粒砂で、上記の S1021・S1023はこの最上層の

上面で検出している。

　調査では、この溝状の窪みの底を検出しようと掘削を始めたが、更に下層まで砂層が続いており、明確な

底を検出することができなかった。このため、調査設計深度であるT.P.+7.8 ｍまで掘り下げることとなった

が、結局、底に達することができず、北肩についてもその立ち上がりを検出することができなかった。これに

より、当初は幅５ｍ程度の溝と思われたものが、実際には幅の広い大規模な流路であることが明らかとなっ

た。南肩部については、下層に広がる暗色層（写真５）を切るような明らかな立ち上がりが検出できたこと

から、最上層の窪みの肩部とほぼ同位置であることがうかがえるが、北肩部については、最上層の窪み肩部

よりもさらに北側まで、特に顕著な変化もなく砂層が続いており、立ち上がりが近いことがうかがえるような

状況でもなく、その位置を確認することも、また推測することもできなかった。おそらく調査区北壁まで達す

るような大規模な流路であったと考えられる。

　なおこの流路の位置は、04−３調査５区の９層下面で検出した3128・3152 流路の北側にあたっており、

その延長部であった蓋然性が高い。ただし以前の調査では、この流路から残存状態の良い縄文時代後期中

葉の土器が多く出土しているが、今回の調査では皆無であった。

　ところで上記のとおり、この流路の西延長上にS1013・1014・1018 が位置していることは注意したい。

これらの遺構は７a 層上面から明らかに窪んでいたことから、第７a 面の遺構として掘削・報告しているが、

実は下層に位置していたこの流路 S1020の影響が第７a 面まで及んでおり、長い間、窪みあるいは湿地状
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1. 10YR�/1 褐⅊ 粗粒砂～ᑠ♟ΰࡿࡌ シルト࠙➨7aL層ࠚ
2. 2.�Y7/3 ὸ㯤 シルト ͤ61020ὶ㊰⠊ᅖにࡳࡢሁ✚
3. 10YR1.7/1 黒 粘土～シルト ͤ61020ὶ㊰⠊ᅖにࡳࡢሁ✚
�. 10YR3/1 黒褐 粗粒砂～ᑠ♟ΰࡿࡌ シルト࠙61023ࠚ
�. 10YR2/2 黒褐 粗粒砂～ᑠ♟ࢆ多く含む シルト～ᴟ細砂࠙➨7aLL層ࠚ
�. 10YR3/2 黒褐 粗粒砂～ᑠ♟ࢆ非常に多く含むࠊシルト～細粒砂࠙61020ὶ㊰᭱ୖ層ࠚ
7. 10YR�/2 ⅊㯤褐 シルトΰࡿࡌ 細～粗粒砂࣭ᑠ♟ 
�. 2.�Y7/1 ⅊ⓑ ᴟ細～細粒砂（୍㒊 ୰砂～粗砂ࢆ含むࡾ࠶ࢼ࣑ࣛࠊ）
�. 2.�Y�/2 ⅊㯤 ୰～粗粒砂࣭ᑠ♟（࣑ࣛࡾ࠶ࢼ）
10. ⫪㒊ศࡣᴟ細～細粒砂
11. 1�/0 ⅊ ୰～粗粒砂࣭ᑠ♟
12. �*Y7/1 ࣮᫂࢜ࣜࣈ⅊ ᴟ細～細粒砂
13. �Y�/1 ⅊ シルト～ᴟ細粒砂

13

18

1�. �Y7/3 ὸ㯤 シルト～ᴟ細粒砂
1�. �Y7/1 ⅊ⓑ 細～粗粒砂࣭ᑠ♟
1�. 10*�/1 ⥳⅊ シルト～ᴟ細粒砂（࣑ࣛࡾ࠶ࢼ）
17. 10*�/1 ⥳⅊ シルト～ᴟ細粒砂
1�. 10*�/1 ⥳⅊ ᴟ細～細粒砂 ༡࡝࡯୰～粗粒砂࣭ᑠ♟ⷧࡢ層ࢆ多く含む
1�. 10YR�/1褐⅊ シルト～細砂
20. 10*�/1 ⥳⅊ シルト～ᴟ細砂（細粒砂ⷧࡢ層ࢆ多く含む）
21. 10*�/1 ⥳⅊ ᴟ細～細粒砂（Ⅳ໬≀∦ࢆഹ࠿に含むࡾ࠶ࢼ࣑ࣛࠊ）
22. 2.�Y�/1 㯤⅊ シルト～ᴟ細粒砂 10 ࡜*Y�/1 ⥳⅊シルトࡢ஫層
23. �*Y�/1 ࣮࢜ࣜࣈ⅊ ᴟ細～細粒砂（シルトཬࡧ୰～粗粒砂ⷧࡢ層ࢆ多く含む）
2�. �*Y�/1 ࣮࢜ࣜࣈ⅊ 細～୰粒砂（ᴟ細粒砂ⷧࡢ層ࢆ含む）
2�. �*Y�/1 ࣮࢜ࣜࣈ⅊ ᴟ細～細粒砂（୰粒砂ⷧࡢ層ࢆ多く含む）
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の溜りとなっていたものであった可能性が考えられる。下層の影響によるこれらの窪み、あるいは溜りを、第

７a 面の遺構と認識し、掘削してしまっていたのかもしれない。

　以上の遺構のほか、地震動によって生じたと考えられる変形構造（土坑状変形）を、調査区東半の南壁

際で２基、西半の北寄りで２基確認している。　　　　　〈現地調査担当：若林（12月）・信田（１月～）〉

第３節　Ｂｂ区の遺構と遺物
第１項　第６面検出遺構
　溝１条を検出した。

S2001　調査区中央に位置する溝である。後述する流路S2022上に堆積した６層の上面で検出できる唯一

の遺構である。調査区を横断する南北方向の溝で、幅は 0.4 ～ 1.1 ｍを測る。深さは浅く0.1 ｍに満たな

い。埋土は小礫が混じる粗～細粒砂である。

　土師器小片が出土している。

　調査区東半部では、上記６層よりもさらに１層上の、粗～中粒砂が多く混じる黄褐～にぶい黄色の粘土質

シルト層を切る遺構を検出している。S2019・S2027・S2028などとした溝で、現代の水田床土を除去した

面で検出できる遺構であったため、今回の調査では攪乱扱いとしたが、S2028 からは８世紀の土師器（240

～ 242）、須恵器（243）が出土しているため、図 55に実測図のみ掲載しておく。この溝は、04−３調査

９区の７層上面で検出した2362 流路にあたり、この時の調査でも人面墨書土器を含む８世紀の土器が多

く出土している。240は杯、241は小型の甕。242・243は壺である。
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第２項　第７面検出遺構
　溝を幾筋も検出した。このほか土坑やピットを数基と、それらよりも一時期古い時期の流路を検出している。

S2002　調査区の北壁際、S2001の西脇に位置するピットである。平面形は一辺約 0.3 ｍの方形を呈する。

深さは0.33 ｍで、埋土は下層から、細～極細粒砂が混じる灰黄褐色の粘土質シルト、粗～中粒砂、細～極

細粒砂の３層である。

S2003　調査区西端に位置する溝である。Ｂａ区東端の流路 S1103 から分岐し、北東にのびるが、北壁

際では後述する溝 S2004・2005と合流して１条の溝となる。幅は 1.1 ～ 1.9 ｍで、深さは約 0.8 ｍを測

る。埋土は、最下層に黒褐色粘土があるが、大半は細～極細粒砂である。

S2004　調査区西端に位置する溝である。Ｂ a 区東端の流路 S1103 から分岐し、東にのびるが、僅か数

メートルで上記 S2003に合流する。幅は約 2.2 ｍで、深さは約 0.9 ｍを測る。埋土は、黒褐色の粘土偽礫

が混じる灰黄褐～にぶい黄褐色の細粒砂～シルトや、極粗～極細粒砂などで、最下層には S2003と同様に

黒褐色粘土がみられる。

なお、S1103の断面を観察している過程で、S2004 が S1103の古い時期の埋土を切っている状況が確

認できた（図 40）。これは、S1103の東岸がある程度埋まった段階で S2004 が築かれたことを示している

が、この時 S1103はまだ完全には埋まりきっていない。S1103とS2003 ～ S2005の平面的な位置関係か

らも、S2003 ～ S2005 が機能していた時期には、S1103はだいぶ埋まってはいるものの、ある程度の幅の

まま、S2003 ～ S2005と併存していたと考えている。ただし、南側の04−３調査では、S1103の延長部に

あたる3125 流路は７層上面（第２面）で、後述するS2005・2006・2008・2010 の延長部にあたる

3272 ～ 3275 溝は、それよりも下層の７ｂⅱ層上面（第３面）で検出されており、今回の状況とは若干異

なる成果となっている。おそらく3125 流路の砂層が盛り上がっていたために、上層から検出できたためと考

えられるが、遺構の形成順を検討する上で重要な場所であり、注意しておきたい。

S2005　調査区の西端、S2003・2004の東側に位置する溝で、04−３調査７区の７ｂⅱ層上面で検出し

た3274 溝の延長部と思われる。S2003とは逆に南東―北西方向にのび、緩やかに湾曲しながら北壁際で

上記 S2003と合流する。幅は1.7 ～ 1.9 ｍで、深さは約 0.65 ｍを測る。埋土は、下層が黄褐色粘土の小

偽礫や細～極細粒砂を含む黒褐色のシルト質粘土で、上層が細～極細粒砂である。

S2006　調査区の西端、S2005の東側に位置する溝で、04−３調査７区の７ｂⅱ層上面で検出した3272

溝の延長部と思われる。やや東偏する南北方向の溝で、上記 S2003 ～ S2005に比べ小規模である。南端

が S2005とつながるが、調査区南壁断面では、S2005の埋土上面からS2006 が形成されていることが観
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察できた。幅は約 0.7 ～ 0.8 ｍで、深さは約 0.45 ｍを測る。埋土は、上層が黄褐色粘土質シルト、下層が

粗～中粒砂や明黄褐色シルト偽礫が混じる黒褐色粘土質シルトである。

　弥生時代後期の壺底部片（227）が１点出土している。

S2007　調査区の西半、S2006の東側に位置するピットである。平面形は直径 0.2 ｍ強の円形で、深さは

0.2 ｍを測る。埋土は粗～中粒砂が混じるにぶい黄色の粘土質シルトである。

S2008　調査区の西半、S2006の東側に並行する溝で、約 18 度東偏する。04−３調査７区の７ｂⅱ層上

面で検出した3273 溝の延長部と思われる。幅は0.55 ～ 0.85 ｍで、深さは約 0.2 ｍを測る。埋土は、上

層が粗～中粒砂を多く含むにぶい黄褐色砂質シルト、下層がにぶい黄褐色のシルト偽礫が混じる粗～中粒

砂である。

　土師器小片が２点出土している。

S2009　上記 S2008 の東側に位置する土坑である。一部未検出であるが、平面形は長径 1.5 ｍ、短径

1.0 ｍの楕円形に復原できる。深さは0.25 ｍで、埋土は細～極細粒砂である。

S2010　調査区の西半、S2008の東側に位置する溝である。後に報告する流路 S2022の西肩部にほぼ重

複し、大きく蛇行する。本来の溝幅は0.6 ～ 0.9 ｍ程度であるが、下層に重なるS2022の影響で、両肩部

ともに浅く広がる。深さは約 0.35 ｍで、埋土は、下層が粗～中粒砂が混じる褐色のシルト質粘土やシルト

質粘土が混じる粗～中粒砂で、広がった肩部などは、部分的に極粗～中粒砂が混じる褐～にぶい黄褐色の

シルトや極粗～中粒砂である。04−３調査７区の７b ⅱ層上面で検出した3275 溝の延長部と思われる。

S2011　調査区の西半、S2011の西側に位置するピットである。平面形は直径約 0.3 ｍの一部が僅かに張

り出した円形で、深さは0.2 ｍを測る。埋土は、下層が炭混じりの褐灰色粘土、上層が粗～中粒砂混じりの

黒色粘土質シルトである。

S2012　調査区の西半、S2010の東側に位置する溝である。大きく蛇行する。幅は0.4 ～ 0.6 ｍで、深さ

は0.1 ｍ弱と浅い。埋土は細～極細粒砂が混じる灰黄褐のやや粘土質シルトである。

S2013　調査区の西半、S2011の東側に位置する溝である。上記 S2006・S2008 が東偏するのに対して、

この溝は約 20 度西偏する。本来の溝幅は 0.8 ～ 1.1 ｍ程度であるが、東肩部のみ浅く広がる。深さは約

0.15 ｍ強で、埋土は極粗～中粒砂を多く含む黒褐色の粘土質シルトや、粘土質シルトが混じる極粗～中粒

砂などである。

　最下層から土師器小片が２点出土している。

S2014　調査区の中央、下記 S2015の底面で検出した溝状の土坑であるが、S2015と一体のものと考えた

方がよいかもしれない。幅は0.2 ～ 0.3 ｍ、長さは 1.5 ｍ、深さは 0.06 ｍを測る。埋土は炭が混じる灰黄

褐色の粘土質シルトである。

　弥生土器、あるいは土師器と思われる小片が出土している。

S2015　調査区中央に位置する土坑である。平面形は長径9.2 ｍ、短径 4.5 ｍの大型の楕円形で、深さは

0.35ｍを測る。埋土は、下層が炭混じりの黒色や灰黄褐色の粘土、上層が細～極細粒砂混じりのにぶい黄褐

色シルトや、にぶい黄褐～黄褐色の砂質シルト偽礫や細～極細粒砂が混じる黒褐色の粘土質シルトである。

S2016　調査区の東半に位置する溝である。下記 S2017・S2018のような壁が立つような明らかな遺構で

はなく、辛うじて輪郭が検出できる程度の浅い溝である。第７面で何度検出し直しても、まったく同じ位置に

輪郭が認められたことから遺構とした。深さも0.02 ～ 0.03 ｍ程度しかなく、調査区南壁の断面でも僅かな

窪みが確認できる程度である。埋土は細～極細粒砂が混じるにぶい黄褐色シルトである。
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S2017　調査区の東半、S2016の東側に位置する溝である。約 22 度東偏し、調査区を斜行する。幅は約

0.75～ 0.95ｍで、深さは約0.45ｍを測る。埋土は部分的に灰黄褐色シルトが混じる極粗～中粒砂である。

　弥生時代後期後半の甕、あるいは古墳時代前期の弥生形甕と思われる口縁部片（228）が１点出土して

いる。

S2018　調査区の東端、S2017の東側に位置する溝である。約 41 度東偏し、調査区を斜行する。幅は約

0.8 ～ 0.9 ｍで、深さは0.6 ～ 0.8 ｍ強を測る。上半の埋土は極粗～細粒砂で、下半には灰黄色の細～極

細粒砂と黒褐色の粘土がラミナ状に堆積する。調査区北壁際では肩部がやや乱れ、落ち込み状に広がる。
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　土師器片が４点と、北端部から須恵器が２点（229・230）出土している。229は肩部が落ち込み状に

広がった箇所からの出土である。ともに６世紀後半の杯。

S2020　調査区北東隅に位置する土坑である。北端部が調査区外であるが、平面形は長径約３ｍ、短径約

1.0 ～ 1.1 ｍ楕円形に復原できる。深さは0.15 ｍで、埋土は、上層がシルト混じりの極粗～中粒砂、下層

が炭混じりのにぶい黄褐色粘土質シルトである。

S2021　調査区東端の調査区境に位置する溝である。僅かに東偏する南北方向の溝で、幅は0.2 ～ 0.3 ｍ

程度で、ほかの溝に比べ細い。深さは約 0.2 ｍを測る。埋土はにぶい黄褐色の粘土質シルト偽礫が混じる

黒褐色粘土質シルトで、北半部には炭も混じる。

S2022　調査区西半に位置する大規模な流路である。南側の04 −３調査でも大規模な流路を幾筋も検出

しているが、これは04 −３調査７・８区の７ｃ層上面で検出した3115・3116・3410 流路（７・８区

南側の16 区では 3344 流路）の延長部にあたると考えている。７層を切る第７面検出の遺構であるが、前

記 S2010 ～ S2015などの遺構は、この S2022 が完全に埋まった後の埋土上面に形成されており、同じ第

７面検出の遺構でも、明らかな時期差が認められる。流路の規模は、調査区南壁際で幅約 38 ｍ、北壁際

で約 16 ｍを測る。深さは、第７面から約 1.1 ｍの、T.P.+7.8 ｍまで掘削したが、まったく底に達するよ

うな状況ではなく、さらに深くまで砂礫が続いていた。湧水も著しい。埋土は西肩部に粗～細粒砂が混

じる黒褐～黒色の粘土質シルトがみられるが、それ以外はほとんどラミナ堆積を示す砂礫で、植物遺体

も多く含まれている。

　層位的には古墳時代の遺物が出土してもよい遺構であるが、実際に出土した土器はすべて弥生土器（231

～ 239）であった。いずれも弥生時代後期後半のものである。231・232は甕。232の下半はタタキ後ナデ。
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233は小型の長頸壺か。234～ 237は壺。236の広口壺は、外面の磨滅が著しいが、僅かにヘラミガキが

認められる。内面は板状工具によるナデで、工具の痕跡が明瞭に残る。238は有孔鉢。底部に８孔をあけ

る。239は鉢。なお、234～ 236の３点は東岸寄りの上層からまとまって出土したものである（図54）。

第３項　第８面検出遺構
　大規模な流路を検出した。

S2023　調査区中央に位置する流路である。Y ＝− 41,511 ～− 41,516 ｍ付近を東肩として調査区を横断

する。西肩については、西半部に第 7 面検出の S2022 が重複しているため、正確な位置は明らかでない

が、S2022の西肩よりも西側へは流路の砂層が広がっていなことから、おそらくS2022の西肩付近にS2023

の西肩もあったと考えている。この場合、S2023の東西幅は約 70 ｍとなる。その位置や規模から、04 −

３調査 15 ～ 17 区で検出した3527 流路の延長部にあたると考えられる。この流路は７層によって完全に

覆われ、８層を切るような状況で検出できたが、実際には８層を切る第８面の遺構ではなく、かなり古い時

227：62006、228：62017、229・230：62018、231ࠥ239：62022、240 ～ 243：62028、244：62023
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代から存在していた流路である。第８面の段階にも完全に埋まりきっておらず、流路はほぼ当初の規模のま

ま、砂礫や木材が流れているような状況であった。その流路以外の場所に８層が形成されたために、８層を

切る遺構のように検出できたが、東肩部では、流路を覆うように僅かに８層がはみ出している状況が観察で

きた（写真４−⑫、図 12−⑤）。これは、流路東肩部が僅かに埋まった段階で８層が形成されたことを示し

ている。平面的にも、第８面で引いた流路の輪郭より、８層を除去した第９面での肩部の輪郭が僅かに東

側に広がったような状況で検出できた。

　埋土は、最上層が黄褐色のシルト～粘土質シルトで、それ以下は細～極細粒砂である。下層ほど砂粒も

粗くなり、またT.P.+8.0 ｍ付近から下層には多くの植物遺体が混入する。

　04 −３調査では、縄文時代晩期前半の土器が多数出土したが、今回出土した遺物は土師器片と縄文土

器片（244）の２点のみであった。土師器は庄内式後葉から布留式期前葉の小型器台の脚部小片で、この

流路の最終埋没時期を示しているかもしれない。縄文土器は後期中葉の粗製深鉢。口縁部外面に条痕が認

められるが、貝殻によるものかは判断が難しい。

　なお、調査設計深度であるT.P.+7.8 ｍではまったく流路の底に至っていなかったことから、埋め戻す前に

重機によって一部を掘削し、底の高さの確認に努めた。S2023 東岸裾部では、予想以上に浅くT.P.+6.9 ｍ

付近で底が確認できた（図 58）。S2023の埋土はほとんど礫や砂で、多くの植物遺体が含まれていた。こ

の底の高さが全体に広がるのかを確認するため、重機を反転させ、東岸から約 20 ｍの地点も掘削したが、

ここではまったく底が確認できず、T.P.+4.8 ｍ付近まで掘削したが、湧水が激しく、壁面も崩壊し始めたため、

それ以上の調査は断念した。T.P.+4.8 ｍ付近には流木が多く埋没していたが、前回調査のような縄文土器は

１点も出土しなかった。

　時期を特定できる遺物が出土していなかったため、上記植物遺体を採取し、放射性炭素年代測定を実施
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した。その結果、上層のT.P.+7.8 ｍ付近から出土した流木（クリ）や、T.P.+7.0 ｍ付近から出土した葉（イ

チイガシ）は縄文時代晩期頃、下層の T.P.+4.8 ｍ付近から出土した流木（コナラ属コナラ節）は縄文時代

早期との測定結果が得られた。

　なお、詳細については第６章で報告している。

S2029　調査区の中央、S2022の東肩部に位置する流路である。肩部の一部のみの検出であり、全体規模

は明らかでない。前記のとおりS2022は７層を切る流路であるが、この S2029は７層によって完全に覆わ

れており、7 層を除去したS2023の埋土上面でなければ検出できない（写真図版 17−４）。明らかにS2022

とは時期を異にするが、S2022の肩部にほぼ重なっていることから、S2022の前身遺構と考えられる。つま

り、S2023 が完全に埋まった後に、新たにS2029 が形成され、その一部、あるいは全体が７層によって覆

われた後に、再度 S2029とほぼ同じ位置にS2022 が形成されたのではないか、と考えている。埋土は、上

層が黒褐色やにぶい黄褐～褐色の粘土で、下層が褐灰色のシルト偽礫と粗～中粒砂が混じる褐灰色の細粒

砂～シルトや、細礫～極細粒砂である。

　時期不明の土器小片が２点出土している。

　これらの遺構のほか、S2022より西側の流路外の範囲では、地震動によって生じたと考えられる変形構造

（土坑状変形）を３箇所で確認している。

第４項　第９面検出遺構
　この第９面は、調査区中央の流路 S2022・2023によって分断され、また大きく削られているため、残っ

ている範囲も非常に狭い。S2023より東側ではピットを７基検出し、S2022の西側では溝を１条検出した。

ただし前章で報告したとおり、この S2022・2023によって分断された東と西側では、80 ｍほど隔てている

ため、８層以下の様相がまったく異なっており、同じ第９面検出とした以下の遺構も、同時期の遺構かどう

か検証ができていない。

S2030 ～ 2037　S2023より東側に分布するピットである。規則的に並んでおらず、建物の柱穴になるよう

な遺構ではない。平面形はいずれも直径0.15～0.2ｍ程度の小さな円形で、深さはS2033のように0.05ｍ

に満たない非常に浅いものもある。これらのピットの中には人為的な遺構ではない地面にできたシミのような

ものも含まれているかもしれない。
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　S2030・2031の２基については、調査区の東端、Ｂ c区との境となるY＝− 41,500ｍ上の側溝を掘り直

している段階で、側溝壁面に現れた遺構断面によってその存在が判明した。平面的には８層上面では非常に

不明瞭であったため検出できず、第９面での検出となったが、断面では明らかに８層上面から掘り込まれてい

る状況が観察できた。埋土は、ほかのピットが黒褐～黒色のシルトや粘土質シルトであるのに対して、この2

基の上層には、にぶい黄褐色のシルト偽礫を多く含む黒褐色シルトが堆積しており、深さもS2030は 0.25 ｍ、

S2031は 0.4 ｍと深く、明らかにほかのピットとは異なる状況であった。近接する溝 S2021が７層上面で検

出できていたことから、この２基のピットについても7層上面から掘り込まれていた可能性も考えられる。

S2038　S2022の西肩部に沿う溝である。調査区南壁際に設けた下層確認トレンチによってその存在が判

明したため、７層下面（第８面）から掘り込まれた遺構であったのかを確認するため、再度７層下面の遺構

検出に努めた。結果、確かに溝の上部は粗粒砂の混じりが少なく、均一の細粒砂となっていることは認識で

きたが、その境は遺構の輪郭線を確実に引けるようなものではなく、ぼんやりとした非常に不明瞭なもので

あった。このため、７層下面で検出できる遺構ではないと判断し、８層（調査区東方に堆積する８層とは異

なる）を除去し、第９面で確実な遺構の輪郭をおさえることとした。

　調査区を横断する南北方向の溝で、幅は南壁際では2.8 ｍ、北壁際では約４ｍを測る。深さは約 0.9 ～
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1.35 ｍで、溝底には所々に土坑状の窪みがみられた。埋土は、最上層ににぶい黄橙～にぶい黄褐色の中

～極細粒砂があるが、これは溝が埋まった後のできた窪みに溜まった8 層と考えられる。それより下にはに

ぶい黄褐色の細粒砂～シルト、灰色粘土、中～細粒砂が混じる褐灰～黒褐色粘土、極粗～中粒砂、炭を多

く含む褐灰色粘土などが堆積する。若干規模が小さくなるが、位置的には04 −３調査７区の11 層上面で

検出した3512 流路の延長部にあたる。

　時期を特定できる遺物が出土していなかったため、最下層に含まれていた炭粒を採取し、放射性炭素年

代測定を実施した。その結果、約 4385 年前（AD1950 年起点）の縄文時代中期後葉の炭であることが明

らかとなった。これは、溝が縄文時代中期に埋まり始めたことを示しているのか、または単に古い時代の炭

が最下層に再堆積したとするのか、その解釈が難しい。

　なお、測定結果の詳細については第６章で報告している。　　　　　　　　　　〈現地調査担当：伊藤〉

第４節　Ｂｃ区の遺構と遺物
第１項　７ａ層下面検出遺構
　７ａ層は調査区東半にしか残っていない。この下面で多くのピットのほか、溝を数条検出した。

S3001　調査区西端に位置する溝で、04−３調査９区の７層上面で検出した2362 流路東半部の溝の延長

部にあたる。Ｂｂ区で検出したS2019・S2027・S2028となどと同様に、７ａ層より更に上の地層を切る

溝であったことから、７ａ層下面遺構の調査段階には攪乱扱いとしたが、Ｂ b 区の S2028と同様に古代の

土器（245）が出土しているため、図 65に実測図のみ掲載しておく。

　245は８世紀の鍋か。このほか須恵器の甕小片も１点出土している。

S3002　調査区南東隅に位置する土坑である。平面形は直径約 0.9 ｍの台形で、深さは0.2 ｍを測る。埋

土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色や褐灰色のシルト～極細粒砂である。

S3003　調査区の東端北寄りに位置する土坑である。平面形は長辺 1.7 ～ 1.8 ｍ、短辺約 0.75 ｍの隅丸

長方形で、深さは0.1 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む褐灰色のシルト～極細粒砂である。

　底面から細片化した土師器（246）が出土した。６世紀代のものと思われる甕で、外面は粗く雑なハケ。

S3004　調査区北東隅に位置する土坑である。平面形は長径 1.25 ｍ、短径 0.98 ｍの楕円形で、深さは

0.45 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒褐色のシルト～細粒砂や、肩部から底部に細～粗粒砂・

小礫を含む褐灰色のシルト～極細粒砂などである。

　須恵器のᙀથと甕片がそれぞれ１点ずつと、土師器小片が出土している。

S3005　調査区の北東部、S3004の南西側に位置する土坑である。平面形は凹凸がある不整形な隅丸長

方形で、長径は約 0.65 ｍ、短径は約 0.5 ｍを測る。深さは0.27 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む黒

褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器高杯片など小片が２点出土している。

S3006　調査区の東半北寄り、S3005の東側に近接するピットである。平面形は直径約 0.2 ｍの一部が張

り出す円形で、深さは0.16 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く含む褐灰色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が１点出土している。

S3007　調査区の東半北寄り、S3005の西側に近接するピットである。平面形は長径 0.5 ｍ、径 0.3 ｍの

楕円形で、深さは0.14 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる褐灰色のシルト～極細粒砂である。

S3008　調査区の東半北寄り、S3005の南側に近接するピットである。平面形は長辺 0.25 ｍ、短辺 0.2 ｍ
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の隅丸長方形で、深さは0.35 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が１点と、須恵器の甕片が１点出土している。

S3009　調査区の東半北寄り、S3008 の南側に近接するピットである。平面形は直径約 0.2 ｍの円形で、

深さは0.22 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が２点出土している。
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S3010　調査区東端に位置する溝である。調査区東壁から北壁に向かって斜行する溝で、約 31 度西偏す

る。幅は、北端部では約 0.25 ｍ、調査区東壁際では約 0.5 ｍを測る。深さは約 0.05 ｍ～ 0.07 ｍで、埋

土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が３点出土している。

S3011　調査区の東端、S3010の南側に並行する溝である。S3010 同様に調査区東壁から北西方向に向

かって斜行する溝で、約 27 度西偏する。幅は約 0.6 ｍであるが、調査区東壁際では0.3 ｍ程度となる。深

さは約 0.1 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が１点出土している。

S3012　調査区の東端、S3010・3011の西側に並行する溝である。S3010 同様に調査区東壁から北壁に

向かって斜行する溝で、約22度西偏するが、S3011の西側部分は緩やかに湾曲する。幅は約0.2～0.35ｍ

で、深さは0.1 ｍ強である。埋土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。

S3013　調査区の東端、S3012の西側に並行する溝である。溝の南端部は、調査区南壁から北に向かって

のびるが、S3012と交差した後は、上記 S3010 ～ 3012と同様に向きを変え、約 22 度西偏してS3012に

並行する。幅は約 0.3 ～ 0.5 ｍを測る。深さは約 0.05 ｍ前後で、埋土は粗粒砂～小礫を含む灰黄褐色の

シルト～極細粒砂である。S3012と一部重複し、S3012に切られる。

　なお、上記 S3010～ 3013のようにやや西偏する細い溝は、04− 3調査 11区でも４条確認されている。

S3014　調査区の東半、S3013の西側に位置する溝である。東西方向の溝で、調査区西壁から更に西へと

のびる。幅は約 0.2 ｍで、深さは0.07 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色のシルト～極細粒

砂である。

S3019　調査区の東壁際、S3010に近接するピットである。平面形は長径 0.4 ｍ、短径 0.3 ｍの楕円形で、
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深さは0.28 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。

S3020　調査区の東壁際、S3010に近接するピットである。平面形は直径0.2ｍ強の円形で、深さは0.24ｍ

を測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシルト～極細粒砂である。　

　土師器小片が３点出土している。

S3021　調査区の東壁際、S3010に接するピットである。平面形は直径約 0.4 ｍの円形で、深さは0.22 ｍ

を測る。埋土は、底部に基盤層のブロックを含む粗粒砂～小礫混じりの黒褐色のシルト～極細粒砂である。

　土師器小片が２点出土している。

S3023　調査区東壁際に位置する土坑である。遺構の東端部が調査区外であるが、平面形は凹凸がある不

整形な隅丸長方形に復原できる。長辺は 1.0 ｍ、短径は約 0.8 ｍで、深さは 0.14 ｍを測る。埋土は、基

盤層のシルトブロックを多く含む粗粒砂～小礫混じりの黒褐色シルト～細粒砂である。

　土師器小片が数点出土している。

S3025　調査区西半に位置する。幅の広い溝、あるいは落ち込みと呼ぶべき遺構である。幅は約10ｍあり、

調査区を横断する。ただし、深さは、北半では浅く0.2ｍ程度しかなく、溝とは言い難い。Ｙ＝− 155,950ｍ

付近から南側に向かって徐々に落ち込み、南壁際で約0.9ｍの深さとなる。埋土は粗粒砂～小礫を含む黄灰色

や暗灰黄色・灰色のシルト～極細粒砂などである。

　土師器小片と須恵器（247・248）が出土している。247・248は６世紀後半の蓋杯。

S3026　調査区の西半、S3025 の西側に隣接する溝である。04−３調査９区の７b ⅱ層上面で検出した

2258 溝の延長部と思われる。調査区を横断する南北方向の溝で、幅は約 3.5 ｍを測る。深さは約１ｍで、

埋土は粗粒砂～小礫が混じる黄灰色シルト、黄灰色シルト～極細粒砂、粗粒砂～小礫が混じる黒褐色のシ

ルト～極細粒砂、植物遺体を含む灰色シルト～極細粒砂と中～粗粒砂・小礫の互層などである。

　小型丸底壺（249）が出土しているが、おそらく混入品と思われる。４世紀末から５世紀前葉頃のもので、

肩部がやや張る。内面はナデで、外面はハケ。

S3027　調査区中央に位置する溝である。S3010 ～ 3013と同様に約 14 度西偏する。幅は約 0.5 ｍで、

深さは北壁際では0.1 ｍ、南壁際では0.2 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を含む黄褐色や灰黄褐色のシル
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ト～極細粒砂である。

S3029　調査区中央に位置する溝である。南北方向の溝で、これまでに報告した溝とは異なり、約 10 度東

偏する。幅は約 0.35 ｍで、深さは北壁際で0.13 ｍを測る。途中が浅くなり、数箇所で分断するが、調査

区を横断する一連の溝である。埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色のシルトである。

S3030　調査区の西半、北壁際に位置する溝である。大きく東偏し、南側が S3025につながる。幅は0.7

～ 1.1 ｍで、深さは0.05 ｍ以下と非常に浅い。埋土は粗粒砂～小礫が混じる褐灰色シルトである。

S3032　調査区の東半、S3014の南側に位置する土坑である。平面形は長辺 0.7 ｍ、短辺 0.5 ～ 0.6 ｍの

隅丸長方形で、深さは0.05 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色のシルト～極細粒砂である。

S3033　調査区の西半、S3025の東側につながる溝状の土坑である。S3025と一連の遺構であったかもし

れない。楕円形の土坑が東西方向に二つ連なったような形状を呈する。西側の土坑の幅は約 0.7 ｍ、東側

の土坑の幅は0.5 ～ 0.85 ｍで、総延長は3.7 ｍを測る。深さは0.13 ｍで、西側土坑の底には中軸線上に
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細い加工材が設置されていた。材の断面形は一辺約 3.5 ㎝の三角形で、長さは 1.55 ｍである。埋土は下

部に粗粒砂～小礫が多く混じる褐灰色シルトである。

　須恵器甕片が１点と土師器小片が出土している。

S3034　調査区北半の南壁際、S3033の南側に近接する落ち込みである。南側が調査区外のため全体規

模は不明。最大幅は東西 4.0 ｍ、南北幅 5.0 ｍを測る。深さは0.4 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む

暗褐色シルトである。

　土師器小片が１点出土している。

S3038　調査区東半に位置する土坑である。平面形は凹凸がある不整形な隅丸方形、あるいは楕円形で、

直径は約 0.6 ～ 0.7 ｍを測る。深さは0.05 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色のシルト～極細粒

砂である。

S3039　調査区の東半、S3038の東側に位置する土坑である。平面形は凹凸がある不整形な隅丸方形、あ

るいは楕円形で、直径は約 0.65 ～ 0.75 ｍを測る。深さは0.07 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄
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褐色のシルト～極細粒砂である。S3038とは 2.6 ｍ隔てる。

S3040　調査区の東半、S3039の南側に位置する土坑である。平面形は凹凸がある不整形な隅丸方形で、

直径は約 0.6 ～ 0.65 ｍを測る。深さは 0.15 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色シルトである。

S3039とは 2.7 ｍ隔てる。

S3041　調査区の東半、S3040の東側に位置する土坑である。平面形は凹凸がある不整形な隅丸長方形

で、長径は約 0.9 ｍ、短径は約 0.8 ｍを測る。深さは0.1 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる灰黄褐色シ

ルトである。S3040とは 2.35 ｍ隔てる。

　上記 S3038 ～ 3041は、検出段階では掘立柱建物の柱穴ではないかと思われたが、周辺からはこれ以

外の遺構は検出できなかった。一見整然と並んではいるものの、３基以上が並ぶ箇所はなく、掘立柱建物

の柱穴とするには根拠に乏しいと言わざるを得ない。

S3042　調査区の中央、北壁際に位置する土坑である。平面形はおそらく円形や楕円形を呈すると推測で

きるが、遺構の北側が調査区外のため、全体規模は不明。残存最大径は0.97 ｍで、深さは0.1 ｍを測る。

埋土は粗粒砂～小礫が混じる暗褐色のシルト～極細粒砂である。　

第２項　７ｃ層下面検出遺構
　７ｂ・７ｃ層が残る東半部で、土坑や溝、ピットを検出した。

S3045　調査区東端の、北に折れ曲がった部分に位置する土坑である。平面形は一辺 4.0 ～ 4.5 ｍの隅丸

方形を呈する。深さは平面規模の割に浅く、0.1 ｍ程度しかない。埋土は粗粒砂～小礫が混じるにぶい黄褐

色のシルト～極細粒砂である。

S3046　調査区南東隅に位置する溝である。東西方向の溝で、幅は約 1.0 ～ 1.5 ｍで、西に向かって徐々

に細くなる。深さは約 0.05 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫が混じる褐灰色のシルト～細粒砂や、粗粒砂～小礫

を多く含む灰黄褐色のシルト～細粒砂である。

S3047　調査区東半に位置する溝である。南北方向の溝であるが、南のS3046までは達しない。下記S3049
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とほぼ直角に交差し、S3049を切る。幅は約 0.6 ～ 0.8 ｍであるが、南に向かって徐々に細くなり、0.4 ｍ

程度となる。深さは北壁際がもっとも深く、0.12 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を含む暗灰黄色や灰黄褐

色のシルト～細粒砂である。

S3048　調査区東半に位置する溝である。S3047の西側に並行する南北方向の溝で、S3047とは約 5.3 ～

6.0 ｍ隔てる。S3047と同じく、南の S3046までは達しない。下記 S3049とほぼ直角に交差し、S3049を

切る。幅は 0.7 ～ 0.9 ｍ程度で、深さは北壁際がもっとも深く、0.1 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を多く

含む灰黄褐色のシルト～細粒砂である。

S3049　調査区の東半に位置する溝である。S3046 の北側に並行する東西方向の溝で、S3046とは約

6.5 ｍ隔てる。幅は約 1.2 ～ 2.0 ｍで、S3046とは逆に東に向かって徐々に細くなり、東端部では幅 0.6 ｍ

程度となる。深さは約 0.05 ｍで、埋土は粗粒砂～小礫を多く含む灰黄褐色のシルト～細粒砂である。

　サヌカイトの剥片が１点出土している。

S3050　調査区中央部に位置する溝である。この溝のみ国土座標軸にのらず、大きく西偏する。幅は約 1.0

～ 1.2 ｍであるが、深さは非常に浅く0.03 ｍ程度しかない。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む黄灰色

のシルト～細粒砂である。

S3051　調査区の東半、S3048の西側に隣接するピットである。平面形は直径 0.8 ～ 0.9 ｍの円形で、深

さは0.07 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む灰黄褐色のシルト～細粒砂である。

S3052　調査区の東半、S3051 の南側に隣接するピットである。平面形は直径約 0.75 ｍの円形で、深さ

は0.05 ｍを測る。埋土は粗粒砂～小礫を非常に多く含む灰黄褐色のシルト～細粒砂である。
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第３項　７ｄ層下面検出遺構
　西端部にまとまって溝を４条と、中央部で溝１条、東端部で下層流路の影響による溝状の窪みを検出した。

S3054　調査区西端に位置する溝である。南北方向にのびるが、南端は調査区南壁までは達しておらず、細

く収まる。幅は約 5.5 ｍで、深さは調査区北壁際で約 0.6 ～ 0.65 ｍを測る。埋土は、底に黒褐色や褐灰色

のシルトが薄くあり、それより上が粗粒砂～小礫を多く含む黄灰色のシルトである。調査区北壁際では、東

側の溝裾部で１本の細い木杭を検出した。

　高杯（250・251）などの土師器の小片と、サヌカイトの剝片が１点出土している。250・251は布留式

期後半の無稜外反形の高杯。250は内外面ハケで、外面は放射状に施す。口縁部付近はハケ後にヨコナデ。

接合部には竹管状の細い棒状刺突痕が残る。251にはハケ目は認められない。

S3055　調査区の西端、S3054の西側に位置する溝である。南北方向の溝で、調査区を横断する。幅は約

0.6 ～ 1.0 ｍで、深さは約 0.3 ｍを測る。埋土は炭化物や粗粒砂～小礫が混じる黒色シルトや、粗粒砂～

小礫を非常に多く含むオリーブ黒色シルトである。

　土師器小片が数点出土している。

S3056　調査区の西端、上記 S3054と3055に挟まれた溝である。南北方向の溝で、東肩が S3054の西

肩と接する。幅は1.4 ｍほどの狭い箇所もあるが、平均は２ｍ前後で、北壁際では2.5 ｍ以上に広がる。深

さは調査区北壁際で約 0.75 ｍを測る。埋土はシルトブロックや粗粒砂～小礫、植物遺体や炭化物などを含

む青灰色や暗青灰色のシルトなどである。

S3057　調査区の西端、S3054の南側に位置する溝である。南北方向の溝で、S3054の南端から南に向

かってのびる。幅は約 0.45 ～ 0.5 ｍで、深さは約 0.2 ｍを測る。埋土は青灰色シルトである。

　土師器小片が１点出土している。

S3058　調査区中央に位置する溝である。幅は0.2 ～ 0.25 ｍ程度で、やや東偏する。深さは非常に浅く、

僅かに掘り下げた程度で底に達した。

（S3059）　調査区東端に位置する大規模な流路の痕跡である。おそらく７e ⅲ層下面に伴うと考えられる流
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路が下層にあり、その流路の上部がこの７d 層下面でも窪んでいたために、７d 層が厚く堆積し、流路状に

みえたものである。本来ならば、７d 層のみを除去し、浅い窪みとすべきであったが、この面の調査段階で

７d 層以下の流路埋土まで掘削してしまった。このため平面的には確認できていないが、南壁の断面には、

流路西寄りに規模を減じた溝状の窪みが１条あったことが認められた（図 76・写真図版 24− 4）。S3059

の最終段階の姿といえる窪みである。その幅は約２ｍで、深さは0.25 ｍ程度である。

第４項　７ｅⅰ層下面検出遺構
　溝を１条と、土坑を２基検出したのみで、遺構は稀薄である。

S3060　調査区の東半、S3059の西肩部に位置する溝である。幅は0.35 ～ 0.5 ｍ程度で、東端がＹ字状

に分岐する。深さは0.1 ｍ以下で浅い。人為的なものではなく、S3059に向かって水が流れ込んだ際にで

1. 2.5Y5/1 黄灰 シルト
2. 2.5Y4/1 黄灰 粗粒砂～小礫を多く含むシルト
3. 2.5Y5/1 黄灰 粗粒砂～小礫を㠀ᖖに多く含むシルト
4. 2.5Y5/1 黄灰 粗粒砂～小礫を多く含むシルト
5. 2.5Y3/1 黒褐 シルト
6. 10YR5/1 褐灰 シルト（粗粒砂～小礫の薄層を含む、植物遺体を含む）
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きた流路のようなものと考えている。埋土は暗灰色のシルトである。

S3061　調査区の南東隅に位置する土坑である。平面形は長径 1.2 ｍ、短径 0.7 ｍの楕円形で、深さは

0.17 ｍを測る。埋土は粗砂～小礫・炭化物を含む暗灰色シルトや、粗砂～小礫が混じる灰色のシルト～極

細砂である。

S3062　調査区南東隅、S3061の北側に隣接する土坑である。遺構の東半が調査区外のため全体規模は

不明。平面形は円形、ないしは楕円形で、南北幅約 1.6 ｍを測る。深さは約 0.15 ｍで、埋土は粗粒砂～

小礫混じる黄灰色のシルト～極細粒砂である。
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第５項　７ｅⅲ層下面検出遺構
　溝とピットを検出した。また、前述の S3059もこの面に帰属する遺構である。

　ピットは小規模なものが多数ある。それらのうちのいくつかは、輪郭も明瞭で、確実に人為的に掘られた

遺構と判断できるものであったが、多くのピットは輪郭があまり鮮明ではなく、また、直径も0.1 ｍ程度のも

のも含まれており、遺構とするには躊躇するようなものであった。平面を若干削り、凹レンズ状に窪ませた段

階で消滅するものもあったが、多くはそれでも黒褐色の変色部が残っていたため、遺構として掘削したが、い

ずれも建物を構成する柱穴のような人為的なピットではなく、多くは単なる窪みのようなものであった。

　記録をとった数基（S3065～ 3077：図 73）のピットのうちでも、残りの良い数基と溝のみ以下に報告する。

S3063・3064　調査区の東半、S3059の西肩部に位置する溝である。幅は0.1 ～ 0.3 ｍ程度で、蛇行し、

S3059 肩部で合流する。底には凹凸があり、深い箇所では0.2 ｍ以上の深さがある。人為的なものではな

く、S3059に向かって水が流れ込んだ際にできた流路のようなものと考えられる。埋土は灰色のシルト～極

細粒砂である。

S3068　調査区中央に位置するピットである。平面形は直径約 0.25 ｍのやや歪んだ円形で、深さは0.1 ｍ

を測る。埋土は灰色のシルト～極細粒砂である。

S3074　調査区の西半に位置する土坑状に長いピットである。平面形は長径0.73ｍ、短径0.22～ 0.28ｍ

の楕円形で、深さは0.08 ｍを測る。埋土は S3068と同じである。

S3076　調査区の西半、S3026の西側に位置するピットである。平面形は一辺 0.3 ～ 0.35 ｍの隅丸方形

で、深さは0.1 ｍを測る。埋土は S3068と同じである。

S3077　調査区の西端に位置するピットである。平面形は直径約 0.2 ｍの円形で、深さは 0.25 ｍを測る。

埋土がほかのものとはまったく異なり、Ｂｂ区で検出したS2030・2031によく似た、にぶい黄褐色のシルト

偽礫を多く含む黒褐色シルトであった。おそらくこの１基のみ、S2030・2031と同じく７ｅⅰ層上面（Ｂｂ

区では７層上面）から掘り込まれていたものであった可能性が高い。

T.P.+8.60m

T.P.+8.00m

1

3
4

5

9
10

10

11

9 10

11

11

2

3
24

74

㻝㻚㻌㻝㻜㼅㻾㻡㻛㻞㻌⅊㯤〓㻌ᴟ⣽⢏◁䠄᳜≀㑇య䛾ⷧᒙ䜢ྵ䜐䠅䚾➨㻣㼐ᒙ䚿
㻞㻚㻌㻺㻡㻛㻜㻌⅊㻌䝅䝹䝖䠄Ⅳ໬≀䛾ⷧᒙ䜢ྵ䜐䚸᳜≀㑇య䜢ྵ䜐䠅䚾➨㻣㼐ᒙ䚿
㻟㻚㻌㻞㻚㻡㻳㼅㻣㻛㻝㻌᫂䜸䝸䞊䝤⅊㻌䝅䝹䝖䠄Ⅳ໬≀䛾ⷧᒙ䜢ྵ䜐䚸᳜≀㑇య䜢ྵ䜐䠅䚾➨㻣㼐ᒙ䚿

㻠㻚㻌㻺㻠㻛㻜⅊㻌䝅䝹䝖䠄Ⅳ໬≀䛾ⷧᒙ䜢ྵ䜐䚸᳜≀㑇య䜢ྵ䜐䠅䚾➨㻣㼐ᒙ䚿
㻡㻚㻌㻝㻜㼅㻾㻡㻛㻞㻌⅊㯤〓㻌䝅䝹䝖䡚ᴟ⣽⢏◁䠄Ⅳ໬≀䞉᳜≀㑇య䛾ⷧᒙ䜢ྵ䜐䠅

0 (1:40) 1㹫

T.P.+8.20m T.P.+8.20m T.P.+8.30m T.P.+8.30m T.P.+8.30m

T.P.+8.30m T.P.+8.30m T.P.+8.30m T.P.+8.30m T.P.+8.40m

T.P.+8.30m T.P.+8.30m T.P.+8.20m T.P.+8.30m T.P.+8.50m

W EN S W EW E
W E

W E

W E W E

W E W E

W E
W

E W E

S3063 S3064 S3065 S3066 S3067

S3068 S3069 S3070 S3071 S3072

1. 7.5Y4/1 灰 シルト～極細粒砂【㻿3063～3076】　　　　　　　　2. 10YR3/2 黒褐 シルト（10YR5/4 にぶい黄褐 シルトഇ礫多く含む）【㻿3077】

S3073 S3074 S3075 S3076 S3077

1 1 1

1 1 1 1 1

1
1

1 2

1 1

1

䠄᩿㠃఩⨨䛿ᅗ 㻣㻟 ཧ↷䠅

ਤ 7�　̗̲区 4���� அ面ʢ౦൒ʣ

ਤ 7�　̗̲区̴̓ JJJ 層下面ݕग़Ҩߏஅ面

― 78 ―



　７ｅⅲ層下面検出の溝・ピットからは、遺物は出土していない。

S3059　調査区東端に位置する流路である。04−３調査 10 区の弥生時代遺構面で検出した2100 流路の

延長部にあたる。この上面の窪みが７d 層下面まで幅広く残っていたため、すでに深くまで掘削してしまって

いたが、本来はこの面に帰属する遺構と考えている。南北方向の流路で、流路西肩は調査区の南壁から

北壁まで検出できたが、東肩は北半部が調査区外となり検出できていない。南半部での流路幅は約 11

～ 13ｍを測る。深さは調査設計深度であるT.P.+7.8mまで掘削したが、底を確認することはできなかっ

た。埋土は、炭化物や植物遺体を含む青灰色シルト、炭化物を含む暗灰シルト、粗粒砂～小礫を含む黄

灰色シルトなどである。以前の調査（2100 流路）でも、粘土質の堆積で、水溜りのような状況であっ

たことが報告されている。
1）

T.P.+7.8m 以下は、足が埋まるほど非常にぬかるんでおり、まだまだ底が深

いことがうかがえた。

　弥生土器（252 ～ 272）と石器（273 ～ 276・278）、砥石（277）が出土している。いずれも弥生時

代中期前葉のものである。252・253 は甕。253 の外面はヘラケズリ。254 ～ 268 は壺。254 は櫛描直
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線文を施す広口壺の頸部片。255～ 258は

外面をヘラミガキとするが、257にはそれに

先行する縦方向の板ナデの痕跡が認められ

る。また258は底部外面にもヘラミガキが及

ぶ。259 は厚底で、底部中央に穿孔の痕跡

が僅かに認められる。260 ～ 268はいずれ

も壺の肩部片で、櫛描文が施されている。

260 の櫛描文は直線文の間に直線文同士を

つなぐように扇形文を配し、疑似流水文とし

たものである。261・262・265・266は直

線文。264は直線文と波状文。263・267・

268 は横位の直線文とそれに直交する縦位

の直線文を配し、文様間にヘラミガキを施

す。これと同様の文様を施した破片が、以前

の調査（2100 流路）でも出土している。
2）

269

～ 272は鉢。269 外面の文様は、櫛描直線

文の途中に扇形文を入れ、疑似流水文としたものである。ただし、260のように扇形文を直線文と直線文の

間に配するのではなく、直線文上に配している。これに酷似した鉢も、以前の調査で出土している。270・

272 は櫛描直線文。273 ～ 275 はサヌカイトの剝片。276 は板状の結晶片岩。厚さは約２～３ｍｍと薄

い。石器製作に用いたものか。277は砥石。278は磨石か。細い部分を握って用いたと考えられるが、下

部先端には敲打痕がないことから、敲石ではなく、何かを磨り潰すための石器と考えられる。

〈現地調査担当：信田〉

註

１）財団法人大阪府文化財センター　2009『三宅西遺跡』222p.

２）　　同　上

273

274

275

276

277 278S=1/2

̖区̖区
ӝഁҨ੻ӝഁҨ੻
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第６章　ࣗ然Պֶ分ੳ

第１節　分ੳの目的
　三宅西遺跡内では、これまで数࣍にわたってൃ掘調査が実施されてきた。その中でも、平成 16 年（2004）

から平成 18 年（2006）までの期間で実施した阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の建設に伴う調査では、弥生時代中

期前葉のू落のほか、中央部では大規模な流路を幾筋も検出した。その流路からはローリンάをほとんど受

けておらず、炭化物が厚く付ணする遺存状態の非常に良い縄文時代後期中葉の土器がൃ見され、近接して

この時期のू落の存在が推定されるなど、大きな成果をあげた。

　今回の調査のうち、Ｂ区とした東西に長い調査区は、この阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の北側に接しており、調

査ではその中央付近（Ｂｂ区）から、以前の調査区から続く大規模な流路（S2022・S2023）や溝（S2038）

が検出できた。このうち、流路（S2023）については、前回の成果から、おそらく縄文時代後期頃の流路と

考えられたが、今回の調査では縄文土器片は１点出土したのみで、前回のような状態の良いものは出土して

おらず、遺構の時期を特定することが難しい状況であった。このため流路の砂礫とともに流れてきたथ木や

木葉について、加଎器質量分ੳ法（A.S	法）による放射性炭素年代測定を実施し、流路の形成・埋没時

期を推定する手ֻかりを得ることとした。

　溝（S2038）については、上記流路の西肩部で検出した、流路と同時期、あるいはそれよりも古い時期と

考えられる溝であるが、この溝からも遺物が出土しておらず、遺構の時期を特定できていない。S2023のよ

うな流木なども出土していないが、最下層にたまった土の中から炭粒が多く出土しており、これについて同様

の年代測定を実施し、溝の形成・埋没時期を推定する手ֻかりを得ることとした。

　これらの成果は、遺構の時期の推定はもちろん、両遺構の関係、またطԟの調査で検出された遺構とのつ

ながりを検討するうえで有用で、当地域の地形や土地ར用の変ભを復原するうえで重要なものである。
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第２節　放射性炭素年代測定
１ɽ試料
　試料 1 ～ 3は、三宅西遺跡のＢｂ区で検出された流路（S2023）の下層（T.P.+4.8 ｍ付近）で出土した

流木、上層（T.P.+7.8 ｍ付近）で出土した流木、同じく上層（T.P.+7.0 ｍ付近）で出土した木本の葉である。

試料４は、S2038 ॆర堆積物最下層から堆積物͝と取り上げられた炭化植物遺体 1 点である。堆積物は葉

ཧ構造が確認される砂礫～ట質砂からなり、炭化植物遺体は葉層として挟在していた。炭化植物遺体はい

ずれも小破片であり、複数の小破片をूめて試料とした。

２ɽ測定方法とࢉ出方法
　試料（木材・葉・炭化植物遺体）は௒Ի波でચড়した後、Ξセトンによる有機物除去ॲཧを行ない、続

いてࢎ（塩ࢎ）・Ξルカリ（水ࢎ化ナトリ΢Ϝ）・ࢎ（塩ࢎ）ચড়を実施した（AAA ॲཧ）（表１）。

　試料は調整後、加଎器質量分ੳ計（コンύクトA.S：/&$ 製	1.5SD)）を࢖用して測定した。

　加଎器質量分ੳ法（A.S：AcceMeSaUPS	.aTT	SpecUSPmeUSZ）によって得られた 14$ ೱ度について、同位

体分別ޮ果のิ正を行ない、放射性炭素（14$）年代、及びྐྵ年代（ֱ正年代）をࢉ出した。（表２・３、

図 80・81）

（１）Ў（デルタ）13$ 測定஋

　試料の測定 14$/12$ 比をิ正するための炭素҆定同位体比（13$/12$）。この஋は標४物質（PD#）の同

位体比からのઍ分偏差（̄）で表す。試料のЎ 13$ ஋を �25（̄）に標४化することで同位体分別ޮ果を

ิ正している。

（２）放射性炭素（14$）年代測定஋

　試料の 14$/12$ 比から現在（AD1950 年基点）から何年前かを計ࢉした஋。14$ の半減期は5730 年であ

るが、国際的ྫ׳により-JbbZ の 5568 年を用いている。౷計誤差（ʶ）は１М（シάϚ）（68.27ˋ確཰）

である。14$ 年代஋は下１桁を丸めて表記するのがྫ׳であるが、ྐྵ 年ֱ正曲線が更新された場合のために

下１桁を丸めないྐྵ年ֱ正用年代஋も併記する。

（３）ྐྵ年代（$aMeOdaS	YeaST）

　過去のӉ஦線強度や地࣓ٿ場の変動による大気中 14$ ೱ度の変動及び 14$ の半減期のҧい（14$ の半減

期 5730 ʶ 40 年）をֱ正することで、放射性炭素（14$）年代をより実際の年代஋に近ͮけることができる。
14$ 年代のྐྵ年ֱ正には、0Y$aM4.4（ֱ正曲線データ：*OU$aM20）を࢖用した。なお、１Мྐྵ年代範囲

試料൪߸ 測定൪߸
（P-D�） 出土遺構 試料 前ॲཧ・調整

1 53559 Ｂｂ区		S2023	
T.P+7.8m 付近 木材（クリ）

௒Ի波ચড়ɼ有機༹ࡎॲཧ（Ξセトン）, ・Ξルカリ・ࢎ
（ࢎ化ナトリ΢Ϝ・塩ࢎ水・ࢎ塩）ચড়ࢎ

2 53560 Ｂｂ区		S2023		
T.P+4.8m 付近 木材（コナラ属コナラ節）

3 53561 Ｂｂ区		S2023	
T.P+7.0m 付近 葉（イチイガシ）

4 54065 Ｂｂ区		S2028	
最下層

炭化植物遺体（状態：dSZ）
葉ཧに狭在

ද �　೥୅ଌఆ͢ΔҨߏͱͦͷࢼྉαϯϓϦϯάҐஔ
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は 0Y$aM の確཰法を࢖用してࢉ出された 14$ 年代誤差に相当する68.27ˋ信པݶքのྐྵ年代範囲であり、

同様に2 Мྐྵ年代範囲は 95.45ˋ信པݶքのྐྵ年代範囲である。ֱ正曲線が不҆定な年代では、複数の

1 М・2 М஋が表記される場合もある。カッコ内のඦ分཰の஋は、その範囲内にྐྵ年代が入る確཰を示す。

άラϑ中の縦軸上の曲線は 14$ 年代の確཰分布を示し、二重曲線はྐྵ年ֱ正曲線を示す。
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68.27% probability
  7029-6966 cal BC (21.35%)
  6946-6932 cal BC ( 4.28%)
  6914-6881 cal BC (12.17%)
  6834-6769 cal BC (22.95%)
  6757-6752 cal BC ( 1.63%)
  6720-6702 cal BC ( 5.89%)
95.45% probability
  7035-6958 cal BC (24.38%)
  6955-6874 cal BC (23.55%)
  6867-6737 cal BC (37.72%)
  6733-6696 cal BC ( 9.80%)

68.27% probability
  7029-6966 cal BC (21.35%)
  6946-6932 cal BC ( 4.28%)
  6914-6881 cal BC (12.17%)
  6834-6769 cal BC (22.95%)
  6757-6752 cal BC ( 1.63%)
  6720-6702 cal BC ( 5.89%)
95.45% probability
  7035-6958 cal BC (24.38%)
  6955-6874 cal BC (23.55%)
  6867-6737 cal BC (37.72%)
  6733-6696 cal BC ( 9.80%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

PLD-53560:7949±28 BPPLD-53560:7949±28 BP
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  1204-1140 cal BC (45.56%)
  1134-1110 cal BC (16.84%)
  1091-1085 cal BC ( 2.90%)
  1064-1058 cal BC (16.84%)
95.45% probability
  1216-1050 cal BC (95.45%)

68.27% probability
  1204-1140 cal BC (45.56%)
  1134-1110 cal BC (16.84%)
  1091-1085 cal BC ( 2.90%)
  1064-1058 cal BC (16.84%)
95.45% probability
  1216-1050 cal BC (95.45%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)

PLD-53559:2933±21BPPLD-53559:2933±21BP
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  1212-1186 cal BC (22.20%)
  1182-1153 cal BC (24.81%)
  1149-1125 cal BC (21.26%)
95.45% probability
  1258-1244 cal BC ( 2.62%)
  1230-1107 cal BC (86.84%)
  1098-1078 cal BC ( 3.26%)
  1071-1055 cal BC ( 2.72%)

68.27% probability
  1212-1186 cal BC (22.20%)
  1182-1153 cal BC (24.81%)
  1149-1125 cal BC (21.26%)
95.45% probability
  1258-1244 cal BC ( 2.62%)
  1230-1107 cal BC (86.84%)
  1098-1078 cal BC ( 3.26%)
  1071-1055 cal BC ( 2.72%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)

PLD-53561:2953±21 BPPLD-53561:2953±21 BP

1䃢
2䃢

試料	
൪߸

測定൪߸ Ў 13 Ｃ ྐྵ年ֱ正用年代 14 Ｃ年代 14$ 年代をྐྵ年代にֱ正した年代範囲
（P-D�） （̄） （ZS#P ʶ 1 М） （ZS#P ʶ 1 М） 1 Мྐྵ年代範囲（68.27ˋ確཰） 2 Мྐྵ年代範囲（95.45ˋ確཰）

1 53559 �27.38 ʶ 0.19 2933 ʶ 21 2935 ʶ 20

　1204�1140	caM	#$（45.56�）	
　1134�1110	caM	#$（16.84�）
　1091�1085	caM	#$（	2.90�）	
　1064�1058	caM	#$（	2.97�）

　1216�1050	caM	#$（95.45�）

2 53560 �27.48 ʶ 0.17 7949 ʶ 28 7950 ʶ 30

　7029�6966	caM	#$（21.35�）	
　6946�6932	caM	#$（	4.28�）
　6914�6881	caM	#$（12.17�）		
　6834�6769	caM	#$（22.95�）
　6757�6752	caM	#$（	1.63�）
　6720�6702	caM	#$（	5.89�）

　7035�6958	caM	#$（24.38�）	
　6955�6874	caM	#$（23.55�）
　6867�6737	caM	#$（37.72�）	
　6733�6696	caM	#$（	9.80�）	

3 53561 �30.03 ʶ 0.19 2953 ʶ 21 2955 ʶ 20
　1212�1186	caM	#$（22.20�）	
　1182�1153	caM	#$（24.81�）
　1149�1125	caM	#$（21.26�）	

　1258�1244	caM	#$（	2.62�）	
　1230�1107	caM	#$（86.84�）
　1098�1078	caM	#$（	3.26�）
　1071�1055	caM	#$（	2.72�）

ද �　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռʢࢼྉ̍ʙ̏ʣ
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３ɽ結果と考察
（１）S2023について（ג式ձࣾ	古؀境ڀݚ所）

　S2023の下層（T.P.+4.8 ｍ）より出土した流木（コナラ属コナラ節）は、ิ 正 14$ 年代が 7950 ʶ 30 年

#P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は7035−6958	caM#$（24.38ˋ）、6955−6874	caM#$（23.55ˋ）、6867−6737	

caM#$（37.72ˋ）、6733−6696	caM#$（9.80ˋ）であった。上層（T.P.+7.8 ｍ）より出土した流木（クリ）

は、ิ 正 14$ 年代が 2935 ʶ 20 年 #P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は1216−1050	caM#$（95.45ˋ）であった。同

じく上層より出土した木本の葉（イチイガシ）は、ิ 正 14$ 年代が 2955 ʶ 20 年 #P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は

1258−1244	caM#$（2.62ˋ）、1230−1107	caM#$（86.84ˋ）、1098−1078	caM#$（3.26ˋ）、1071−

1055	caM#$（2.72ˋ）であった。これらの結果から、下層は縄文時代早期、上層は縄文時代晩期頃の堆積

層と考えられる。

（２）S2038について（ג式ձࣾ	ύレオ・ラϘ）

　S2038 最下層の炭化植物遺体（P-D�54065）は、14$	年代で 4385 ʶ 20	#P、ྐྵ年代で5038−5005	

caM	#P	（12.36�）、4981−4865	caM	#P	（83.09�）のྐྵ年代を示した。

　小林（2017）によると、近ـ地方の縄文時代中期前葉のધݩ * 式で 4745 ʶ 40	#P、中期前葉～中葉

のધݩᶙ式で4450 ʶ 25	#P、中期後葉のધݩᶚ式で4425 ʶ 30	#P、ཬ木ᶘ式期で4350 ʶ 30	#P の
14$	年代஋が報告されている。また、本遺跡の周辺遺跡の年代測定結果をみると、北側に位置するӝ破遺跡

6R07�1 ࣍調査地において、縄文時代中期前～中葉のધݩᶙ式の土器が出土する、西୩底の流木（南区：

/P.1（6R�1））で4785 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（౉辺 ,2009）。また、ӝ破遺跡 6R10�1 ࣍

調査地の中央区で検出された縄文時代中期のࣗ然流路（/R103）より	出土したछ実（SP04	ᾛ �4：Τΰϊ

キ）で4060 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（౉辺 ,2013）。また、ӝ破遺跡の北側に位置するӝ
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  3021-3003 cal BC (13.81%)
  2994-2926 cal BC (54.46%)
95.45% probability
  3089-3056 cal BC (12.36%)
  3032-2916 cal BC (83.09%)

68.27% probability
  3021-3003 cal BC (13.81%)
  2994-2926 cal BC (54.46%)
95.45% probability
  3089-3056 cal BC (12.36%)
  3032-2916 cal BC (83.09%)

68.27% probability
  4970-4952 cal BP (13.81%)
  4943-4875 cal BP (54.46%)
95.45% probability
  5038-5005 cal BP (12.36%)
  4981-4865 cal BP (83.09%)

68.27% probability
  4970-4952 cal BP (13.81%)
  4943-4875 cal BP (54.46%)
95.45% probability
  5038-5005 cal BP (12.36%)
  4981-4865 cal BP (83.09%)

ᬺᖺ௦ (cal BC) ᬺᖺ௦ (cal BP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

PLD-54065:4384±22 BPPLD-54065:4384±22 BP PLD-54065:4384±22 BPPLD-54065:4384±22 BP

1䃢
2䃢

1䃢
2䃢

試料
൪߸

測定൪߸
（P-D�）

Ў 13$
（̄）

ྐྵ年ֱ正用
年代

（ZS#P ʶ 1 М）

14$	年代
（ZS#P ʶ 1 М）

14$ 年代をྐྵ年代にֱ正した年代範囲
（上段 caM	#$　下段 �caM	#P）

1 Мྐྵ年代範囲（68.27� 確཰） 2 Мྐྵ年代範囲（95.45� 確཰）

4 54065 �25.42 ʶ 0.21 4384 ʶ 22 4385 ʶ 20

3021�3003	caM	#$	（13.81�）
2994�2926	caM	#$	（54.46�）

3089�3056	caM	#$	（12.36�）
3032�2916	caM	#$	（83.09�）

4970�4952	caM	#P	（13.81�）
4943�4875	caM	#P	（54.46�）

5038�5005	caM	#P	（12.36�）
4981�4865	caM	#P	（83.09�）

ද �　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆٴͼྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռʢࢼྉ̐ʣ

ਤ ��　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռʢࢼྉ̐ʣ
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破北遺跡 11−１−１区の第 10�1a 層の植物遺体層で4180 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（ג式ձ

ࣾύレオ・ラϘ ,2013）

　以上のことから、4385 ʶ 20	#P	の 14$	年代を示しているS2038 最下層の炭化植物遺体は、縄文時代中

期後葉の年代஋と判断できる。したがって、S2038 最下層の形成年代は、縄文時代中期後葉以߱と推定さ

れる。ただし、最下層堆積物試料の層相から、水流によってӡ搬堆積した異地性の炭化植物遺体と判断され

るため、堆積物中への取り込まれ方（タϑΥϊミー）によっては、実際の堆積年代との間で多少の時間差が

生じている可能性がある。ྫえば、炭化植物遺体が古い時代の堆積物からચい出され再堆積したものとする

と、最下層の形成年代は縄文時代中期後葉より新しい年代に形成されたことになる。この点は、S2038の形

成過程や堆積؀境に基ͮいて、再ධՁするඞ要がある。
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第３節　年代測定試料のथछ同定と大型植物遺体同定
１ɽ試料
　試料は前節で年代測定を実施した S2023 上層（T.P.+7.8m 付近）から出土した流木（試料１）、下層

（T.P.+4.8m 付近）から出土した流木（試料２）、同じく上層（T.P.+7.0m 付近）から出土した木本の葉（試

料３）である。

２ɽथछ同定
（１）方法

　ం౛を用いて、木片から横断面（木口）、放射断面（ຝ目）、接線断面（板目）の 3 断面について切片

を作製し、ガϜ・クロラール（๊水クロラール、ΞラビΞΰϜค末、άリセリン、ৠ留水の混合ӷ）で෧入し

てプレύラートとした。プレύラートは、生物顕ඍڸで木材૊৫のछྨや配列を観察し、その特௃を現生標

本及びಠ立行੓法人৿林総合ڀݚ所の೔本産木材識別データϕーεと比ֱしてछ （ྨ分ྨ群）を同定した。

なお、木材૊৫の໊শや特௃は、ౡ地・伊東（1982）や 8IeeMeS 他（1998）をࢀ考にした。また、೔

本産木材の૊৫配列は、林（1991）や伊東（1995,1996,1997,1998,1999）をࢀ考にした。

（２）結果

　थछ同定結果を表４に示す。木材は、広葉थ 2 分ྨ群（コナラ属コナラ節、クリ）に同定された。各分

ྨ群の解๤ֶ的特௃などを以下に記し、3 断面の顕ඍڸ写真を写真７に示す。

・クリ　$aTUaOea	cSeOaUa	SJeb.	eU	;Vcc.　ブナՊクリ属

　؀孔材。年輪の始め（早材部）に大型のಓ管が 3 ～ 4 列配列した後、ややٸ激にಓ管径を減少させる。

晩材部では小径のಓ管がूまってՐԌ状に配列し、年輪քに向かって径を઴減させる。ಓ管の穿孔板は単

穿孔板、壁孔は交互状となる。放射૊৫は同性、単列、1 ～ 20 細๔高。

・コナラ属コナラ節　2VeScVT	TecU.	PSJOVT　ブナՊ

　؀孔材。年輪の始め（早材部）に大型のಓ管が 1 ～ 2 列配列した後、ٸ激にಓ管径を減少させる。晩材

部では、小径のಓ管がूまってՐԌ状に配列し、年輪քに向かって径を઴減させる。ಓ管の穿孔板は単穿

孔板、壁孔は交互状となる。放射૊৫は同性、単列、1 ～ 20 細๔高のものと複合放射૊৫とがある。

（３）考察

　流木と考えられる木材 2 点は、ʌ 1 がクリ、ʌ 2 がコナラ節に同定された。同時に実施した年代測定結果

によれば、ᶺ 1 が 2935 ʶ 20Z#P、ᶺ 2 が 7950 ʶ 30Z#Pの஋が得られており、小林（2017）をࢀ考に

すれば、ᶺ 1 が縄文時代晩期、ᶺ 2 が縄文時代早期と考えられる。

　クリとコナラ節は、いずれも二࣍林などに生ҭする落葉高木である。年代測定結果を考ྀすれば、縄文時

代早期の流路周辺にはコナラ節、縄文時代晩期の流路周辺にはクリが生ҭしていたことが推定される。なお、

ᶺ 地区 遺構 層位 位置 内容 थछ

1 # ｂ区 S2023 上層部 T.P.+7.8m 付近 流木 クリ

2 Ｂｂ区 S2023 下層部 T.P.+4.8m 付近 流木 コナラ属コナラ節

ද̐　थछಉఆ݁Ռ
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Ｂｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）から出土したछ実や葉は、年代測定結果からᶺ 2と近い時期の植

物遺体群と考えられる。これらには、イチイガシの果実や葉、Ξカガシ−πクόωガシの葉、Ξラカシ  の

葉、シラカシ  の葉、コナラѥ属の果実が認められ、周辺に常྘広葉थのΞカガシѥ属が生ҭしていたこと

が推定される。クリは、その林縁部などに生ҭしていた可能性がある。

　近ـ地方では観Իࣉ本അ遺跡（ಸ良־ݝ原ޚ・ࢢ所ࢢ）において、縄文時代晩期の流路周辺から出土し

た根材を含むࣗ然木の調査から、コナラ節、オχάルミ、χレ属、カΤデ属、ϠϚάϫなどの落葉広葉थを

主体として、Ξカガシѥ属、イヌガϠを伴う林分と、クリの७林といえる林分とが存在していたこと、クリ林に

ついては人為的な可能性があることが指ఠされている（高ڮ ,2012）。今回の分ੳでは1 点のみであり、直

接的な比ֱは難しいが、流路からクリの流木が確認された結果は当֘期の周辺植生を考える上でڵ味深い

結果である。

３ɽ大型植物遺体（葉・छ実）同定
（１）方法

　試料を૒؟実体顕ඍڸで観察し、同定が可能な葉遺体やछ実遺体をピンセットや面相චでந出する。葉

遺体の同定は、現生標本や٢山・石઒（1992）、ᖛ໺（2005）、田中（2008）、林（2017）などをࢀ考に

実施する。छ実遺体の同定は、現生標本や中山ほか（2010）、ླ木ほか（2018）などをࢀ考に実施する。

結果はݸ数を一ཡ表で示し、各分ྨ群の写真をఴ付して同定根拠とする。実体顕ඍڸ下による区別が困難

な複数छ間は、ハイϑΥンで結んで表示する。分ੳ後は、大型植物遺体を分ྨ群ຖに容器に入れ、約 70ˋ

のΤタϊール༹ӷにਁしてอ管する。

（２）結果

　結果を表５に、各分ྨ群の写真を写真８に示す。

　Ｂｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）より出土した大型植物遺体は、落葉広葉थのコナラѥ属果実 1 、ݸ

分ྨ群 部位 状態 #b 区	S2023　
T.P.+7.0m 付近 උ考

木本
コナラѥ属 果実 破片 1 残存長 19.53, 残存幅 10.85mm
イチイガシ 果実 完形 1

葉 ௖部 破片 6
基部 破片 5

破片 13
Ξカガシ �πクόωガシ 葉 ௖部 破片 5

基部 破片 7
破片 5

Ξラカシ  葉 破片 1
シラカシ  葉 破片 2
不明広葉थ（コナラ属  ） 葉 破片 2
不明広葉थ 葉 破片 7

૲本
ΪシΪシ属 Ֆ被 完形 1
タデՊ 果実 完形 1

合計
木本葉 44
不明葉 9
木本छ実 2
૲本छ実 2

合計（不明を除く） 48

ද̑　େܕ২෺Ҩମಉఆ݁Ռ
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常྘広葉थのイチイガシ果実 1 葉、ݸ 24 Ξカガシ、ݸ �πクόωガシ葉 17 Ξラカシ、ݸ  葉 1 シラ、ݸ

カシ  葉 2 ૲本のΪシΪシ属Ֆ被、ݸ 1 タデՊ果実、ݸ 1 の、計ݸ 48 が同定された。イチイガシ葉がݸ

最も多く、Ξカガシ �πクόωガシ葉が࣍いで多い。その他、不明広葉थ（コナラ属  ）葉 2 不明広葉、ݸ

थ葉 7 、が確認された。コナラѥ属の果実は破片の出土であるが、コナラやミズナラとは区別され、クヌΪݸ

ΞϕϚキ、カシϫ、ナラガシϫなどの大型の果実をもつ分ྨ群のいずれかに༝来すると考えられる。

（３）考察

　三宅西遺跡のＢｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）より出土した大型植物遺体は、広葉थで落葉高木の

コナラѥ属、常྘高木のイチイガシ、Ξカガシ �πクόωガシ、Ξラカシ  、シラカシ  と、૲本のΪシΪシ

属、タデՊに同定され、イチイガシとΞカガシ �πクόωガシが多い૊成を示した。これらは調査地近辺に

生ҭしていたと考えられる。特にイチイガシ、Ξカガシ �πクόωガシ、Ξラカシ  、シラカシ  は、本地域

に分布するஆԹ帯性常྘広葉थ林（র葉थ林）の主要構成छである。多くの葉とともに果実が確認されたイ

チイガシは、コナラ属で唯一Ξク抜きせずに果実内部のࢠ葉が生৯可能であることから、西南೔本の遺跡出

土ྫが多い（౉辺 ,1975� Ԭ本 ,1979など）。

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ

・ᖛ໺周ହ ,2005, 原寸図ؑ葉っͺでおぼえるथ木 . ദ書๪ ,334p.

・林　ক೭ ,2017, くらべてわかる木の葉っͺ . 山とܢ୩ࣾ ,159p.

・林　ত三 ,1991, ೔本産木材　顕ඍڸ写真ू . 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ .

・伊東ོ෉ ,1995, ೔本産広葉थ材の解๤ֶ的記載ᶗ . 木材ࢿ・ڀݚ料 ,31, 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ ,81�181.

・伊東ོ෉ ,1996, ೔本産広葉थ材の解๤ֶ的記載ᶘ . 木材ࢿ・ڀݚ料 ,32, 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ .66�176.

・伊東ོ෉ ,1997, ೔本産広葉थ材の解๤ֶ的記載ᶙ . 木材ࢿ・ڀݚ料 ,33, 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ ,83�201.

・伊東ོ෉ ,1998, ೔本産広葉थ材の解๤ֶ的記載ᶚ . 木材ࢿ・ڀݚ料 ,34, 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ ,30�166.

・伊東ོ෉ ,1999, ೔本産広葉थ材の解๤ֶ的記載ᶛ . 木材ࢿ・ڀݚ料 ,35, 所ڀݚ౎大ֶ木質Պֶژ ,47�216.

・中山至大・Ҫ೭口رल・南୩஧ࢤ ,2010, ೔本植物छࢠ図ؑ（2010 年վగ版）. 東北大ֶ出版ձ ,678p.

・Ԭ本素࣏ ,1979, 遺跡から出土するイチイガシ . 大阪ࢢ立ࣗ然࢙ത物ؗڀݚ報告 ,32 ߸ ,31�39, 図版 4�5.

・小林ݠ一（2017）ʮ縄文時代の実年代　―土器形式ฤ年と炭素 14 年代− . 同成ࣾɼ263pɽ

・ౡ地　ݠ・伊東ོ෉ ,1982, 図આ木材૊৫ . 地ࣾٿ ,176p.

・ླ木༱෉・高ڮ　ౙ・҆延ঘ文 ,2018, ૲木のछࢠと果実−形態や大きさが一目でわかる 734 छ　૿ิվగ　− . ωイチャー

΢Υッチンάガイυブック , ੣文ಊ新ޫࣾ ,303p.

・高ڮ　ರ・田中ٛ文・⁋本༟໵・⁋　߁உ・দݩඒ༝紀・田中ٛ文・അ場݈࢘ ,2012, 観Իࣉ本അ遺跡のࣗ然Պֶ分ੳ .ʮ観Իࣉ

本അ遺跡　−ژಸ࿨ࣗ動ंಓ ňޚ所区間ŉ 建設に伴うൃ掘調査報告書−　本文ฤʯɼ־原ࢢ埋ଂ文化財調査報告第 1 ࡭ , ಸ良ݝ

ҭҕһձڭࢢ原־ ,118�168.

・田中ܒ幾 ,2008, 落葉थの葉 . 山ܢハンデΟ図ؑ 12, 山とܢ୩ࣾ ,447p.

・8IeeMeS	&.A.,#aTT	P.	aOd	(aTTPO	P.&.（ฤ）,1998, 広葉थ材の識別　*A8A によるޫֶ顕ඍڸ的特௃リεト . 伊東ོ෉・藤Ҫஐ೭・

,（版؂मޠ೔本）ߒ　ഢࠤ ւ青ࣾ ,122p.ʦ8IeeMeS	&.A.,#aTT	P.	aOd	(aTTPO	P.&.（1989）*A8A	-JTU	PG	.JcSPTcPpJc	'eaUVSeT	

　　GPS	)aSdXPPd	*deOUJpcaUJPOʧ.

・౉辺　੣ ,1975, 縄文時代の植物৯ . ༤山ֳ出版 ,187p.

・٢山　׮・石઒ඒࢠࢬ ,1992, 原寸イラεトによる落葉図ؑ . 文一総合出版 ,372p.

― 88 ―



��� ᶱ ��� ᶱ ��� ᶱ

��� ᶱ ��� ᶱ ��� ᶱ

ԣஅ໘
ίφϥଐίφϥઅɹᶺ�

์ࣹஅ໘ ઀ઢஅ໘

ԣஅ໘
ΫϦɹᶺ�

์ࣹஅ໘ ઀ઢஅ໘

ࣸਅ̓　ࢼྉͷஅ面੾ยݦඍࣸڸਅ

― 89 ―



)㒊下㒊⫪ᮾ(ᐇᯝᒓளࣛ1.ࢥࢼ )㒊下㒊⫪ᮾ(ᐇᯝ2.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ
)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ3.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ )㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ4.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ
)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ5.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ )㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ6.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ
)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ7.࢖ࢳ࢖࢞ࢩ )㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ8.࢔࢝࢞ࢩ-ࢶࢡࣂࢿ࢞ࢩ

)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ01.࢔࢝࢞ࢩ-ࢶࢡࣂࢿ࢞ࢩ)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ9.࢔࢝࢞ࢩ-ࢶࢡࣂࢿ࢞ࢩ
)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ21.࢔࢝࢞ࢩ-ࢶࢡࣂࢿ࢞ࢩ)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥ11.࢔࢝࢞ࢩ-ࢶࢡࣂࢿ࢞ࢩ
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第７章	 総　ׅ
これまでに実施された周辺の調査では、大規模な流路や溝、弥生時代・古墳時代のू落など多くの遺構

が検出されていた。今回の調査地は、それらを検出した調査区と隣接しており、いくつかの遺構でその延長

部が確認できた。またू落の一部も検出され、周辺で確認されていたू落との関係や、その広がりなどが明

らかとなった。以下、これまでの調査成果もあわせて考察し、まとめとする。

໻ੜ࣌୅தظલ༿ͷूམ　Ａ区の第９面で、多くの土坑とともに竪穴建物２棟と掘立柱建物１棟を検出し

た。出土する遺物はいずれも弥生時代中期前葉（第ᶘ様式）のものであり、これにより遺跡の北方にこの時

期のू落が広がっていたことが明らかとなった。ただし、遺構が密ूしているような状況ではなく、ू 落の中

̲̓層下面͔Β̲̓層下面͔Β
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図 82　Ｂ c区南東側にみられる弥生時代集落の広がり
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心部ではないようなҹ৅を受ける。おそらく、周辺に広が

るू落の縁辺部にあたっていると思われる。

では、このू落の中心はどのあたりにあったのか。

これまでに実施された周辺の調査では、Ａ区の南東側と

北側の２箇所で、今回みつかったू落と同時期の弥生時

代中期前葉のू落が確認されており、そのどちらかの一部

ではないかと考えられた。

南東側のू落は、阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線建設に伴い、

当センターによって実施された04−３・07−１調査などで

確認されたもので、今回調査したＢ c 区のすぐ南東側、Ａ

区からは約 200 ｍ隔てたあたりに広がっている。しかしこ

ちらのू落は、南ݶについては不確実なところがあるもの

の、遺構の分布状況から、東は2120 流路、西は2100 流

路に至るࣗ然の傾斜地までの範囲とほぼ判明しており、北

側についても、04−３調査の 10・11 区よりも北へはほと

んど遺構がల開していないことから、北ݶを遺構が稀薄と

なる10・11 区の北側あたりとした、直径 100 ｍ程度のू

落範囲が推定されている。遺構の分布状況や、西ݶとされ

るS3059（04−３調査では2100 流路）の位置などをみて

も、この南東側に広がるू落がＡ区まで続いているとは、

やはり考え難いように思われる。

では、もう一方のू落はどうか。

Ａ区北側のू落は、三宅西遺跡範囲外のӝ破遺跡内にల開しており、財団法人大阪ࢢ文化財ڠձによる

̧̪ 94− 19・96− 12・97− 19 ࣍調査で確認されたものである。そのうちもっとも密に遺構が検出された調

査区は、Ａ区から北に約 170 ｍ隔てた̧̪ 96− 12 ࣍調査のᶗ区である。ここでも弥生時代中期前葉にݶ

られた短期的なू落が確認されており、竪穴建物や掘立柱建物のほか、溝や土坑・ピットなど、折り重なる

ように築かれた無数の遺構が検出されている。一見ू落の中心部のような遺構密度であるが、それでも土器

の出土量や周辺を含めた遺構の分布状況から、ू落の中心ではなく、南西縁辺の一部ではないかとされて

おり、中心は調査地より北側が想定されている。確かに、ᶗ区の南側に設定された南北に長いᶙ区では、遺

構が稀薄であり、ू落がさらに南に広がっている様ࢠはうかがえない。

では、今回Ａ区で確認されたू落の一部は、これまでに周辺で確認されていたू落とはまったく別のू落

だったのか。

Ｂｃ区南東側に中心をもつू落との関係については、ू落境を成すと考えられるS3059を挟んでいるこ

とから、上記のとおり、Ａ区までू落域が広がっていたとは考え難い。ӝ破遺跡側に広がるू落との関係に

ついては、̧̪ 96− 12 ࣍調査ᶗ区より南側で遺構が稀薄となることは؃過できないが、Ａ区との間にू落

境を成すような施設が検出されていないことなどから、現時点では、このӝ破遺跡側に広がるू落の南末端

部である可能性の方が高いのではないかと考えている。ただし、南東側のू落とӝ破遺跡側のू落との間

の、ちΐうどＡ区の東側あたりに、それらとは異なる別のू落がల開していた可能性も想定しておきたい。　
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ͷूམ　Ｂａ区では新たに古墳時代前期（庄内式期後葉から布留式期前葉）のޙલظݱग़ثܙ෿࣌୅ਢݹ

ू落を確認した。ただし、その分布範囲はＢａ区西端部に偏っており、東半部にはల開していない。検出し

た遺構も土坑やピットが主で、建物跡が未検出であることから、このू落の中心は、Ｂａ区よりさらに西側に

あったと推定できる。つまりＢａ区の西端部が辛うじてそのू落の東縁辺にかかっていたような状況と考えら

れる。検出した遺構からは須恵器がまったく出土しておらず、ほとんどが庄内式期後葉から布留式期前葉頃

の土師器であること、また遺構を覆う７ａ層をみても、上面から出土した土器の中に混入品と思われる須恵

器甕の体部片が１点含まれているのみで、ほか須恵器はまったく出土していないことから、このू落は、須

恵器が出現する以前にӦまれていた古墳時代前期の短期的なू落であったと判断できる。

これと同時期のू落は、これまでの調査では確認されていないが、このすぐ後に続く須恵器を伴う時期の

ू落が、今回みつかったू落のすぐ南側で確認されている。当センターが実施した04−３調査の３・13・

14 区で検出されたもので、掘立柱建物のほか、Ҫށや土坑、ピットなど多くの遺構が、北側のＢａ区に向

かってઉ状に広がっている。両者は非常に近接しており、ू 落範囲の線引きが難しい。この南側に広がるू

落の時期については、遺物แ含層や遺構から出土した遺物のなかに初期須恵器が何点も含まれていることな

どから、中心は須恵器が出現して間もない、古墳時代中期の５世紀前葉頃であったと考えられるが、遺構を
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詳しくみてみると、庄内式甕などＢａ区側のू落と同時期の遺物が出土する遺構もある程度存在しており、

須恵器出現前の段階から、ू落の一部として、すでに土地ར用されていたことがうかがえる。

つまり、Ｂａ区から西側に広がるू落と、04−３調査で確認したू落とは、一見時期の異なる別々のू落

のようにみえるが、実際には、両者には完全な分断があったわけではなく、ू落が形成された当初の古墳時

代前期には、南北に長い一つのでू落であった可能性が高い。おそらく、① 古墳時代前期にＢａ区の西側

にू落が形成された。その中心はＢａ区の西側あたりであったが、縁辺は04−３調査区内まで広がってい

た。ᶄ 須恵器が出現して間もなくの頃、ू 落の中心を南の04− 3 調査区側へҠした。というものだったので

はないだろうか。ただしこの時、Ｂａ区側のू落内に須恵器がまったく含まれていないことは注意したい。ू

落の中心が南にҠって以߱も、Ｂａ区側のू落範囲が土地ར用されていたとした場合には、おそらくＢａ区

側のू落内にも須恵器が混入するはずであるが、実際にはまったく混入していない。つまり、Ｂａ区側の範

囲は、短期間で完全に放غされ、その後まったく࢖われなくなったと考えなければならない。

それ以߱のू落については、現時点では前述の弥生時代中期前葉のू落が形成されたＢｃ区の南東側一

帯にҠ動したと考えているが、先のＢａ区南側のू落についても、数は少ないものの、古墳時代後期の６

世紀中葉の須恵器が含まれる遺構も確実に存在していることから、細々とではあるが、その頃までू落が存

続していたのではないかと考えている。

Ҩߏͷมભ　今回の調査では大規模な流路や溝を幾筋も検出した。それらとこれまでの調査で検出された遺

構とのつながりやその変ભについて簡単に整ཧしておく。

縄文時代にはＢａ区の流路 S1020（04−３調査では3128 流路）、Ｂｂ区の流路 S2023（04−３調査で

は3527 流路）や溝 S2038（04−３調査では3512 流路か）が形成されていたᶃ。それぞれが機能してい

た時期については、以前に出土した土器から、S1020 が縄文時代後期中葉、S2023 が晩期前半頃と推定さ

れたが、今回実施した放射性炭素年代測定では、S2023 下層出土の流木が縄文時代早期のものであること

が明らかとなり、S2023の形成時期についてはさらに古く、縄文時代早期にまでḪる可能性が出てきた。こ

れらの流路は、長い年月をかけて徐々に埋まっていくが、縄文時代晩期になっても埋まりきることはなく、あ
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る程度の水流のある流路として残る。

弥生時代中期前葉になると、Ｂ c 区の東端に流路 S3059（04−３調査では2100 流路）が形成され、そ

れを境に東側にはू落がӦまれるᶄ。おそらくS2023は、さらに埋没がਐんでいるものの、この頃も完全に

埋まりきることはなく、浅い流路として存在していたものと思われる。

その後、S2023 上を除いて８層（Ｂｃ区では７ｅⅱ・ⅲ層）が形成され、Ｂａ区西側に古墳時代前期

（庄内式期後葉～布留式期前葉）のू落がӦまれるᶅ。S2023の埋没時期については判然としないが、こ

のＢａ区のू落がӦまれている時期には、ほぼ埋まっていたのではないかと考えている。S2023 が埋まり

きった後、その西端部には一旦 S2022 の前身となる流路 S2029 が形成されるがᶅ、間もなくこの S2029

上も含め、調査区全体を７層（Ｂａ区では７ａ層、Ｂｃ区では７ｅⅰ層）が覆う。その時期は、Ｂａ区の

７ａ層上面で検出できる流路 S1103（04−３調査では 3125 流路）に布留式期後半の須恵器出現期頃の

土器が多く含まれていることから、それよりも古い時期、つまりＢａ区西側のू落がӦまれてからあまり時を

ない布留式期のうちに形成されたと考えられる。この時Ｂｂ区には、先のܦ S2029に重なるように新たに流

路 S2022（04−３調査では3410・3116・3115・3344 流路）が形成されるがᶆ、S2023のように長くは

機能せず、短期間で埋没する。その時期は、西側の S1103（3125 流路）に僅かながら６世紀中葉の須恵

器が含まれていることから、஗くともその頃までにはほとんど埋まっていたのではないかと考えている。

　この S2022 が完全に埋まって以߱すぐに、Ｂｂ区には S2006・2008をはじめとした幾筋もの溝が設け

られ、Ｂｃ区の東端にも同様の小規模な遺構が形成される⑤。S1103については、Ｂｂ区第 7 面で検出し

たS2004などの溝と一時期併存していた状況がうかがえることから、S2022 が埋まって以߱も、しばらくの

間流路として機能していたと思われる。

以上が、Ｂ区を中心とした大まかな遺構の変ભであるが、庄内式期後葉から須恵器が出現する布留式期

後葉のにかけて、三宅西遺跡内が大きくܠ観を変えていく状況がうかがえたいへんڵ味深い。そのഎܠやܦ

Ңなど、周辺地域の動向とも重Ͷながら解明していくඞ要があろう。

今回の調査成果を中心に、周辺の遺構とのつながりを確認するとともに、ू 落の範囲やܠ観変ભなどにつ

いても若干考察した。ただし、これまでに実施した周辺調査の成果とは、出土遺物以外、層ংの対Ԡ関係な

どについてはे分な比ֱ・検討ができておらず、遺構のつながりやその時期などにいくつかの誤認があるか

もしれない。また今回の調査では、細い調査区内を幅の広い流路や溝が幾筋も横断していたため、地層が

途中で分断され、その正確な対Ԡ関係の೺握が困難な箇所もあった。本書内では、Ｂ a 区からＢ c 区まで

の地層を、確実な箇所を手ֻかりに、ཧ解しやすいようつなげているが、実際には本書でまとめたような単

७に連続するものではなかった可能性も考えられる。出土遺物についても、層位的に考えられる時期と大き

く隔てた古い時期のものばかりが出土している状況も多く、検討の༨地を残している。

前年に実施したＤ２−１−２調査や、今後実施される調査の成果も合わせ、もう少し広いࢹ໺に立っての

再検討がඞ要かもしれない。

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ
・財団法人 大阪ࢢ文化財ڠձ　1999『大阪ࢢ埋ଂ文化財ൃ掘調査報告　―1996 年度―ʯʮ第ᶙ章　ӝ破遺跡の調査ʯ
・財団法人 大阪ࢢ文化財ڠձ　1999『大阪ࢢ埋ଂ文化財ൃ掘調査報告　―1997 年度―ʯʮ第ᶙ章　ӝ破遺跡の調査ʯ
・財団法人 大阪府文化財センター　2009『三宅西遺跡』
・দ原ڭࢢҭҕһձ・ެӹ財団法人 大阪府文化財センター　2024『三宅西遺跡』
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人ྗ掘削風ܠ（Ｂｂ区		S2038）





ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̍

̖
۠
Ҩ
ߏ

1

2 4

3 5

１ɽ中央部第７ｃ面検出遺構ʤ北からʥ

２ɽS0001
３ɽS0002

４ɽS0004
５ɽS0005



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̎

̖
۠
Ҩ
ߏ

1

2 4

3

5

１ɽS0014
２ɽS0015

５ɽ第８面検出遺構全ܠʤ東からʥ（υローンよりࡱ影）

３ɽS0020
４ɽS0021



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̏

̖
۠
Ҩ
ߏ

２

1

２ɽS0022 断面と埴輪出土状況ʤ南からʥ

１ɽS0022ʤ北からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̐

̖
۠
Ҩ
ߏ

1 3

2 4

5

6

7

8

１ɽS0022 西肩部断面
２ɽS0022

３ɽS0022 埴輪出土状況
４ɽS0023

５ɽS0016・S0017
６ɽS0016

７ɽS0019
８ɽ第８面土器出土状況



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̑

̖
۠
Ҩ
ߏ

２

1

２ɽ第９面検出竪穴建物・掘立柱建物ʤ北東からʥ

１ɽ第９面検出遺構全ܠʤ東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̒

̖
۠
Ҩ
ߏ

２

３

４

５

1

２ɽS0046
３ɽS0050

４ɽS0051
５ɽS0056（右は S0058）

１ɽ竪穴建物１ʤ南からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̓

̖
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

１ɽ竪穴建物２ʤ東からʥ

２ɽS0060
３ɽS0073

４ɽS0074
５ɽS0078



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̔

̖
۠
Ҩ
ߏ

2

3

4

５

1

２ɽS0089
３ɽS0091

４ɽS0095
５ɽS0101

１ɽ掘立柱建物１ʤ南からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
̕

̖
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

6

7

8

１ɽS0025（手前）・S0026（Ԟ）
２ɽS0028

３ɽS0027
４ɽS0027 土器出土状況

７ɽS0039
８ɽ下層確認トレンチ

５ɽS0033（右）・S0034（左）
６ɽS0036



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
Ҩ
ߏ

２

３

４

５

1

２ɽ東半部第７ａ面検出遺構全ܠ
３ɽS1001

４ɽS1103
５ɽS1103 西肩部断面

１ɽ西端部第７ａ面検出遺構ʤ東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
Ҩ
ߏ

２

1

２ɽ西半部第８面検出遺構全ܠʤ北東からʥ

１ɽ第８面検出遺構全ܠʤ北西からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
Ҩ
ߏ

２

３

1

２ɽS1020 断面（東側）
３ɽS1020 断面（西側）

１ɽ東半部第８面検出遺構全ܠ（手前は７ａ面検出 S1103）ʤ東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

6

7

8

１ɽS1015
２ɽS1025

３ɽS1031
４ɽS1084 土器出土状況

７ɽS1095
８ɽS1100

５ɽS1091
６ɽS1092



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
Ҩ
ߏ

２

1

２ɽ西半部第７面検出遺構全ܠʤ東からʥ

１ɽ西端部第７面検出遺構ʤ南東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

6

7

8

１ɽS2003
２ɽS2004

３ɽS2005
４ɽS2006

７ɽS2013
８ɽS2014・S2015

５ɽS2010
６ɽS2012



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
Ҩ
ߏ

２

３

４

５

1

２ɽS2017
３ɽS2020

４ɽS2018（南側）
５ɽS2018（北側）

１ɽ東端部第７面検出遺構ʤ南西からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
�7

BC
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

１ɽS2022 全ܠʤ南西からʥ

２ɽS2022 東肩部土器出土状況
３ɽS2022 西肩部断面

４ɽS2029 検出状況
５ɽS2029 完掘状況



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
Ҩ
ߏ

2

1

２ɽS2023 東肩部ʤ南からʥ

１ɽ第７～９面検出遺構全ܠ（中央部は S2023ɼԞは S2022）ʤ東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

１ɽ東端部第９面検出遺構ʤ南東からʥ

２ɽ西端部第８面検出遺構
３ɽS2023 東肩部下層断面

４ɽS2031
５ɽS2038



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

2

1

２ɽ東半部７ａ層下面検出遺構全ܠʤ北からʥ

１ɽ７ａ層下面検出遺構全ܠʤ北西からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

6

7

8

１ɽS3002
２ɽS3003

３ɽS3004
４ɽS3005

７ɽS3023
８ɽS3040

５ɽS3009
６ɽS3012



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

1 3

2 4

5

１ɽS3027
２ɽS3033 木材出土状況

３ɽS3038 ～ 3041
４ɽS3041

５ɽ７ｃ層下面検出遺構全ܠʤ北東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

１ɽS3045
２ɽS3046

３ɽS3048
４ɽS3049

５ɽ７̳層下面検出遺構全ܠʤ北西からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

２ ３

４

1

２ɽS3055（左）・S3056（右） ３ɽS3058
４ɽS3059

１ɽ東半部７̳層下面検出遺構（S3059）全ܠʤ北からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Bc
۠
Ҩ
ߏ

1

2

3

4

5

6

7

１ɽS3061・S3062
２ɽS3061

３ɽ東半部７ｅⅰ層下面検出遺構
４ɽS3064	

６ɽS3068
７ɽS3077

５ɽ７ｅ JJJ 層下面検出遺構全ܠʤ東からʥ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

̖
۠
ग़
౔
Ҩ
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1

5

6

8

9

38

（1：3）

（1：3）

41

64
57 58

56 61

43

42

（1：4）



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
�7

̖
۠
ɾ
Ba
۠
ग़
౔
Ҩ
෺

69

67

2

14 15

2120

19

108

190

196

198

209

199

60

65

148

115

66

62

（1：4）

（2：3）

（1：3） （1：3）

（1：3）

107

105

186



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
ग़
౔
Ҩ
෺

200

201

194

206

221

211 226

214

222203
216

（1：3）



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

Ba
۠
ɾ
BC
۠
ग़
౔
Ҩ
෺

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

ʢ�ɿ�ʣ

ʢ�ɿ�ʣ



ࣸ
ਅ
ਤ
൛
��

BC
۠
ɾ
Bc
۠
ग़
౔
Ҩ
෺

269

259

264

24

26

29

241
240

242243

248

246

245

27

32
33

36

272

261

254

266

267 270

249

257

256

25030

255

253

（1：3） （2：3）

（1：4）

（1：4）

277

278

（1：4）

（1：3）

（1：3）



ใɹࠂɹॻɹঞɹ࿥
;	り	が	な 　みやけにしいせき２

書　໊ 　三宅西遺跡２

෭ 書 ໊ 　দ原ࢢ三宅西土地区ը整ཧۀࣄ地内物流૔ݿ建設計ըに伴う三宅西遺跡（D2−�−�）ൃ掘調査報告書

シリーズ໊ 　দ原ࢢ文化財報告　　

シリーズ൪߸ 　第 20 　࡭

シリーズ໊ 　ެӹ財団法人	大阪府文化財センター調査報告書

シリーズ൪߸ 　第 340 ू

ฤ		著		者		໊ 　伊藤	෢　　　

ฤ		ू		機		関 　ެӹ財団法人	大阪府文化財センター　

所					在					地 　˟ 590�0105　大阪府ࢢࡖ南区竹৓台３丁 21 ൪４߸　			T&-		072�299�8791

ൃ		行		機		関 　দ原ڭࢢҭҕһձ

所					在					地 　˟ 580�8501　大阪府দ原ࢢѨอ 1 丁目 1 ൪ 1 ߸　			T&-		072�334�1550（代表）

ൃ		行		機		関 　ެӹ財団法人	大阪府文化財センター　

所					在					地 　同　上

ൃ 行 年 月 　2025 年	５月 30 ೔		

;　 り　 が　 な

所収遺跡໊
;	り	が	な

所在地

コーυ
Ң度・ܦ度 調査期間

調査面積
調査原Ҽ

ொଜࢢ 遺跡
൪߸ 	 ᶷ 


三
ㆿ㇄㆐ㆫ㆗ㆂ㆛ㆌ

宅西遺跡

大
ㆈㆈ㆕ㆉㆵㆾㆤㆰ㇉㆗

阪府দ原ࢢ

三
ㆿ㇄㆐ㆫ㆗

宅西

７
ㅼㆡ㇇ㆄ㇁

丁目 地
ㆡㆪㆂ

内

27217 26
34˃ 35˄ 36˅

・
135˃ 32˄ 50˅

2023.11.01
～

2024.06.30
4,973

		物流૔ݿ建設
		計ըに伴う

所収遺跡໊ छ別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記߲ࣄ

三宅西遺跡
ू落跡

その他

縄文

弥生

古墳

ಸ良

竪穴建物、掘立
柱建物、流路、溝、
土坑、ピット、
落ち込み

縄文土器、弥生土器、土師器、
須恵器、埴輪、נ、
石製品（石᭲・石錐・剥片・
　　　　　　　　　磨石など）、
木製品（木錘）

遺跡の北端部で、弥生時
代中期前葉のू落を検出。

阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の
すぐ北側では、古墳時代
のू落を検出。

要　約

・これまでの調査では、縄文土器を多く含む大規模な流路が確認されていた。今回の調査ではその
延長部が確認できたが、遺物が少なく、縄文土器も破片が１点出土したのみである。

・Ａ区で弥生時代中期前葉のू落を確認した。三宅西遺跡内では、これまでにも同時期のू落が確
認されているが、遺構の分布状況から、その一部とは考え難い。遺跡北方のӝ破遺跡内にల開す
るू落の一部であった可能性が高い。

・Ｂa区の西端で古墳時代前期のू落を確認した。ू落の中心はさらに西側にあったと推定できる。
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ެӹ財団法人	大阪府文化財センター調査報告書　第 340 ू

三宅西遺跡２
দ原ࢢ三宅西土地区ը整ཧۀࣄ地内物流૔ݿ建設計ըに伴う

三宅西遺跡（Ｄ２−１−４）ൃ掘調査報告書

　　　　　　　ൃ行年月೔		/		2025 年５月 30 ೔
　　　　　　　ฤ　　　ू		/		ެӹ財団法人大阪府文化財センター
　　　　　　　ൃ　　　行		/		দ	原	ࢢ	ڭ	ҭ	ҕ	һ	ձ
　　　　　　　　　		　　　　大阪府দ原ࢢѨอ１丁目１൪１߸

　　　　　　　　　　　　　 ެӹ財団法人大阪府文化財センター
　　　　　　　　　　　　		大阪府ࢢࡖ南区竹৓台３丁 21 ൪４߸

ҹ࡮・製本		/		ג式ձࣾ	明	新	ࣾ
　　　														ಸ良ࢢ南ژ終ொ３丁目 464 ൪地

本書の著作ݖは、ྫ言に記したとおり、一部を除きদ原ڭࢢҭҕһձに帰属しますが、ʮクリΤイテΟブ・
コϞンズ表示 4.0 国際（IUUpT�//cSeaUJWecPmmPOT.PSH/MJceOTeT/bZ/4.0/）ʯに基ͮき、出యの表示を条݅と
してࣗ༝な二࣍ར用をڐ୚します。
また、数஋的なデータや簡単な表・άラϑ・୓本などについては、著作ݖがൃ生しないためࣗ༝な二࣍ར
用が可能です。
なお、第三者が著作ݖを有する図１～４のഎܠ地図、写真１のഎܠ写真などについては、ࣗ༝な二࣍ར用
の対৅外です。二࣍ར用する場合は、条݅などをࣄ前に確認してください。
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